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本書について 
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第 1 章 はじめに 

1-1. ArcGIS Pro の構成 

ArcGIS Pro のアプリケーションの構成を説明します。 

 

プロジェクトとは 

ArcGIS Pro では、作業ごとにプロジェクト ファイル 

(*.aprx) を作成し、そのプロジェクトの中で作業に関

連するマップやデータ、データベース コネクション 

モデル、スタイル、タスク、レイアウト、ツールなど

の必要なリソースを作成または追加し、一元的に管理

するように設計されています。 

 

また、1 つのプロジェクトに複数のマップ、レイアウ

トなどを含めることができ、これらのアイテムはすべ

てプロジェクト ファイルに格納されます。プロジェク

ト内のすべてのアイテムには [カタログ] ビュー、ま

たは [カタログ] ウィンドウからアクセスしたり、プ

ロジェクト全体をパッケージにして他のユーザーと共

有したりすることができます。 

 

作成したプロジェクトのホーム フォルダー内には、プ

ロジェクト名と同じ名前のファイル ジオデータベー

ス (*.gdb) とツールボックス (*.atbx) が作成され、

それぞれデフォルト ジオデータベースとデフォルト 

ツールボックスとして設定されるため、効率よく作業

を進めることができます。 

 

 プロジェクト テンプレート 

ArcGIS Pro に用意されたテンプレートを使用することで、特定のテーマやデータに適したプロジェクトを簡単に

作成できます。 

・2D マップを作成する場合:「マップ」テンプレート 

・[カタログ] ビューで作業する場合: 「カタログ」テンプレート 

・3D グローバル シーンを作成する場合:「グローバル シーン」テンプレート 

・3D ローカル シーンを作成する場合:「ローカル シーン」テンプレート 

・プロジェクトを作成せずに開始する場合: [テンプレートを使用せずに開始] を選択 

 

 

 

 

  

プロジェクト ファイル 

カタログ ビュー 

カタログ ウィンドウ 
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マップ ビュー、シーン ビュー 

ArcGIS Pro のプロジェクトでは、データの表示やレイ

アウト作成のための作業スペースとして「ビュー」が

あります。 

データを表示するビューには、2 次元でデータを扱う

ためのマップ ビューと、3 次元でデータを扱うための

シーン ビューがあります。さらに、シーン ビューに

はローカルとグローバルの 2 つのタイプがあり、投影

座標でデータの編集や解析を行う場合はローカル シ

ーン ビューを利用し、地球規模のデータや、地球全体

の表示からある地域を拡大・移動する 3D マップを作

成したい場合はグローバル シーン ビューを利用しま

す。 

また、インターネットに接続可能な環境であれば、

ArcGIS Online のベースマップ (地形図や衛星画像

等) を背景図として利用することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ArcMap との互換性 

ArcGIS Pro に既存の ArcMap ドキュメント (*.mxd)、ArcScene ドキュメント (*.sxd)、ArcGlobe ドキュメン

ト (*.3dd) をインポートすることもできます。ただし、ArcGIS Pro のプロジェクトを ArcMap 等で開くことは

できません。 

ArcMap のマップ ドキュメントを ArcGIS Pro で使用するには → 23 ページ 

 

マップ ビュー 

シーン ビュー 

グローバル  

シーン ビュー 

ローカル 

シーン ビュー 

ArcGIS Online のベースマップ 
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1-2. ArcGIS Pro のインターフェイス 

ArcGIS Pro のインターフェイスを説明します。 

 

画面構成 

ArcGIS Pro の画面イメージと各部の名称・役割を説明します。主要な名称を覚えておきましょう。 

また、ArcGIS Pro では、リボン UI が採用されており、特定の機能が常に表示されるメイン タブと、実

行・選択中の内容に応じて表示 / 非表示されるコンテキスト タブで構成され、使用しているデータや作業

内容に応じて必要な機能が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ボタン 

ダイアログ ボックス ランチャー 

グループ 

スクリーンチップ 

クイック アクセス ツールバー タブ コンテキスト タブ セット 

コンテキスト タブ 

[コンテンツ] 

ウィンドウ 

ビュー 

[カタログ] 

ウィンドウ 

リボン 
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[コンテンツ] ウィンドウ 

マップやシーンに含まれるレイヤーをリスト表示するウィンドウです。レイヤーの表示の切り替えや表示順

序の入れ替えなどを管理できます。レイヤーを描画順、データ ソース別、フィーチャの選択状態・編集状態

別、スナップ別、ラベリング別で表示することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビュー 

ArcGIS Pro での作業スペースとなる領域をビューと呼びます。ビューには 2D マップや 3D シーン、レイ

アウトなどを表示します。ビューの左上に表示されているタブをクリックして、アクティブなビューを切り

替えたり、タブの部分をドラッグして複数のビューを並べて表示させたりすることもできます。 

 

複数マップを並べて表示するには → 44 ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[カタログ] ウィンドウ 

ArcGIS Pro のプロジェクトに含まれるすべてのアイテムを管理し、

簡単にアクセスするためのウィンドウです。プロジェクト内のデー

タだけでなく、外部のフォルダーやデータベース、ポータルに接続

してアクセスすることも可能です。 

  

描画順 

データ ソース別 ラベリング別 

選択状態別 

編集別 

スナップ別 

ビュー 



第 1 章 はじめに 

13 

1-3. ArcGIS Pro のライセンスの割り当て 

ArcGIS Online アカウントの作成 → ArcGIS Online 組織ページでライセンスを割り当て 

ArcGIS Pro は、ArcGIS のクラウド製品である ArcGIS Online を利用してライセンスを管理します。 

 

組織の管理者による設定を行います。組織サイト

を設定済みの場合、手順 3 から始めてください 

1. サブスクリプションの有効化 

ArcGIS Online のユーザー タイプを購入後に届く

ライセンス コンファメーションまたは案内メー

ル内の ＜サブスクリプション ID 有効化ページ

＞ の URL をブラウザーで開き、サブスクリプ

シ ョ ンの 有 効 化 を 行い ま す 。詳 細 は  ArcGIS 

Online のスタートアップ ガイドの 「サブスクリ

プションの有効化」をご参照ください。 

 

2. 組織の設定 

管理権限を持つユーザーが組織の設定を行います。

詳細は ArcGIS Online のスタートアップ ガイド

の 「組織の設定」をご参照ください。 

 

3. メンバーの追加 

組織にメンバーを招待し、メンバーへのユーザー 

タイプやアドオン ライセンスを割り当てます。

ArcGIS Pro を使用するためには、Creator 以上の

ユーザータイプを割り当てる必要があります。詳

細は ArcGIS Online のスタートアップ ガイドの

「メンバーの追加」をご参照ください。 

 ArcGIS Online のクレジットの上限設定 

ArcGIS Online の組織サイトでは、ArcGIS Pro のライセンス管理の他にサービス クレジット管理も可能です。

クレジットとは ArcGIS Online の仮想通貨であり、ArcGIS Pro のオンライン ツールなど一部のジオプロセシ

ング ツールで使用するときにも消費されます。組織サイトのクレジットがすべて消費された場合は、ArcGIS 

Online 上のすべての機能が使用不可となります。 オンライン ツールとは → 122 ページ 

 

クレジットが消費されすぎないよう ArcGIS Online の組織設定で上限値を設定することを推奨します。設定の

詳細は以下をご参照ください。 

https://doc.esrij.com/online/get-started/setup/admin/settings/#クレジット 

 

https://doc.esrij.com/online/get-started/setup/admin/activate-subscription/
https://doc.esrij.com/online/get-started/setup/admin/activate-subscription/
https://doc.esrij.com/online/get-started/setup/admin/settings/
https://doc.esrij.com/online/get-started/setup/admin/add-members/
https://doc.esrij.com/online/get-started/setup/admin/settings/#クレジット
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1-4. ArcGIS Pro の起動と保存 

Windows [スタート] プログラム → [ArcGIS] → [ArcGIS Pro] 

クイック アクセス ツールバー → [保存]  

ArcGIS Pro を起動し、プロジェクトを作成して保存します。 

 

ArcGIS Pro の起動 

1. Windows の [スタート] ボタンをクリックしま

す ❶。 

[すべて＞] → [ArcGIS] → [ArcGIS Pro] を選択

します ❷。 

 

 

 

 

 

 

 

2. [ArcGIS サイン イン] ダイアログで、ArcGIS 

Online のアカウントのユーザー名とパスワード

を入力し ❸、[サイン イン] をクリックします 

❹。 

ArcGIS Pro が起動します。 

 

ライセンス認証とアカウントについて → 13 ペ

ージ 

 

 

 

プロジェクトの新規作成 

1. 新しくプロジェクトを作成するには、新しいプロ

ジェクトから、作成したいプロジェクトのテンプ

レートをクリックします ❶。 

 

プロジェクトとは → 9 ページ 

 

  

❸ 

❹ 

❶ 

❶ 

❷ 
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2. [新しいプロジェクトの作成] ダイアログで、プロ

ジェクトの名前と保存場所を指定して ❷、[OK] 

をクリックします ❸。 

 

プロジェクトが作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

既存のプロジェクトを開く 

1. すでに作成済みのプロジェクトを開くには、[別の

プロジェクトを開く] をクリックします ❶。 

 

[プロジェクトを開く] ダイアログで、  

任意のプロジェクト ファイル (*.aprx) を選択して  

❷、[OK] をクリックします ❸。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近使用したプロジェクトは、 

[最近使ったプロジェクト] にリストされます ❹。 

プロジェクト名をクリックして開きます。 

  

❸ 

❹ 

❸ 

❷ 

❶ 

❷ 

❸ 
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プロジェクトの保存 

1. 作業中のプロジェクトを保存するには、クイック 

アクセス ツールバーの [保存] をクリックしま

す ❶。 

 

 

 

 

[プロジェクト] タブの [プロジェクトの保存] 

をクリックすることでも保存できます ❷。 

 

 

 

 

 

 

 別のプロジェクトとして保存 

[プロジェクト] タブの [名前を付けてプロジェクトを保存] をクリック 

して別のプロジェクトとして名前を付けて保存することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

❷ 

❶ 
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ArcGIS で利用するデータの基本用語 

GIS で利用する空間的な情報にはさまざまな表現形態があり、それらに応じた GIS データ モデルがありま

す。ここでは、GIS 全般および、ArcGIS で利用するデータに関する基本用語を解説します。 

 

GIS データの種類 

GIS で利用するデータは、ベクター データとラスター データに大別されます。それぞれの特性を理解して、

利用目的に応じて使用するデータ モデルを選択します。 

 

ベクター データ 

地理情報 (地物) を XY 座標で構成される図形 (ポイント、ライン、ポリゴンの 3 要素) で表現したデータ

で (3D データの場合は XYZ 座標)、明確な位置や境界を持つ地物 (例: 電柱の位置、建物形状、道路、行政

界等) を表すのに適しています。それぞれの図形は座標値と属性情報を保持しています。ポイント (点) は、

図形情報を (x,y) の座標値で、ライン (線) は (x,y) の座標値を結んだ線分として、ポリゴン (面) は (x,y) 

の座標値を結んだ閉じた線分として図形情報が格納されており、属性情報はテーブル形式で格納されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラスター データ 

行と列の格子 (グリッド) 状にセル (ピクセル) が並んで構成されるデータです。衛星画像、航空写真、標高

データなどが該当します。各セルにデータの情報を表す量 (数値情報) が含まれており、空間的に連続して変

化する事象 (例: 標高、気温分布等) や土地利用などの主題データを表すのに適しています。ラスター デー

タの格納形式としては GeoTIFF や JPEG などの画像ファイル、ジオデータベースがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衛星画像・航空写真 

標高データ 

主題データ 
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ArcGIS で利用する GIS データ フォーマットおよび用語 

 

ジオデータベース 

ArcGIS の標準データ フォーマットで、汎用的なデータベースやファイルに図形および属性情報を格納しま

す。ポイント、ライン、ポリゴンなどのベクター データに加え、注記 (アノテーション) やラスター データ、

ネットワーク データセットなど、多くのデータ モデルをサポートしています。1 つのジオデータベースに

複数のタイプの GIS データを格納でき、かつ高度なデータ モデルを利用できるため、より効率的にデータ

を管理し、ArcGIS の機能を最大限活用することが可能です。 

ArcGIS Pro では、プロジェクト作成時にジオデータベースの一種であるファイル ジオデータベース (*.gdb)

がプロジェクト名と同じ名前で作成され、1 TB を上限にデータを格納することが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

シェープファイル 

ベクター データ (ポイント、ライン、ポリゴン) を格納することができます。仕様が公開されている汎用的

な GIS データ フォーマットです。データ相互交換に最適で、ArcGIS 製品やその他の GIS ソフトウェアで

利用されています。また、さまざまな機関からシェープファイル形式のデータが提供、販売されています。デ

ータのサイズ制限は 2 GB です。 

 シェープファイルの構成ファイル 

シェープファイルは 3 つの必須ファイルとその他複数のファイルで構成されています。必須ファイルが欠けると

アプリケーション上でシェープファイルと認識されません。Windows エクスプローラー上でデータをコピーした

り移動したりする場合は注意が必要です。 

 

*.shp: 図形情報を格納 (必須) 

*.shx: 図形のインデックス情報を格納 (必須) 

*.dbf: 図形の属性情報を格納する dBASE テーブル (必須) 

*.prj: 図形が持つ座標系の定義情報を格納 

*.sbn、*.sbx: 空間インデックスを格納。ArcGIS での空間検索のパフォーマンス向上のために使用 

*.cpg: 使用する文字セットを識別するコードページ (文字コード) の指定に使用するオプション ファイル 

 シェープファイルの文字コード 

dBASE ファイル内の属性情報は、デフォルトでは UTF-8 で格納されます。 

ArcGIS リソース集からダウンロードできる「シェープファイル文字コード 

設定ユーティリティ」を利用することで、文字コード Shift-JIS との切り替え 

を行うことが可能です。 

  

Windows エクスプローラーでの表示 ArcGIS Pro の [カタログ] ウィンドウでの表示 

https://doc.esrij.com/pro/get-started/setup/user/addin-tool/
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フィーチャとフィーチャクラス 

ArcGIS では、現実世界の地物 (電柱や道路、建物など) をベクター データ化した個々のデータをフィーチャ

と言い、共通の主題を持つフィーチャが集合したものをフィーチャクラスと呼びます。フィーチャクラスはデ

ータベースやファイルに格納され、フィーチャのタイプ、属性フィールド、座標系などが定義されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

属性 

フィーチャは、図形情報に加えて、その地物を説明するための文字や数値などの情報 (建物を例にすると、そ

の所有者や建築年などの情報) も保持できます。これを「属性」と呼び、テーブル形式で管理することができ

ます。 

 

 

 

 

 

 

レイヤー 

ArcGIS Pro のマップに追加されたデータのことを「層」を意味する「レイヤー」と呼びます。各データは、

マップ上で何層にも重ね合わせて表示することができます。参照するデータの実体 (データ ソース) は 1 つ

でも、色を変えたり、特定のフィーチャを非表示にしたりといったデータ表現を変えることで、見た目上複数

のレイヤーとして利用できます。レイヤーに関する設定は、プロジェクト内に保存したり、レイヤー ファイ

ル (*.lyrx) として個別に保存したりすることができます。 

 レイヤー ファイル (*.lyrx) 

レイヤー ファイルは、参照先のデータ ソース、データに関する表示設定などの情報を保存するファイルで、拡

張子は「*.lyrx」です。[コンテンツ] ウィンドウで対象のレイヤーを選択し、[共有] タブの [レイヤー ファイル] 

をクリックして作成できます。データの実体は保存されませんので、レイヤー ファイルをコピー / 移動すると

きは、データと一緒にコピー / 移動する必要があります。 

 

共通主題「駅」でまとまったフィーチャ 

→ フィーチャクラス 
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3D データ 

近年では、X 軸、Y 軸に Z 軸 (高さ) を加えた 3 次元 (three dimensions - 3D) の地理的な座標値を持つ 

GIS データも一般に普及しつつあります。ArcGIS では、ポイント、ライン、ポリゴン、マルチパッチのデー

タが主に利用されます。 

 

3D ポイント、3D ライン、3D ポリゴン 

フィーチャの各頂点に Z 値 (高さの値) を持ち、ジオデータベースやシェープファイルに格納されます。デ

ータの形態によって 3D ポイント、3D ライン、3D ポリゴンに分けることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

マルチパッチ 

複数の面によって構成された立体的なフィーチャをマルチパッチと言います。マルチパッチにはテクスチャ

を張り付けることができるため、リアルな 3D 表現などで利用できます。他に、3D Studio (*.3ds) や 

COLLADA (*.dae) などの既存の 3D モデルを ArcGIS にインポートすると、マルチパッチ フィーチャとし

て作成されます。 
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第 2 章 基本操作 

2-1. マップを追加・削除したい 

[挿入] タブ → [新しいマップ] 

プロジェクトに新しいマップを追加します。また、使用しないマップをプロジェクトから削除します。 

 

マップの追加 

1. [挿入] タブの [新しいマップ] をクリックしま

す ❶。 

 

 

 

2. プロジェクトにマップが追加され、マップが表示

されます ❷。 

 

 

 

 

 

 

3. [カタログ] ウィンドウの「マップ」フォルダーを

展開すると、追加したマップがリストされている

ことが確認できます ❸。 

 

 

 

 

 他の種類のマップを追加 

[挿入] タブの [新しいマップ] ドロップダウン リストから 

3D 表示用のシーンや背景データ用のベースマップといった 

他の種類のマップを作成することができます。 

 

 

 

 

 

 

  

❶ 

❷ 

❸ 
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マップの削除  

1. マップ ビュー タブの [×] をクリックすると、

マップ ビューを閉じることができます ❶。 

 

 

 

 

 

 

 

2. マップ自体をプロジェクトから削除したい場合は、

[カタログ] ウィンドウの「マップ」フォルダーを

展開し、マップ名を右クリック → [削除] を選択

します ❷。 

 

 

 

 プロジェクト内のマップを開く 

マップ ビュー タブの [×] をクリックしても、マップ ビューを 

閉じただけで、マップ自体は削除されません。マップは [カタログ] 

ウィンドウの「マップ」フォルダーから呼び出して表示することが 

できます。 

 

マップ ビューを再度開くには、[カタログ] ウィンドウでマップ名を 

右クリック → [開く] を選択するか、マップ名をダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

  

❶ 

❷ 
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2-2. ArcMap のマップ ドキュメントを ArcGIS Pro で使用したい 

[挿入] タブ → [マップのインポート] 

ArcMap で作成されたマップ ドキュメント (.mxd) を ArcGIS Pro にインポートすることができます。これ

らのドキュメントは、ArcGIS Pro にインポートし、プロジェクト ファイル (.aprx) に保存できます。

ArcScene の .sxd、ArcGlobe の .3dd ファイルも同様にインポートすることができます。 

※ArcGIS Pro で作成したプロジェクトを ArcMap で開くことはできません。 

 

1. [挿入] タブの [マップのインポート] をクリッ

クします ❶。 

 

 

 

2. [インポート] ダイアログで、追加したいマップ 

ドキュメント (.mxd) を選択し ❷、[OK] をクリ

ックします ❸。 

 

 

 

 

 

プロジェクトにマップ ドキュメント (.mxd) が

インポートされ、マップが表示されます ❹。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 複数のデータ フレームが含まれる場合 

マップ ドキュメントに複数のデータ フレームが含まれる場合、マップ ビューとして表示されるのはアクティ

ブなデータ フレームのみですが、プロジェクトにはすべてのデータ フレームがインポートされます。これらは 

[カタログ] ウィンドウの「マップ」フォルダーから開くことができます。 

プロジェクト内のマップを開くには → 22 ページ 

  

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 
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2-3. マップにデータを追加・削除したい 

[マップ] タブ → [データの追加] 

[カタログ] ウィンドウからデータをドラッグ & ドロップ 

使用するデータをマップに追加します。 

また、使用しないデータをマップから削除します。 

 

[マップ] タブからデータを追加 

1. [マップ] タブの [データの追加] をクリックし

ます ❶。 

 

2. [データの追加] ダイアログで、追加したいデータ

を選択します ❷。キーボードの Ctrl キーを押し

ながらデータを選択すると、複数のデータを追加

できます。 

 

3. [OK] をクリックします ❸。 

マップにデータが追加されます ❹。 

 

 

 

 

 

 

 

[カタログ] ウィンドウからデータを追加 

1. [表示] タブの [カタログ ウィンドウ] をクリッ

クします ❶。 

[カタログ] ウィンドウが開きます。 

 

2. [カタログ] ウィンドウで、追加したいデータが格

納されているフォルダーまたはジオデータベース

を開き、データをマップへドラッグ ＆ ドロップ

します ❷。 

マップにデータが追加されます ❸。 

 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❶ 

❸ 

❷ 
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 フォルダーやデータベースに接続 

よく使用するフォルダーやデータベースに直接アクセスしたい場合や、外付けハードディスクなどの新規ドライ

ブにアクセスする場合、そのフォルダーへの接続を設定することができます。 

 

フォルダーに接続する場合 

1. [挿入] タブの [フォルダーの追加] をクリックします ❶。 

 

 

 

 

 

2. [フォルダー接続の追加] ダイアログで、 

 接続したいフォルダーを指定します ❷。 

 

3. [OK] をクリックします ❸。 

 

 

 

 

 

 

[カタログ] ウィンドウの「フォルダー」フォルダーに 

接続したフォルダーが表示されます ❹。 

 

 

 

 

データベースに接続する場合 

1. [挿入] タブの [接続] → [データベース]  

 → [データベースの追加] を選択します ❶。 

 

 

 

2. [既存のジオデータベースの選択] ダイアログで、 

 接続したいジオデータベースを指定します ❷。 

 

3. [OK] をクリックします ❸。 

 

 

 

 

 

[カタログ] ウィンドウの「データベース」フォルダーに 

接続したデータベースが表示されます ❹。 

 

 

 

  

❶ 

❶ 

❹ 

❷ 

❸ 

❸ 

❷ 

❹ 
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マップからデータを削除 

1. [コンテンツ] ウィンドウで削除したいレイヤー

を右クリック → [削除] を選択します ❶。 

 

 

 

 

 

 

 ディスク上からデータを削除 

マップからレイヤーを削除しても、ディスク上のデータは削除されません。ディスク上のデータを削除したい場

合は、[カタログ] ウィンドウでデータを右クリック → [削除] を選択します。この場合、データは完全に消去

され、ごみ箱にも残りません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

❶ 
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2-4. Web で公開・共有されているデータやマップを利用したい 

[マップ] タブ → [ベースマップ] 

[カタログ] ウィンドウ → [ポータル] タブ 

インターネットに接続したコンピューター上の ArcGIS Pro では、Esri 社が配信する背景地図や衛星画像、

ArcGIS Online でユーザーから公開・共有されているデータなどを利用できます。 

 

ベースマップを変更する場合 

1. [マップ] タブの [ベースマップ] をクリックし

ます ❶。 

追加したいベースマップを選択します ❷。 

 

 

 

 

 

 

 

選択したベースマップがマップに追加されます 

❸。 

 

 

 

 

 

ArcGIS Online に共有されているコンテンツをマッ

プに追加する場合 

1. [カタログ] ウィンドウの [ポータル] タブをク

リックします ❶。 

 

[カタログ] ウィンドウを開くには → 24 ページ 

 

2. [マイ コンテンツ]、[お気に入り]、[マイ グルー

プ]、[自組織]、[ArcGIS Online]、[Living Atlas] の

いずれかより、追加したいデータが格納されてい

るタブをクリックします ❷。 

※ここでは、[Living Atlas] で公開されている地

理院タイルを追加します。 

❶ 

❷ 

❸ 

❶ 

❷ 
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3. 検索ボックスで目的のデータを検索します ❸。 

 

追加したいマップを右クリック → [追加して開く] 

を選択します ❹。 

※ ここでは「白地図 (地理院タイル)」マップを選択し

ます。 

 

レイヤーを選択した場合は、レイヤーを右クリック → 

[現在のマップに追加] を選択します。 

 

マップやレイヤーが追加されます ❺。 

 

 

 

 

 

 

 ArcGIS Living Atlas of the World 

ArcGIS Living Atlas of the World では、ESRI ジャパンや米国 Esri 社、世界中の ArcGIS ユーザーが公開する

「信用性の高い」「高品質な」コンテンツをすぐに探して利用することができます。 

Living Atlas に登録されているコンテンツは、[カタログ] ウィンドウの [ポータル] タブ → [Living Atlas] か

ら、キーワード等を指定して検索することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

            標準地図 (地理院タイル)                 20 万分の 1 日本シームレス地質図、GSJ, AIST 

 

 

 

 

 

 

 

 

     Multispectral Landsat (イメージ レイヤー)              傾斜角マップ (Terrain: Slope Map) 

 

  

❸ 

❹ 

❺ 
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2-5. レイヤーの参照先を変更したい 

[レイヤー プロパティ] → [ソース] タブ → [データ ソースの設定] 

マップに追加されているレイヤーは、ディスクやネットワーク上にあるデータを参照しています。参照してい

るデータの格納場所が変更され、リンクが切れている (赤い感嘆符 ! が表示されている) 場合は、レイヤー

の参照先を再度設定する必要があります。 

 

特定のレイヤーの参照先を変更・修正する場合 

1. [コンテンツ] ウィンドウで、参照先を変更したい

レイヤーを右クリック → [プロパティ] を選択

します ❶。 

 

 

 

2. [レイヤー プロパティ] ダイアログで、[ソース] 

タブ → [データ ソースの設定] をクリックしま

す ❷。 

 

 

 

 

 

 

3. [データ ソースの変更] ダイアログで、レイヤー

の参照先 (データ ソース) を選択し ❸、[OK] 

をクリックします ❹。 

 

 

 

 

 

 

4. データ ソースが変更されていることを確認し、

[レイヤー プロパティ] で [OK] をクリックしま

す。赤い感嘆符 ! が消え、マップにレイヤーが表

示されます。 

  

❸ 

❹ 

❶ 

❷ 
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複数のレイヤーの参照先を変更・修正する場合 

[コンテンツ] ウィンドウでデータ リンクの修復を行う場合、指定したデータ ソースに基づいて選択したレ

イヤーが修復されます。指定したデータ ソースと同じ場所でリンクが切れたレイヤーのデータ ソースが他

にも見つかった場合は、それらのレイヤーも自動的に修復されます。 

 

1. [コンテンツ] ウィンドウで、レイヤーの横にある

赤い感嘆符 ! をクリックします ❶。 

[データ ソースの変更] ダイアログ ボックスが

開きます。 

 

 

 

 

2. [データ ソースの変更] ダイアログでレイヤーの

参照先 (データ ソース) を選択し ❷、[OK] を

クリックします ❸。 

 

 

 

 

 

 

 

3. 同じ階層のデータを参照している複数のレイヤー

の参照先がまとめて変更されます ❹。 

  

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 
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2-6. 表示するデータを限定したい 

[レイヤー プロパティ] ダイアログ → [定義クエリー] → [SQL デザイナー モードで作成] 

特定の属性値を持つフィーチャだけがマップに表示されるように、フィルターを設定します。 

 

 

 

 

 

 

1. 限定して表示したいデータをマップに追加します 

❶。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

※ここでは、「公共施設」レイヤーの内、「小中学

校」だけを表示するようにクエリーを設定します。 

 

 

 

2. フィルターを設定したいレイヤーを右クリック 

→ [プロパティ] を選択します ❷。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. [レイヤー プロパティ] ダイアログで、[定義クエ

リー] タブをクリックし ❸、[新しい定義クエリ

ー] ドロップダウン リストから [ SQL デザイナ

ー モードで作成] を選択します ❹。 

 

  

❶ 

❷ 

❸ ❹ 
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4. 条件式を入力します ❺。 

 

※ここでは、「カテゴリ」フィールドの値が「小中

学校」であるフィーチャを選択する条件式を入力

しています。 

 

 

 

 

 

 

5. [SQL 式の確認] をクリックして式が正しいか確

認し ❻、[適用] をクリックします ❼。 

 

式が正しい場合は「SQL 式は有効です。」という

メッセージが表示されます。 

式に誤りがある場合はメッセージを参考に修正し

ます。 

 

 

 

6. 設定した条件式が表示されます ❽。 

 

[OK] をクリックします ❾。 

 

 

 

 

 

 

 

7. マップに、条件式で限定したフィーチャだけが表

示されます。 

 

  

❺ 

❻ 

❼ 

❽ 

❾ 
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2-7. データをクリックして属性情報を表示したい 

[マップ] タブ → [マップ操作] 

マップ上のフィーチャをクリックして属性情報を確認します。 

 

1. マップにデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [マップ] タブの [マップ操作] をクリックしま

す ❶。 

 

3. 属性を表示したいマップ上のフィーチャをクリッ

クします ❷。 

 

 

クリックしたフィーチャが点滅し、[ポップアッ

プ] ウィンドウに属性が表示されます ❸。 

 

ポップアップに表示する内容を変更するには → 

34 ページ 

 

 

 複数のレイヤーの情報を表示 

クリックした場所に複数のレイヤーがある場合は、[ポップアップ] 

ウィンドウで属性を表示するレイヤーを切り替えて表示できます。 

 

1. [マップ] タブの [マップ操作] ドロップダウン リスト 

 から [表示レイヤー] を選択します ❶。 

2. [ポップアップ] ウィンドウで [次のフィーチャ] をクリックして 

 属性を表示するレイヤーを切り替えるか ❷、 

 属性を表示したいレイヤーを選択します ❸。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

❶ 

❷ 

❸ 

❶ 

❸ 

❷ 



第 2 章 基本操作 

34 

2-8. データをクリックしたときに表示する内容を変更したい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを右クリック → [ポップアップの構成] 

マップ上のフィーチャをクリックしたときに表示する内容を変更します。 

 

1. マップにデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウで、ポップアップの内容

を変更したいレイヤーを右クリック → [ポップ

アップの構成] を選択します ❶。 

[ポップアップの構成] ウィンドウが表示されま

す。 

 

 

 

ポップアップに表示するフィールドを変更する 

3. フィールド エレメントの [ポップアップ エレメ

ントの編集] をクリックします ❷。 

 

 

 

4. [表示フィールドと Arcade 条件式のみを使用]  

のチェックボックスをオフにします ❸。 

 

5. フィールド オプションで、表示したいフィールド

の [表示] チェックボックスをオンに、表示した

くないフィールドのチェックボックスをオフにし

ます ❹。 

 

6.  [戻る] をクリックします ❺。 

 

 

7. ポップアップを表示して、変更内容を確認します 

❻。 

 

  

 
❶ 

❷ 

❹ 

❺ 

❸ 

❻ 
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ポップアップにテキストを追加する 

3. [ポップアップの構成] ウィンドウの [テキスト] 

をクリックします ❷。 

 

 

 

 

 

4. テキスト エレメントの [ポップアップ エレメン

トの編集] をクリックします ❸。 

 

 

5. テキスト オプションで、テキストを編集します 

❹。 

 

6. [戻る] をクリックします ❺。 

 

 

7. ポップアップを表示して、変更内容を確認します 

❻。 

 

 

 

 

 

 

 

ポップアップにチャートを追加する 

3. [ポップアップの構成] ウィンドウの [チャート] 

をクリックします ❷。 

 

4. チャート エレメントの [ポップアップ エレメン

トの編集] をクリックします ❸。 

 

  

❷ 

❺ 

❹ 

❸ 

❻ 

❷ 

❸ 
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5. チャート オプションで、チャートの設定を行いま

す。 

 

[タイプ] からチャートのタイプを選択します ❹。 

 

6. [タイトル]、必要に応じて [キャプション] を入

力します。[フィールド] からチャートに表示する

フィールドを選択します ❺。 

 

7. [戻る] ボタンをクリックします ❻。 

 

 

 

8. ポップアップを表示して、チャートが表示されて

いるのを確認します ❼。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポップアップに写真を表示する 

3. 属性値に画像へのパスが入力されているデータを

用意します ❷。 

※パスが入力されていないデータについても設定

は可能です。 

 

 

4. [ポップアップの構成] ウィンドウの [画像] を

クリックします ❸。 

 

5. 画像エレメントの [ポップアップ エレメントの

編集] をクリックします ❹。 

 

❼ 

❸

 

❹ 

❷ 

❻ 

❹ 

❺ 
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6. 画像オプションで、画像の設定を行います。 

[ソース] の [URL] で、表示する画像にアクセス

する方法を指定します。 

属性値に画像へのパスが入力されている場合は、

属性フィールドを入力します ❺。 

例: {Path} 

属性値に画像へのパスが入力されていない場合は、

画像のパスを直接入力します。 

例: \\machineName\imageName.jpg 

   https://website/image.jpg 

 

[ソース] の [ハイパーリンク] で、ポップアップ 

ウィンドウ内の画像をクリックしたときに表示す

るドキュメントへの URL またはパスを入力しま

す ❻。 

例: https://www.esrij.com/ 

 

7.  [戻る] ボタンをクリックします ❼ 

 

8. ポップアップを表示して、変更内容を確認します 

❽。 

 

 

ポップアップでアタッチメントを表示する 

3. アタッチメントが追加されているデータを準備し

ます。 

※フィーチャはデフォルトの状態ではアタッチメ

ントが追加できないため、アタッチメントの有効

化をする必要があります。 

 

アタッチメントを有効化・追加するには → 232 

ページ 

 

[ポップアップの構成] ウィンドウを開き、アタッ

チメント エレメントが追加されていることを確

認します ❷。アタッチメント エレメントが追加

されていない場合は、[アタッチメント] をクリッ

クします ❸。 

❼ 

❺

❻ 

❽ 

❷ 

❸ 
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4. アタッチメント エレメントの [ポップアップ エ

レメントの編集] をクリックします ❹。 

 

 

 

5. アタッチメント オプションでアタッチメントの

設定を行います。 

 

添付したファイル名を表示するには [タイトル] 

に [フィールド] より 

ATT_NAME｛XXXXX_ATTACHREL\ATT_NAME｝ 

を選択し入力します ❺。 

 

[戻る] ボタンをクリックします ❻。 

 

 

6. ポップアップを表示して変更内容を確認します。 

 

 

7. 添付したアタッチメントを表示するにはアイコン 

(画像の場合はプレビュー) をクリックします ❼。 

 

 

8. 添付したアタッチメントを切り替え表示するには

アイコン横の矢印ボタンをクリックします ❽。 

 

 

 

 

ポップアップで複数のエレメントを切り替え表示する 

3. [ポップアップの構成] ウィンドウの [カルーセ

ル] をクリックします ❷。 

 

 

4. カルーセル エレメントの [ポップアップ エレメ

ントの編集] をクリックします ❸。 

 

 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 

❼ ❽ 
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5. カルーセル オプションの [アタッチメント]、[画

像] または [チャート] をクリックします ❹。 

 

6. アタッチメント エレメント、画像エレメントまた

はチャート エレメントの [ポップアップ エレメ

ントの編集] をクリックします ❺。 

 

7. アタッチメント、画像またはチャートの設定を行

います。 

 

ポップアップにチャートを追加するには → 35 

ページ 

ポップアップに写真を表示するには → 36 ペー

ジ 

ポップアップにアタッチメントを表示するには 

→ 37 ページ 

 

8. 各エレメントの設定後、[戻る] ボタンを 2 回ク

リックします ❻。 

 

9. ポップアップを表示し、アタッチメント、画像ま

たはチャート横の矢印ボタンをクリックします 

❼。 

 

10. アタッチメント、画像、チャートが切り替わって

表示されることを確認します ❽。 

 

 

 

 ポップアップ エレメントの削除 

追加したポップアップ エレメントを削除したい場合は、 

削除したいポップアップ エレメント横の  

[ポップアップ エレメントの削除] をクリックします。 

 

 

 

 

  

❹ 

❺

❻ 

❽ 

❼ 
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2-9. 指定した住所にマップ上で移動したい 

[マップ] タブ → [場所検索] 

[場所検索] ウィンドウを使用すると、住所をすばやく検索し、マップ上の対応する位置に移動することがで

きます。 

 

1. [マップ] タブの [場所検索] をクリックします 

❶。 

[場所検索] ウィンドウが開きます。 

 

 

2. [場所検索] タブをクリックし、検索したい住所を

入力します ❷。 

例: 東京都千代田区平河町 2-7-1  

 

入力後、Enter キーを押します。 

 

[場所検索] タブの下方に、検索された住所の該当

候補一覧がリスト表示されます。 

 

リストを右クリック → ショートカット メニュ

ーから [ズーム] や [画面移動] を選択します 

❸。 

 

該当する場所にマップの表示範囲が移動します 

❹。 

 

 

 

 

 検索時のキーワード 

検索する住所の文字列として、県名のみ、市区町村名のみ、市区町村名および町丁目名などを指定することがで

きます。 

 

住所の入力例: 

「東京都」、「東京都千代田区」、「千代田区」、「千代田区平河町２丁目」、「千代田区平河町２」、「千代

田区平河町２-７」、「千代田区平河町２-７-１」 

※数字は半角、全角のどちらを指定しても構いません。  

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 
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2-10. 指定した座標にマップ上で移動したい 

[マップ] タブ → [XY へ移動] 

[XY へ移動] を使用すると、マップ上の対応する位置に移動することができます。 

 

1. [マップ] タブの [XY へ移動] をクリックします 

❶。 

 

 

[マップ] ビューの下部に [XY へ移動] ツールが

表示されます。 

 

2. 移動したい座標と単位を入力します ❷。 

例: 経度  139 44 26.2 緯度 35 40 45.2 

  単位 度分秒 (dms)  

 

[候補の位置に移動] をクリックすると、該当する

場所にマップの表示範囲が移動します ❸。 

 

[対象位置のフラッシュ表示] をクリックすると、

場所が点滅され、視覚的に確認できます ❹。 

 

[位置のマーク付けとラベル付け] をクリックす

ると、座標値をマップ上に表示できます ❺。 

 座標の単位 

[XY へ移動] ツールでは以下の単位を選択できます。 

・マップの座標系の距離単位 (メートルやフィートはマップの座標系を投影座標系に設定している場合に選択で

きます) 

・経緯度 (度 (10 進)、度分 (10 進)、度分秒) 

・MGRS (Military Grid Reference System) 

・US National Grid 

・ユニバーサル横メルカトル (UTM) 座標 

 

入力例: 

「X: 1000 Y: -3565 メートル」、「経度: 142.2624624°E 緯度: 43.9679113°N 度 (10 進)」、 

「54TYP 00147 77712 MGRS」、「54T XP 01163 76211 US National Grid」、「54T 610161 4876347 UTM」 

※経緯度を使用する場合は、西経または南緯を示すために数値の前にマイナス記号 (-) を使用するか、数値の

前後に E、W、N、S を使用して、座標値を入力することができます。 

 

❶ 

❷ ❸  ❹ 

❺ 
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2-11. よく表示する地点や範囲を登録して簡単に移動できるようにしたい 

[マップ] タブ → [ブックマーク] → [新しいブックマーク] 

特定の地理的な位置をいつでも参照できるように、ブックマークを作成します。 

 

ブックマークの作成 

1. ブックマークとして登録したい範囲をマップ上に

表示します。 

 

 

 

 

 

 

2. [マップ] タブの [ブックマーク] → [新しいブッ

クマーク] を選択します ❶。 

 

 

 

 

 

 

3. [ブックマークの作成] ダイアログで、[名前] と 

[説明] に任意の値を入力し ❷、[OK] をクリッ

クします ❸。 

 

 

 

 

 

ブックマークの利用 

1. 作成したブックマークの範囲を表示したい場合は、

[マップ] タブの [ブックマーク] から、表示した

いブックマークを選択します ❶。 

ブックマークの範囲にマップが移動します。 

  

❶ 

❸ 

❷ 

❶ 
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ブックマークの更新・削除 

1. 作成したブックマークを更新・削除したい場合は、

[マップ] タブの [ブックマーク] → [ブックマー

クの管理] を選択します ❶。 

[ブックマーク] ウィンドウが開きます。 

 

 

 

 

2. ブックマークを更新したい場合は、マップ上で新

しく設定したい範囲を表示し、[更新] をクリック

します ❷。 

 

3. ブックマークを削除したい場合は、削除したいブ

ックマークの [削除] をクリックします ❸。 

 

 [ブックマーク] ウィンドウからブックマーク範囲を表示 

[ブックマーク] ウィンドウからも各ブックマークへの 

移動ができます。 

ブックマーク名をダブルクリック ❶、または [ズーム] を 

クリックして移動します ❷。 

 

 ブックマークのアウトライン表示とギャラリー表示 

[ブックマーク] ウィンドウ上の表示をサムネイル画像が表示されるギャラリー表示と文字のみのアウトライン

表示で切り替えることができます。メニュー ボタンをクリックし ❶、[ギャラリー] または [アウトライン] 

を選択します ❷。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

❸ ❷ 

❶ 

❶ 

❷ 

アウトライン表示 ギャラリー表示 

❶ 

❷ 
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2-12. 複数のマップを並べて表示して連動させたい 

マップ ビュー タブを移動 → [表示] タブ → [ビューのリンク] 

複数のマップ (2D のマップと 3D のマップなど) を同時に並べて表示することができます。 

 

1. マップを 2 つ以上表示します ❶。 

 

マップを追加するには → 21 ページ 

 

※ここでは、左側を「マップ」、右側を人口で 3D 

表示を行った「マップ_3D」とします。 

 

 

2. 「マップ_3D」タブをドラッグし、中央に表示さ

れるガイドの右側の部分にマウス カーソルを合

わせて、ドロップします ❷。 

 

 

 

 

 

「マップ」が左側、「マップ_3D」が右側に表示さ

れます。 

 

 

 

3. 2 つのマップの表示範囲を連動したい場合は、[表

示] タブの [ビューのリンク] ドロップダウン 

リストから [中心と縮尺] を選択します ❸。 

2 つのマップの縮尺と中心位置が連動するよう

になり、どちらかのマップで拡大や縮小、画面移

動を行うと、それに連動して他方のマップの表示

範囲も移動します。 

 

2 つのマップの中心位置だけを連動したい場合

は、[ビューのリンク] ドロップダウン リストか

ら [中心] を選択します。  

❶ 

❷ 

❸ 
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2-13. 複数のレイヤーを 1 つのグループにまとめたい 

[コンテンツ] ウィンドウで複数のレイヤーを選択して右クリック → [グループ] 

関連するレイヤーをまとめるのに便利なグループ化を行います。 

 

1. [コンテンツ] ウィンドウでグループ化したい複数のレ

イヤーを Ctrl キーを押しながら選択します ❶。 

Shift キーを押しながら、グループ化したい一番上のレ

イヤーと一番下のレイヤーをクリックして選択すると、

その間のすべてのレイヤーを選択することもできます。 

 

2. 選択したレイヤーの上で右クリック → [グループ] を

選択します ❷。 

「新しいグループ レイヤー」が作成されます。 

 

3. 「新しいグループ レイヤー」を 2 回クリックして名

前を入力可能な状態にします ❸。 

 

4. 適切なグループ レイヤー名を入力します ❹。 

 グループ レイヤー 

グループ レイヤーは、[コンテンツ] ウィンドウの他のレイヤーと同じように動作します。グループ レイヤー

を非表示にすると、グループ内のすべてのレイヤーが非表示になります。[グループ レイヤー] タブの [最大縮

尺] や [最小縮尺] でレイヤーグループ内のすべてのレイヤーの表示縮尺範囲を設定したり、[グループ レイヤ

ー] タブの [効果] グループ → [透過表示] で透過させたりすることができます。 

 新しいグループ レイヤーの作成 

あらかじめ空のグループ レイヤーを作成しておき、グループに 

まとめたいレイヤーを追加できます。 

[コンテンツ] ウィンドウのマップ名を右クリック →  

[新しいグループ レイヤー] を選択します。 

作成されたグループ レイヤーの下に、レイヤーをドラッグすると 

グループにレイヤーを追加できます。 

 グループ タイプの変更 

グループ タイプには [チェックボックス] と [ラジオ] の  

2 種類があり、[コンテンツ] ウィンドウのグループ 

レイヤーを右クリック → [グループ タイプ] から変更できます。 

[チェックボックス] は、グループ レイヤーに含まれるレイヤーにおいて、 

チェック ボックスをオンにしたレイヤーがすべて表示されます。 

[ラジオ] は、グループ レイヤーに含まれるレイヤーの 

1 つのレイヤーのみを表示します。 

 

 
❷ 

❶ 

❸ 

❹ 
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2-14. プロジェクトやマップ、または特定のデータとその表示設定を共有したい 

[共有] タブ → [プロジェクト] 

[共有] タブ → [マップ] 

[共有] タブ → [レイヤー] 

完成したプロジェクトのすべての構成要素を他のユーザーと共有したい場合は、マップに含まれているレイ

ヤーが参照しているデータ、フォルダー接続、ツールボックス、添付ファイルなどすべてをパッケージ化して

共有します。マップ全体を共有したい場合は、マップと、マップが参照するデータをパッケージにして共有し

ます。特定のデータとその表示設定を共有したい場合は、レイヤーと、レイヤーが参照するデータをパッケー

ジにして共有します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パッケージの作成 

1. マップにパッケージ作成用のデータを追加し、表

示設定をしておきます。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

データの表現を行うには → 59～87 ページ 

 

  

マップ パッケージ 

作成 

レイヤー パッケージ 

作成 

プロジェクト パッケージ 

作成 
配布 

レイヤー ファイル 

フォルダー接続・ 

ツールボックス 

利用 

利用 

利用 

プロジェクトの共有 

マップ全体の共有 

特定のデータの共有 

マップ 

GIS データ 

GIS データ 

GIS データ 

配布 

配布 

マップ 
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2. プロジェクトの場合 

[共有] タブの [プロジェクト] をクリックしま

す ❶。 

 

 

 

マップの場合 

共有したいマップ ビューをアクティブにして、

[共有] タブの [マップ] をクリックします ❶。 

 

 

 

レイヤーの場合 

[コンテンツ] ウィンドウで、共有したいレイヤー

を選択して、[共有] タブの [レイヤー] をクリッ

クします ❶。 

 

 

 

 

 

 

3. [パッケージ化] ウィンドウで、以下の設定をしま

す。ここでは、例としてマップを共有します。 

 

[パッケージ化の開始]: パッケージをローカルに

保存する場合は [パッケージをファイルに保存] 

ラジオボタンを選択します ❷。 

[アイテムの詳細]: [名前]、[概要]、[タグ] を入力

します ❸。 

 

4. [分析] をクリックします ❹。 

  

❶ 

❷ 

❹ 

❸ 

❶ 

❶ 
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5. [メッセージ] タブにエラーが表示されたら、ウィ

ンドウ下部の詳細を確認します ❺。 

 

たとえば、右図のエラーには「レイヤーのデータ 

ソースにアクセスできません」と表示されていま

す。エラーがあるプロジェクトやマップをパッケ

ージ化することはできません。パッケージを作成

する際は、エラーを修正しておく必要があります。 

 

6. エラー メッセージを右クリックすると、問題の解

決方法のガイドやヘルプにアクセスできます。ガ

イドに沿ってデータを修正します ❻。 

 

7. 修正が完了したら、[パッケージ] をクリックして、

パッケージを作成します ❼。 

 

 

パッケージの利用 

1. 作成したパッケージを利用するには、以下の手順を実行します。 

 

プロジェクト パッケージ (*.ppkx) の場合 

[プロジェクト] タブの [開く] からプロジェクト パッケージ (*.ppkx) を指定して開きます。 

 

既存のプロジェクトを開くには → 15 ページ 

 

マップ パッケージ (*.mpkx) の場合 

[挿入] タブの [マップのインポート] から追加します。 

 

マップをインポートするには → 23 ページ 

 

レイヤー パッケージ (*.lpkx) の場合 

[マップ] タブの [データの追加] から追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

  

❺ 

❻ 

❼ 
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2-15. マップを Web で共有したい 

[共有] タブ → [Web マップ] 

作成したマップを ArcGIS Online へ Web マップとして共有することができます。共有された Web マップ

は、ArcGIS Pro からはもちろん、標準の Web ブラウザーから開くことができます。 

 

1. ArcGIS Pro から ArcGIS Online アカウントでサ

イン インしておきます ❶。 

 

 

 

 

 単独使用 (SU) ライセンスや同時使用 (CU) ライセンスをご利用の場合も、ArcGIS Online アカウントでサイ

ン インすることができます。 

 

2. マップに共有したいデータを追加し、表示設定を

しておきます。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

データの表現を行うには → 59～87 ページ 

 

 

 

 

 

 

3. [共有] タブの [Web マップ] をクリックします 

❷。 

[Web マップとして共有] ウィンドウが表示され

ます。 

  

❶ 

❷ 
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4. [Web マップとして共有] ウィンドウで、以下の

設定をします。 

 

[アイテムの詳細] : [名前]、[概要]、[タグ] を入力

します ❸。 

[構成の選択] : 用途に応じて Web マップの構成

を選択します ❹。 

[場所] : Web マップを保存する場所を選択しま

す ❺。 

[共有レベル] : Web マップの共有方法を次の中

から選択します ❻。 

[所有者] – どこにも共有されず、自分のみがコン

テンツを表示することができます。 

[すべての人] - コンテンツがパブリックになりま

す。誰もがアクセスして表示できます。 

[組織] - 組織内のすべての認証済みユーザーに共

有します。 

[グループ] - 所属グループのメンバーに共有しま

す。 

※共有の設定は後から変更できます。 

 

5. [分析] をクリックします ❼。 

 

6. [メッセージ] タブにエラーが表示されたら、ウィ

ンドウ下部の詳細を確認します ❽。 

 

たとえば、右図のエラーには「サービス レイヤー

にはマップの投影法と違う投影法が設定されてい

ます」と表示されています。エラーがあるマップ

を Web マップとして共有することはできませ

ん。エラーを修正しておく必要があります。 

 

7. エラー メッセージを右クリックすると、問題の解

決方法のガイドやヘルプにアクセスできます。ガ

イドに沿ってデータを修正します ❾。 

 

8. 修正が完了したら、[共有] をクリックして、Web 

マップとして共有します ❿。  

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 

❼ 

❾ 

❽ 

❿ 
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 ストレージのクレジットとキャッシュ作成についての注意 

ArcGIS Online に保存するデータの容量に応じて、クレジットが消費されます。クレジットを消費するストレー

ジには、フィーチャ ストレージ、画像ストレージ、ファイル ストレージの 3 種類があります。 

また、マップをタイル レイヤーとして共有する場合、デフォルトでは、Web レイヤーの作成時に ArcGIS 

Online のタイル生成サービスを利用するため、サーバー上にキャッシュが作成され、クレジットが消費されま

す。具体的には、1,000 タイル作成につき、1 クレジット消費されます。 

 

保存するデータの容量やサーバー上でのキャッシュ作成によって、大量のクレジットを消費する可能性もありま

すのでご注意ください。 

クレジット消費量の詳細については以下のページをご参照ください。 

https://doc.arcgis.com/ja/arcgis-online/administer/credits.htm  

 キャッシュの作成先を変更する方法 

クレジットを消費せずにタイル レイヤーとしてマップを共有するには、 

キャッシュの作成先を変更する必要があります。 

 

1. [Web マップとして共有] ウィンドウの [構成] タブをクリックします ❶。 

2. Web タイル レイヤーをクリックします ❷。 

3. [プロパティ] をクリックします ❸。 

  [<レイヤー名> Web レイヤーの構成] 画面が表示されます。 

 

 

4. [<レイヤー名> Web レイヤーの構成] 画面の [構成] タブを 

  クリックします ❹。 

5. [オプション] → [ローカルにキャッシュ] ラジオ ボタンを 

  選択します ❺。 

6. 一時キャッシュの場所を指定します ❻。 

7. [戻る] ボタンをクリックして前の画面に戻ります ❼。 

 

 

 

 

 

 マップやレイヤーを共有する際の名前の設定についての注意 

マップやレイヤーを共有する際には名前を設定する必要があります。 

[名前] について、既に組織サイト上に存在するサービス名と 

同じ名前は使用できません。 

また、半角英数字とアンダースコア (_) の使用を推奨しています。 

日本語とアンダースコア (_) 以外の特殊文字、スペースの 

使用は避けてください。 

公開後、名前は ArcGIS Online のアイテム詳細ページで 

任意のものに変更できます。 

 

 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 

❼ 

https://doc.arcgis.com/ja/arcgis-online/administer/credits.htm
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第 3 章 座標系と投影法 

ArcGIS で利用する座標系と投影法の基礎知識 

マップ上でデータを正しく表示、計測、解析するために必要な座標系と投影法を説明します。 

 

座標系とは 

座標系とは、地球上の位置を座標によって表す際の取り決めです。ArcGIS では座標系のことを空間参照とも

呼びます。ArcGIS には、日本や世界各国のさまざまな座標系と投影法が用意されています。 

(青字) は ArcGIS で表示される名称です。 

WGS84、日本測地系 2000、日本測地系 2011 日本測地系 2024 は「世界測地系」とも呼ばれます。 

日本測地系 2024 は、ArcGIS Pro 3.5 の標準では未対応です。 

日本周辺でよく使用する UTM 座標系と平面直角座標系の詳細 → 55 ページ  

座標系 

地理座標系 

3 次元の地球上の位置を緯度・経度座標で表す座

標系。 

 

投影座標系 

地球を 2 次元の平面に投影した座標系。 

特徴 
地球上のあらゆる地点を緯度・経度座標で表すこ

とができる。 

距離・面積・角度・形状のいずれかを正確に表

すことができる。 

単位 度 メートル、フィートなど 

座標系

の例 

・ WGS84 (GCS WGS 1984): GPS による位

置表示の基準として使用されている地理座

標系 

・ 日本測地系 2000 (GCS JGD 2000): 2002 

年 4 月以降に採用された日本の地理座標系 

・ 日本測地系 2011 (GCS JGD 2011): 2011 

年 10 月以降に採用された日本の地理座標

系。2011 年東北地方太平洋沖地震による大

きな地殻変動が観測された地域の測量成果

の改定値 

・ 日本測地系 2024 : 2025 年 4 月以降に採用

された日本の地理座標系。日本測地系 2011

から標高 (高さ) の基準のみが更新された座

標系で、水平座標 (緯度・経度) には影響が

ない 

・ 日本測地系 (GCS Tokyo): 2002 年 4 月よ

り前に採用されていた日本の地理座標系 

・ UTM 座標系 第 51～56 帯 N 

 (JGD 2011 UTM Zone 51N～56N) 

・ 平面直角座標系 第 1～19 系 

 (JGD 2011 Japan Zone 1～19) 

・ WGS1984 Web メルカトル (球体補正) 

 (WGS 1984 Web Mercator Auxiliary 

Sphere)  

 

Y 軸 

X 軸  
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 楕円体と測地基準系 

地球は、北極と南極を結ぶ「地軸」を中心にわずかに扁平に歪んでおり、また地表面の凹凸などのため完全な球

形ではありません。コンピューターで扱う際は、地球上の位置を XYZ の座標値で表すための基準となる地表面

を、地球の形に近い回転楕円体 (楕円を回転させて作成した立体) として定義し、これを地球の形として扱いま

す (これを地球楕円体と呼びます)。 

 

このような地球楕円体とその中心位置を定義したものを「測地基準系」と呼びます。 

世界各国・各機関によりそれぞれの地域に合わせた測地基準系が存在します。 

 

例えば日本で採用されている測地基準系「日本測地系 2011」では、地球楕円体として 

「GRS80」を採用し、楕円体の中心は地球の重心と一致しています。 

 

測地基準系に採用された地球楕円体を準拠楕円体とも呼びますが、ArcGIS における 

地理座標系の定義ではすべて同義とみなし「楕円体」という用語を使用しています。 

 ArcGIS の座標系パラメーター 

ArcGIS は、下図のような座標系パラメーターを持っています。地理座標系のパラメーターには、測地基準系 

(楕円体)、角度単位、本初子午線が含まれています。投影座標系のパラメーターには、投影法、距離単位、投影

法のパラメーター、そして地理座標系が含まれています。これらの設定は座標系のプロパティ ダイアログから

確認および変更することができます。ArcGIS では、地理座標系の選択によって測地基準系が決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データの座標系 

ArcGIS Pro 上でデータを正しい位置に表示するためには、そのデータがどのような座標系に基づいて作成さ

れたものであるかを示す情報が不可欠です。ArcGIS ではデータに対して座標系の情報を定義することができ

ます。元から座標系が定義されているデータもありますが、定義されていない場合は手動で定義する必要があ

ります。 

 

データに正しい座標系が定義されていないと他のデータと正しい位置で重ならないことや、不正確な計測・解

析結果が出る原因になります。データにどの座標系を定義すべきか不明瞭な場合はデータの作成者や提供元

に確認します。 

  

投影法 (Projection) 
例: 横メルカトル図法 

距離単位 (Linear Unit) 
例: メートル (Meter) 

パラメーター 
例: 東距 (False_Easting) 

北距 (False_Northing) 

地理座標系 (Geographic Coordinate System) 
例: 日本測地系 2011 

距離単位 (Linear Unit) 

例: メートル (Meter) 

角度単位 (Angular Unit) 
例: 度 (Degree) 

本初子午線 (Prime Meridian)  
例: グリニッジ (Greenwich) 
 

楕円体 (Spheroid) 

例: GRS80 

 

例: 平面直角座標系、UTM 座標系 

投影座標系 (Projected Coordinate System) 

地球 

楕円体 

中心 
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 座標系の定義と変換 

データに対する座標系の定義は、「データが特定の座標系で作成されていること」を ArcGIS Pro に認識させ、

マップ上の正しい位置にデータを表示させるための設定です。データに座標系を定義しても、データに格納され

ている座標値は変更されません。座標値を別の座標系に基づく値に変更したい場合は、座標系を変換します。 

データを別の座標系に変換するには → 58 ページ 

 

データに定義されている座標系を確認するには 

マップにデータを追加し、[コンテンツ] ウィンドウでデータを右クリック → [プロパティ] → [ソース] タ

ブ → [空間参照] で確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マップの座標系 

ArcGIS Pro では、データをマップ上でどのような座標系に基づいて表示するかを定義できます。データに定

義されている座標系とマップに定義されている座標系が異なる場合でも、データに格納されている座標値は

そのままにマップ上で動的に座標変換して表示することができます。これにより、異なる座標系を持つ複数の

データをマップに追加しても自動的に正しい位置に重ね合わせて表示することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ArcGIS Pro のマップ作成時のデフォルトの座標系は [WGS1984 Web メルカトル (球体補正)] です。マップ

の座標系は手動で変更することもできます。 

マップに設定されている座標系を変更するには → 56 ページ  

マップの座標系: 平面直角座標系 第 4 系 

複数のデータの座標系が異なっていても自動的に重なる 
データの座標系: 地理座標系 

データの座標系: UTM 座標系 第 53 帯 N 
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平面直角座標系と UTM 座標系の適用範囲 

平面直角座標系と UTM 座標系の適用範囲および平面直角座標系の適用地域図です。座標系を選択する際の

参考にしてください。 

 

 

  
平面直角座標系適用地域 
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3-1. マップに設定されている座標系を確認・変更したい 

[コンテンツ] ウィンドウでマップを右クリック → [プロパティ] → [座標系] 

ArcGIS Pro はマップに定義されている座標系 (測地系および投影法) に基づいてマップを表示します。マッ

プの座標系を変更すると、データはその座標系に即した座標値に動的に変換されます。 

 

マップに設定されている座標系の確認 

1. [コンテンツ] ウィンドウでマップを右クリック

し ❶、[プロパティ] を選択します ❷。 

 

 

 

 

 

 

2. [マップ プロパティ] ダイアログの [座標系] タ

ブをクリックし ❸、[現在の XY] の右にある 

[詳細] をクリックすると ❹、座標系、および座

標系の詳細を確認できます ❺。 

同様に、マップに鉛直座標系が定義されている場

合は、[現在の Z] の [詳細] から確認できます 

❻。 

 

マップに設定されている座標系の変更 

3. [マップ プロパティ] ダイアログの [使用可能な 

XY 座標系] から変更したい座標系を選択します。 

 

地理座標系の場合は「地理座標系」フォルダー、

投影座標系の場合は「投影座標系」フォルダーを

展開し ❶、座標系を選択して ❷、[OK] をクリ

ックします。 

  

❷ 

❶ 

❹ ❻ 

❺ 

❸ 

❶ 

❷ 
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3-2. データに座標系を定義したい 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [データ管理ツール] → [投影変換と座標変

換] → [投影法の定義] 

GIS で利用するには座標系が定義されている必要があります。データに座標系を定義することで、そのデー

タが地球上のどこを示しているのかをアプリケーションが認識できるようになります。ここでは、データの座

標系を定義する方法を説明します。 

 

1. [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボッ

クス] タブ → [データ管理ツール] → [投影変

換と座標変換] → [投影法の定義] をクリックし

ます ❶。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

2. [入力データセット、またはフィーチャクラス] に

座標系を定義したいデータを選択します ❷。 

※すでに座標系が定義されているデータを選択し

た場合は、定義が上書きされるので警告が表示さ

れます ❸。 

 

 

 

[座標系の選択] をクリックして、[座標系] ダイ

アログを表示します ❹。 

 

[使用可能な XY 座標系] で、定義したい座標系

を選択し ❺、[OK] をクリックします ❻。 

※ここでは、日本測地系 2000 の UTM 座標系第 

54 帯 N (JGD_2000_UTM_Zone_54N) を選択し

ています。 

 

[実行] をクリックします ❼。 

 

処理が終了すると、データがマップに追加されま

す。 

  

❷ 

❹ 

❼ 

 

❺ 

❻ 

❸ 

❶ 



第 3 章 座標系と投影法 

58 

3-3. データを別の座標系に変換したい 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [データ管理ツール] → [投影変換と座標変

換] → [投影変換] 

ジオデータベースのフィーチャクラスやシェープファイルのようなベクター データは、図形の頂点に座標値

が格納されています。この座標値を別の座標系に基づいた値に変更したい場合、[投影変換] ツールを使用し

ます。 

 

1. [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボッ

クス] タブ → [データ管理ツール] → [投影変

換と座標変換] → [投影変換] をクリックします 

❶。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

 

 

2. 座標系を変更したいデータを選択し ❷、出力デ

ータの保存先を設定します ❸。 

 

変換したい座標系を設定します ❹。 

 

変換したい元データの座標系と、変換先の座標系

の測地基準系が異なる場合は、[地理座標系変換] 

から変換パラメーターを選択します ❺。 

※ここでは、地理座標系 (日本測地系) を平面直

角座標系第 9 系 (日本測地系 2011) に変換しま

す。測地基準系が異なるため、地理座標系変換の

パラメーターとして 

「Tokyo_To_JGD_2000_NTv2 +  

JGD_2000_To_JGD_2011_NTv2_1」を選択します。 

 

[実行] をクリックします ❻。 

 

画像データを他の座標系に変換するには →  

240 ページ 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❻ 

❺ 
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第 4 章 データの表現 

4-1. 色や記号を変更したい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [フィーチャ レイヤー] タブ → [シンボル] 

レイヤーの色やシンボルを変更します。 

 

1. マップにデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

[コンテンツ] ウィンドウに表示されている、変更

したいレイヤーを選択します ❶。 

 

2. [フィーチャ レイヤー] タブの [シンボル] ボタ

ンをクリックします ❷。 

[シンボル] ウィンドウが開きます。 

 

3. [シンボル] ウィンドウに表示されている、[シン

ボル] のシンボルをクリックします ❸。 

 

[シンボルの書式設定] ウィンドウが開きます ❹。 

 

デフォルトのシンボルを使用する場合 

4. [シンボルの書式設定] ウィンドウで、[ギャラリ

ー] タブをクリックし ❺、任意のシンボルを選択

します ❻。 

 

 

 

設定したシンボルがマップ上に表示されます ❼。 

 カラー パレット 

シンボルの色だけを変更したい場合は、[コンテンツ] 

ウィンドウのレイヤーのシンボルを右クリックして 

カラー パレットを表示し、任意の色を選択します。 

 

 

 

 

  

❹ 

❺ 

❻ 

❼ 

シンボルを 

右クリック 

❶ 

❷ 

❸ 
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デフォルト以外のシンボルを使用する場合 

4. [挿入] タブの [スタイル] グループの [追加] → 

[システム スタイルの追加] を選択します ❺。 

 

5. [システム スタイル] ダイアログで [2D]、[3D]、

または [色と配色] を展開し、任意のスタイルの

チェックボックスをオンにします ❻。 

※ここでは「押しピン」を追加します。 

 

追加されたスタイルは、右の [プロジェクト内の

システム スタイル] ボックスに表示されます ❼。 

 

6. [OK] をクリックします ❽。 

 

7. [シンボルの書式設定] ウィンドウに表示されて

いるシンボルを選択します ❾。 

[プロパティ] タブをクリックし ❿、色やサイズ

を調整します ⓫。 

 

[適用] をクリックします ⓬。 

または、[自動的に適用] を有効化することで ⓭、 

[適用] をクリックすることなく、パラメーターの

変更が自動で反映されます。 

 

設定されたシンボルがマップに表示されます ⓮。 

 

 

 

 

シンボルの検索 

[シンボルの書式設定] ウィンドウの [ギャラリー] タブでシンボルを選ぶ際に、 

[検索] テキスト ボックスで任意の検索ワード (「赤」、「学校」など) を 

入力して検索すると、検索ワードに関連するシンボルのみ表示され、 

多数のシンボルの中から簡単にシンボルを絞り込めます。 

 

※右図では、「飛行機」と検索した結果を表示しています。 

 

 

  

❺ 

❻ 

❼ 

❽ 

⓮ 

❿ 

 
⓫ 

⓬ ⓭ 

❻ 

❼ 

❽ 

❾ 

⓮ 

❿ 

 

⓫ 

⓬ ⓭ 
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画像ファイルをシンボルとして使用する場合 

4. [シンボルの書式設定] ウィンドウの [プロパテ

ィ] タブをクリックし ❺、[レイヤー] タブをク

リックします ❻。 

 

5. シンボル レイヤーのドロップダウン リストから、

[ピクチャ マーカー] を選択し ❼、[ファイル] 

をクリックします ❽。 

 

 

6. [ピクチャ ファイルの参照] ダイアログで任意の

画像ファイルを選択し ❾、[OK] をクリックしま

す ❿。 

 

 

 

 

7. [プレビュー] ウィンドウに変更したシンボルが

表示されます ⓫。 

 

[表示設定] や [位置] で選んだシンボルのサイ

ズや位置などを調整します ⓬。 

 

8. [適用] をクリックします ⓭。 

または、[自動的に適用] を有効化することで ⓮、 

[適用] をクリックすることなく、パラメーターの

変更が自動で反映されます。 

 

設定した独自のシンボルがマップ上に表示されます⓯。 

  

❺ 

❻ 

❼ 

❽ 

❾ 

❿ 

⓯ 

⓬ 

⓭ 

⓫ 

⓮ 
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4-2. 視覚効果を設定したい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [レイヤー] タブ → [透過表示] 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [レイヤー] タブ → [レイヤー/フィーチャのブレンド] 

効果的な地図表現をするために、視覚効果を設定できます。ここでは、透過表示とブレンドを紹介します。 

 

1. マップにデータを追加します ❶。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

 

透過表示を設定する場合 

透過表示は、上位にあるレイヤーを透過し、 

下位にあるレイヤーを見えるようにします。 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウで透過したいレイヤー

を選択します ❷。 

※ここでは、フィーチャ レイヤーを選択します。 

 

 

 

 

 

3. [フィーチャ レイヤー] タブの [レイヤーの透過

表示] でテキスト ボックスに任意の透過率の値

を入力するか ❸、スライダー バーを操作します 

❹。 

レイヤーが透過表示されます ❺。 

 

 

 

 

 [レイヤー] タブ 

[コンテンツ] ウィンドウで、フィーチャ レイヤーを選択した場合は [フィーチャ レイヤー]、ラスター レイヤ

ーを選択した場合は [ラスター レイヤー] など、レイヤーの種類によって [レイヤー] タブの表記が変わりま

す。 

  

❶ 

❷ 

❸ 

 
❹ 

❺ 
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ブレンドを設定する場合 

ブレンドは、各レイヤーまたは同一レイヤー内の重な

り合うフィーチャに対して適用でき、レイヤー、また

はフィーチャ同士の特徴を打ち消さずに調和された視

覚効果を得られます。 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウでブレンドを適用した

いレイヤーを選択します ❷。 

 

 

 

 

 

 

 

3. [フィーチャ レイヤー] タブの [レイヤーのブレ

ンド] または [フィーチャのブレンド] ドロップ

ダウン矢印から任意のモードを選択します ❸。 

 

4. 選択したモードに従って、視覚効果が適用されま

す ❹。 

※ここでは、都市計画区域のレイヤーに対して、 

[レイヤーのブレンド] の [乗算] を適用し、下に

ある地形図レイヤーとブレンドしています。 

 

 比較 

[スワイプ] ツールを利用すると、カーテンをめくるように指定した                                        

レイヤーを対話的にめくり、その下位にあるレイヤーを確認することが                                    

できます。 

 

                                                                                                     

[点滅] ツールを利用すると、一定の間隔で 

レイヤーが点滅し、下位にあるレイヤーを確認することができます。 

 

 

 

 

 

  

上位レイヤー 下位レイヤー 

❷ 

❸ 

❹ 
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4-3. 属性値に応じて色分けしたい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [フィーチャ レイヤー] タブ → [シンボル] 

フィーチャの属性の値をもとに色分け表示します。 

 

1. マップにデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウで表示を変更したいレ

イヤーを選択します ❶。 

 

 

 

 

個別値分類の場合 

個別値分類では、個別の属性値によって定義された各

カテゴリに異なるシンボルを割り当てます。 

 

3. [フィーチャ レイヤー] タブの [シンボル] ドロ

ップダウン リストから、[個別値] を選択します 

❷。 

 

 

4. [シンボル] ウィンドウの [フィールド 1] ドロ

ップダウン リストから、シンボル表示に使用する

個別値を含むフィールドを選択します ❸。 

 

[配色] ドロップダウン リストから、指定したフ

ィールドの個別値に割り当てる色を選択します 

❹。 

 

マップのデータにシンボルが適用されます ❺。 

 

  

❸ 

 
❹ 

 

❺ 

 

❶ 

❷ 
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数値分類の場合 

数値分類では、数値の属性を順序付けてクラスに分類

し、シンボルを割り当てます。 

 

3. [フィーチャ レイヤー] タブの [シンボル] ドロ

ップダウン リストから、[等級色] を選択します 

❷。 

 

 

 

4. [シンボル] ウィンドウの [フィールド] ドロッ

プダウン リストから、シンボル表示に使用する数

値を含むフィールドを選択します ❸。 

 

[方法] ドロップダウン リストから、クラスの分

類方法を選択します ❹。 

 

[クラス] ドロップダウン リストから、分類する

クラス数を選択します ❺。 

 

[配色] ドロップダウン リストから、指定したク

ラスに割り当てる色を選択します ❻。 

 

レイヤーにシンボルが適用されます ❼。 

 

 

 

 

ストレッチの場合 

ストレッチでは、数値の属性を連続的なグラデーショ

ン表示することができます。 

 

3. [フィーチャ レイヤー] タブの [シンボル] ドロ

ップダウン リストから、[ストレッチ] を選択し

ます ❷。 

  

❸ 

❹ 

❺ 
❻ 

❷ 

❼ 

❷ 
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4. [シンボル] ウィンドウの [フィールド] ドロッ

プダウン リストから、シンボル表示に使用する数

値を含むフィールドを選択します ❸。 

 

[配色] ドロップダウン リストから、指定したク

ラスに割り当てる色を選択します ❹。 

 

レイヤーにシンボルが適用されます ❺。 

 

 

 

 

 

 

 配色の詳細 

[配色] ドロップダウン リストの [すべて表示] チェックボックスを 

オンにすると、すべての配色が表示されます。 

 

また、[名前の表示] チェックボックスをオンにすると 

各配色の名前が上部に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

配色の書式設定 

[配色] ドロップダウン リストの [配色プロパティ] をクリックすると、 

配色の詳細な書式を設定することができます。 

[配色エディター] ウィンドウの [配色タイプ] で、ランダム配色、 

連続配色、不連続の配色、マルチパート配色を切り替えることができ、 

各ウィンドウで詳細な配色設定を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

❺

  

❸ 

❹ 
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4-4. 属性値に応じてサイズを変えたい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [フィーチャ レイヤー] タブ → [シンボル] 

フィーチャの属性の値をもとにサイズを変えて表示します。 

 

1. マップにデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウで表示を変更したいレ

イヤーを選択します ❶。 

 

等級シンボルの場合 

等級シンボルでは、数値属性を定量的にクラスで分類

し、シンボル サイズを割り当てます。 

 

3. [フィーチャ レイヤー] タブの [シンボル] ドロ

ップダウン リストから、[等級シンボル] を選択

します ❷。 

 

4. [シンボル] ウィンドウの [フィールド] ドロッ

プダウン リストから、シンボル表示に使用する数

値を含むフィールドを選択します ❸。 

 

5. [方法] ドロップダウン リストから、クラスの分

類方法を選択します ❹。 

 

[クラス] ドロップダウン リストから、分類する

クラス数を選択します ❺。 

 

6. [最小サイズ] 、[最大サイズ] で任意のサイズの

値を入力します ❻。 

 

7. [シンボル] ウィンドウの [テンプレート] のシ

ンボルをクリックします ❼。 

 

8. [ポイント シンボルの書式設定] ウィンドウでシ

ンボルの形状や色を変更します ❽。 

❹ 

 
❺ 

 

❶ 

❷ 

❸ 

❻ 

❼ 

❽ 
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色や記号を変更するには → 59 ページ 

 

レイヤーにシンボルが適用されます ❾。 

 

 

 

比例シンボルの場合 

比例シンボルでは、特定の属性の値に相関してサイズ

が変化します。 

 

3. [フィーチャ レイヤー] タブの [シンボル] ドロ

ップダウン リストから、[比例シンボル] を選択

します ❷。 

 

 

4. [シンボル] ウィンドウの [フィールド] ドロッ

プダウン リストから、シンボル表示に使用する数

値を含むフィールドを選択します ❸。 

 

 

5. [最小サイズ] 、[最大サイズ] で任意のサイズの

値を入力します ❹。 

 

 

6. [シンボル] ウィンドウの [テンプレート] のシ

ンボルをクリックします ❺。 

 

7. [ポイント シンボルの書式設定] ウィンドウでシ

ンボルの形状や色を変更します ❻。 

 

色や記号を変更するには → 59 ページ 

 

レイヤーにシンボルが適用されます ❼。  

❾ 

❹ 

❻ 

❼ 

❸ 

❷ 

❺ 
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4-5. 属性値に応じて矢印の向きを変えたい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [フィーチャ レイヤー] タブ → [シンボル]  

フィーチャの属性の値をもとに矢印の向きを変えて表示します。 

 

1. マップにデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウに表示されている、変更

したいレイヤーを選択します ❶ 。 

 

3. [フィーチャ レイヤー] タブの [シンボル] ボタ

ンをクリックします ❷。 

[シンボル] ウィンドウが開きます。 

 

4. [シンボル] ウィンドウに表示されている、[シン

ボル] のシンボルをクリックします ❸。 

 

5. [シンボルの書式設定] ウィンドウが開きます ❹。 

 

6. [シンボルの書式設定] ウィンドウで、[ギャラリ

ー] タブをクリックします ❺。 

 

[検索] テキスト ボックスに「矢印」と入力し検

索すると、複数の矢印シンボルが表示されるので、

任意の矢印シンボルを選択します ❻。 

 

7. マップ上でシンボルが適用されたことを確認しま

す ❼。 

 

※この時点では、シンボルの矢印はすべて同じ方

向を指しています。 

 

  

❶ 

❹ 

❻   

❷ 

❸ 

❺ 

❼   
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8. 属性値に応じて回転するように設定します。 

[プライマリ シンボル ページに戻る] ボタンを

クリックします ❽。 

[属性によってシンボルを変更] タブをクリック

します ❾。 

 

 

9. [回転] を展開し、[フィールド] でデータの回転

角度の値が含まれているフィールドを選択します 

❿。 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. [回転スタイル] で任意のスタイルを選択します

⓫。 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. 指定した属性の値をもとに、矢印シンボルが回転

して表示されます ⓬。 

 

 

  

❿ 

⓫ 

⓬ 

 

❽ 

❾   
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4-6. 属性値のグラフをマップ上に表示したい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [フィーチャ レイヤー] タブ → [チャート]  

フィーチャの複数の属性の値をもとに色分け表示し、チャートで比較します。 

 

1. マップにデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウで表示を変更したいレ

イヤーを選択します ❶。 

 

3. [フィーチャ レイヤー] タブの [シンボル] ドロ

ップダウン リストから、[チャート] を選択しま

す ❷。 

 

バー チャートの場合 

4. [チャート タイプ] ドロップダウン リストから

[バー チャート] を選択します ❸。 

 

5. [カラー ランプ] ドロップダウン リストからチ

ャートに割り当てる色を選択します ❹。 

 

6. [フィールド] でチャートとして比較したいフィ

ールドを選択します ❺。 

 

7. [背景] で任意の背景色に変更します ❻。 

 

 

8. [表示設定] でバーのシンボルを設定します ❼。 

 

[凡例の表示] チェックボックスをオンにすると、

[コンテンツ] ウィンドウの凡例にチャートの凡

例が表示されます ❽。 

 

 

 

 

❶ 

❷ 

❸ 

❺ 

❻ 

❼ 

❹ 

❽ 
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パイ チャートの場合 

4. [チャート タイプ] ドロップ ダウン リストから

[パイ チャート] を選択します ❸。 

 

5. [カラー ランプ] ドロップダウン リストからチ

ャートに割り当てる色を選択します ❹。 

 

6. [フィールド] でチャートとして比較したいフィ

ールドを選択します ❺。 

 

7. [背景] で任意の背景色に変更します ❻。 

 

8. [表示設定] でバーのシンボルを設定します ❼。 

 

[サイズ タイプ] ドロップダウン リストで、任意

のパイ チャート サイズを選択すると、マップ上

のパイ チャートのサイズが変化します ❽。 

 

 

 

積み上げチャートの場合 

4. [チャート タイプ] ドロップダウン リストから

[積み上げチャート] を選択します ❸。 

 

5. [カラー ランプ] ドロップダウン リストからチ

ャートに割り当てる色を選択します ❹。 

 

6. [フィールド] でチャートとして比較したいフィ

ールドを選択します ❺。 

 

7. [背景] で任意の背景色に変更します ❻。 

 

8. [表示設定] でバーのシンボルを設定します ❼。 

 

[長さタイプ] ドロップダウン リストで、任意の

積み上げチャートの長さを選択すると、タイプに

応じてマップ上の積み上げバーのサイズが変化し

ます ❽。  

❽ 

❸ 
❹ 

❺ 

❻ 

❼ 

❸ 
❹ 

❺ 

❻ 

❼ 

❽ 
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4-7. 他のデータと同じ表示設定を適用したい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [フィーチャ レイヤー] タブ → [インポート] 

他のレイヤーのシンボル設定を適用します。シンボルだけでなく、数値分類や個別値分類をしている場合は値

の範囲も他のデータに適用できます。 

 

1. マップにデータを追加します ❶。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

※ここでは、東京都のデータに神奈川県のデータ

のシンボルを適用します。 

 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウで、シンボルが未設定の

レイヤーを選択し、[フィーチャ レイヤー] タブ

の [インポート] をクリックします ❷。 

[シンボルのインポート] ダイアログが起動しま

す。 

 

3. [入力レイヤー] にシンボルを定義したいレイヤ

ー ❸、[シンボル レイヤー] に参照したいレイヤ

ーを指定します ❹。 

 

[シンボル フィールド] で使用するフィールドを

確認します ❺。 

 

[OK] をクリックします ❻。 

 

参照データと同じシンボル設定が、 

シンボルが未設定だったレイヤーに適用されます 

❼。 

  

❶ 

❷ 

 

❼ 

 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 



第 4 章 データの表現 

74 

 

4-8. 地名や文字・数値情報をマップに表示したい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [ラベリング] タブ → [ラベル] 

マップにテキストを追加すると、マップ上の地理情報がより伝わりやすくなります。テキストは各フィーチャ

の属性テーブルに格納されている属性値を使用して表示します。 

 

 

1. マップにデータを追加します ❶。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択し、

[データ] タブの [属性テーブル] をクリックし

ます ❷。 

 

マップに表示したいテキストが属性として格納さ

れていることを確認します ❸。 

 

 

 

3. レイヤーを選択した状態で、[ラベリング] タブの 

[ラベル] をクリックします ❹。 

 

[ラベル クラス] グループの [フィールド] ドロ

ップダウン リストから、表示したいフィールドを

選択します ❺。 

 

[テキスト シンボル] グループで、フォントやフ

ォント サイズなどを変更します ❻。 

 

[ラベルの配置] ギャラリーから、ラベルの配置方

法を選択します ❼。 

 

マップのデータに選択したフィールドの値がラベ

ルとして反映されます ❽。 

  

❽ 

❼ 

❷ 

❸ 

❶ 

❻ 
❹ ❺ 
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4-9. テキストに縁取りをつけたい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [ラベリング] タブ → [テキスト シンボル] ランチャー 

テキストに縁取りをつけると、よりテキストが読みやすくなります。 

 

1. マップにラベルを表示します ❶。 

 

マップにラベルを表示するには → 74 ページ 

 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択し、

[ラベリング] タブの [テキスト シンボル] ラン

チャーをクリックします ❷。 

 

 

3. [ラベル クラス] ウィンドウの [シンボル] タブ

の [一般] タブをクリックします ❸。 

 

[ハロー] を展開し ❹、[ハロー シンボル] のド

ロップダウン リストから、任意のポリゴン シン

ボルを選択します ❺。 

 

 

ハローのアウトライン色、サイズなどを変更しま

す ❻。 

 

4. [適用] をクリックします ❼。 

または、[自動的に適用] を有効化することで ❽、 

[適用] をクリックすることなく、パラメーターの

変更が自動で反映されます。 

 

テキストに縁取りがつきます ❾。 

 

 

 

 

  

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 
❺ 

❾ 

❻ 

❼ ❽ 
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4-10. 等高線に沿ってテキストを表示したい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [ラベリング] タブ → [ラベルの配置] 

等高線の標高値の表示に最適なラベル配置を設定します。 

 

1. マップにラベルを表示します ❶。 

 

マップにラベルを表示するには → 74 ページ 

 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択し、

[ラベリング] タブの [ラベルの配置] ギャラリ

ーから ❷、[等高線] を選択します ❸。 

 

等高線に沿ってテキストが表示されます ❹。 

 

 

 

 

 

 

 

ラベルの上下方向を統一する場合 

3. [ラベル配置プロパティ] ランチャーをクリック

します ❺。 

 

 

4. [ラベル クラス] ウィンドウで [位置] タブをク

リックします ❻。下段の [位置] タブをクリック

します ❼。[配置] を展開し ❽、[ページ ラベル

の配置] ラジオ ボタンを選択します ❾。 

 

ラベルの向きが一方向に統一されます ❿。 

  

❹ ❸ 

❷ 

❶ 

❺ 

❻ 

❼ 

❽ 

❾ 

❿ 
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4-11. 属性値を複数行のテキストで表示したい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [ラベリング] タブ → [ラベル クラス] → [フィールド] 

→ [式] 

属性テーブル内の複数または単一の属性値を改行してマップにラベルを表示します。 

 

1. マップにデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択し、

[データ] タブの [属性テーブル] をクリックし

ます ❶。 

 

複数フィールドを使用する場合 

3. マップに表示したいテキストが属性として格納さ

れていることを確認します ❷。 

※ここでは、1 行目に「都市名」、2 行目に「人口

総数」をテキスト表示します。 

 

4. ラベルを表示します。 

 

マップにラベルを表示するには → 74 ページ 

 

5. [ラベリング] タブの [ラベル クラス] グループ

の [フィールド] の [式] をクリックします ❸。 

[ラベル クラス] ウィンドウの [式] ボックスに

以下を入力します ❹。 

$feature. [フィールド名] + 

TextFormatting.newline + 

$feature. [フィールド名] 

フィールド名は [フィールド] パネルで該当のフ

ィールド名をダブルクリックして入力します ❺。 

[TextFormatting.newline] は改行を表します。 

半角の二重引用符 (””) で囲うと任意の文字列 

(例: ”人口:”) を追加できます。 

各要素は半角のプラス (+) でつなぎます。 

 

❶ 

❸ 

❹ 

❺ 

$feature.都市名 + TextFormatting.newline + "人口:" + $feature.人口総数 + "人" 

❷ 

❻ 
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6. [適用] をクリックします ❻。 

ラベルが複数行で表示されます。 

 

 

 

 

単一フィールドを使用する場合 

3. 属性テーブルに、マップに表示したいテキストが

格納されていることを確認します ❷。 

※ここでは、「都市名」フィールドのテキストを改

行して表示します。 

 

4. ラベルを表示します。 

 

マップにラベルを表示するには → 74 ページ 

 

5. [ラベリング] タブの [ラベル配置プロパティ] 

ランチャーをクリックします ❸。 

 

6. [ラベル クラス] ウィンドウの [位置] タブをク

リックします ❹。[ラベル調整ルール] タブをク

リックします ❺。 

 

[改行] を展開し ❻、[改行区切り] の [新規作成] 

をクリックします ❼。 

 

追加されたボックスに区切り文字として「市」を

入力し ❽、[表示] ❾ および [強制分割] ❿ チ

ェックボックスをオンにします。 

 

テキストが「市」の後で改行されます ⓫。 

  

❸ 

❹ 

❼ 

❾ 

❽ 

❺ 
❻ 

❿ 

❷ 

⓫ 
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4-12. 条件に応じてテキストの色やサイズを設定したい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [ラベリング] タブ → [ラベル クラス] → [SQL クエリ

ー] 

表示するラベルの色やサイズを特定の条件に応じて変更するには、「ラベル クラス」を作成して、クラスごと

にラベルの表示設定を行います。 

 

1. マップにデータを追加します ❶。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

 

 

 

 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択し、

[データ] タブの [属性テーブル] をクリックし

ます ❷。 

 

 

マップに表示したいテキスト ❸ と条件 ❹ が

属性として格納されていることを確認します。 

※ここでは、「種別」フィールドを条件として、「名

称」フィールドのテキストを異なるスタイルで表

示します。 

 

 

3. [ラベリング] タブの [ラベル] をクリックしま

す ❺。 

 

[ラベル クラス] グループの [クラス] が「クラ

ス 1」に設定されていることを確認します ❻。 

 

[SQL クエリー] をクリックします ❼。 

  ❺ ❻ ❼ 

❶ 

❷ 

❹ ❸ 
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4. [SQL クエリー] タブが選択されていることを確

認します ❽。 

 

[新しい式] をクリックします ❾。 

 

 

 

 

5. 式を設定します ❿。 

※ここでは、「種別」が「都市公園」と等しいデー

タをラベル クラスとして設定しています。 

 

[ラベル クラス] ウィンドウで [適用] をクリッ

クします ⓫。 

 

 

6. [ラベリング] タブの [テキスト シンボル] グル

ープで、手順 5 で作成したラベル クラスに対し

てテキスト シンボルを設定します ⓬。 

 

※ここでは、「クラス 1」のラベル クラスに対し

てシンボルを設定しており、データの「種別」が

「都市公園」のフィーチャのラベルをオレンジ色

で表示しています。 

 

 

 

 

次に、別のラベル クラスを追加します。 

 

7. [ラベリング] タブの [ラベル クラス] グループ

の [クラス] ドロップダウン リストから、[ラベ

ル クラスの作成] を選択します ⓭。 

 

 

8. [新規ラベル クラスの作成] ダイアログで、任意

のクラス名を入力し ⓮、[OK] をクリックします 

⓯。 

⓬ 

❾ 

❽ 

⓫ 

❿ 

⓭ 

⓮ 

⓯ 
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9. 手順 4 ～ 6 を繰り返して、別のラベル クラス

の式やテキスト シンボルを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

※ここでは、「クラス 2」のラベル クラスを作成

し、「種別」が「学校敷地」のデータを青色のラベ

ルで表示しています。 

 

 

 

 

 

 ラベル クラスの管理 

[ラベル クラス] ウィンドウのメニュー ボタン    から、ラベル クラスの作成、変更、削除ができます。 

メニュー ボタンをクリックし、任意の項目を選択します。 

※[ラベル クラスの削除] を選択するとラベル クラスが削除され、元に戻せないのでご注意ください。 

 

 

 

 

 

[シンボルからラベル クラスを作成] では、既存のシンボル レイヤーからラベル クラスを作成できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
シンボルからラベル クラスを作成 
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4-13. 重複した同一テキストのうち 1 つだけを表示したい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [ラベリング] タブ → [ラベル配置プロパティ] ランチャ

ー 

複数のフィーチャに同じ属性が保存されている場合、デフォルトのラベル設定では画面に表示されているす

べてのフィーチャに対してラベルを描画するため、同じ文字列のテキストが複数表示されます。この重複する

テキストのうち 1 つだけを表示するようにしてマップの見栄えを良くします。 

 

1. マップにラベルを表示します ❶。 

 

マップにラベルを表示するには → 74 ページ 

 

※ここでは、「中央区」、「港区」などの区域が複数

のパートで構成されているため、区名のテキスト

が重複して表示されています。 

 

 

2. [ラベリング] タブの [ラベル配置プロパティ] 

ランチャーをクリックします ❷。 

 

 

 

3. [ラベル クラス] ウィンドウの[位置] タブをク

リックします ❸。[競合解決] タブをクリックし

ます ❹。 

 

[重複ラベルの削除] を展開し ❺、[すべて削除] 

を選択します ❻。 

 

同一のラベルが削除され、テキストの重複がない

状態で表示されます ❼。 

  

❼ 

❷ 

❶ 

❹ 

❸ 

❺ 

❻ 
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4-14. ラベルの引出し線や吹出しをつけたい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [ラベリング] タブ → [テキスト シンボル] ランチャー 

ラベルの背景シンボルとして、引出し線や吹出しの設定を行います。 

 

1. マップにラベルを表示します。 

 

マップにラベルを表示するには → 74 ページ 

 

2. [ラベリング] タブの [テキスト シンボル] ラン

チャーをクリックします ❶。 

 

3. [シンボル] タブをクリックします ❷。 

[一般] タブをクリックします ❸。 

[吹出し] を展開します ❹。 

 

引出し線の場合 

4. ドロップダウン リストから [シンプル ライン] 

を選択します ❺。 

[引出し線シンボル] や [引出し線許容値] など

を設定します ❻。 

 

[適用] をクリックします ❼。 

または、[自動的に適用] を有効化することで ❽、 

[適用] をクリックすることなく、パラメーターの

変更が自動で反映されます。 

 

吹出しの場合 

4. ドロップダウン リストから [吹出し] を選択し

ます ❺。 

[吹出しスタイル] や[吹出しシンボル] などを設

定します ❻。 

 

[適用] をクリックします ❼。 

または、[自動的に適用] を有効化することで ❽、 

[適用] をクリックすることなく、パラメーターの

変更が自動で反映されます。  

❶ 

❷ 

❸ 
❹ 

❻ 

❼ 

❺ 

❽ 

❺ 

❻ 

❼ 

❽ 
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4-15. 各テキストを個別に調整したい 

[マップ] タブ → [変換] → [ラベルをアノテーションに変換]  

ラベルの機能によってマップ上に描画されたテキストの表現や配置等を個別に調整したい場合は、ラベルを

アノテーションに変換します。 

 

1. マップにラベルを表示します。 

 

マップにラベルを表示するには → 74 ページ 

 

2. [マップ] タブの [ラベリング] グループの [変

換] ドロップダウン リストから、[ラベルをアノ

テーションに変換] をクリックします ❶。 

 

[ラベルをアノテーションに変換] ツールが起動

します。 

3. [入力マップ] でマップを指定します ❷。 

 

[出力ジオデータベース] で出力先のジオデータ

ベースを指定します ❸。 

 

[出力レイヤー] の名前を指定します ❹。 

 

[実行] をクリックします ❺。 

 

 

 

 

4. [コンテンツ] ウィンドウにアノテーション レイ

ヤーが追加されたことを確認します ❻。 

 

 

 

 

 

5. [編集] タブの [修正] をクリックします ❼。 

  

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❼ 

❻ 
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テキストを変更したい場合 

6. [フィーチャの修正] ウィンドウの [調整] を展

開し ❽、[アノテーション] をクリックします ❾。 

 

 

 

 

 

7. マップ上で変更したいテキストをクリックすると

テキスト ボックスが表示されるので、必要に応じ

てテキストの編集を行います ❿。 

 

 

 

 

 

8. マップの左下に書式設定ツールバーが表示されま

す ⓫。 

 

[書式設定] ツールバー上でフォント色、サイズな

どを変更します。 

 

9. 変更を保存します。 

 

編集を保存するには → 155 ページ 

 属性ウィンドウ上でのテキストの編集 

テキストは [属性] ウィンドウ上でも編集できます。 

[フィーチャの修正] ウィンドウで [アノテーション] 編集ツール   

をクリックした後、[編集] タブの [属性] をクリックします。 

 

 

 

 

 

[属性] ウィンドウが開くので、テキストの変更、フォント、フォント サイズ、 

色、角度などを変更することができます。 

 

 

 

  

❽ 

❾ 

⓫ 

❿ 
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テキストの配置を変更したい場合 

6. [フィーチャの修正] ウィンドウの [調整] を展

開します ❽。 

 

テキストを移動したい場合は [移動] をクリック

し ❾、黄色い丸いアイコンをホールドしたまま

任意の場所へ移動します ❿。 

 

テキストを回転させたい場合は [回転] をクリッ

クし ⓫、ホイールを回して回転します ⓬。 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 変更を保存します。 

 

編集を保存するには → 155 ページ 

 

テキストの形状を変更したい場合 

6. [フィーチャの修正] ウィンドウの [形状変更] 

を展開し ❽、[頂点の編集] をクリックします ❾。 

 

テキストを選択し、表示された頂点を移動して、

形状を変更します ❿。 

 

 

 

 

 

 

 

7. 変更を保存します。 

 

編集を保存するには → 155 ページ  

❿ 

⓬ 
回転 

⓬ 

❾ 
⓫ 

❽ 

❾ 

❿ 

❽ 

移動 
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 マップ グラフィックスでのテキストの追加 

 

マップ グラフィックスでは、マップ上で対話的にテキストを追加し、編集することができます。 

 

1. [マップ] タブ → [グラフィックス レイヤーの追加] 

  をクリックします ❶。 

 

2. [グラフィックス] タブ → [挿入] グループ →  

  [ターゲット レイヤー] ドロップダウン 矢印を 

  クリックし、ターゲットとする 

  グラフィックス レイヤーを選択します ❷。 

   

 

  追加したいテキストの形式に合わせて、 

  ギャラリーからグラフィックス エレメントの種類を 

  選択します ❸。 

 

3. マップ上の任意の地点をクリック、または 

  範囲を指定し、テキストを入力します ❹。 

 

※グラフィックス レイヤーは、フィーチャを作成せず 

にマップに視覚化できる反面、データを保存することが 

できません。 

作成したグラフィック レイヤーを新しいマップに追加 

したり、他のプロジェクトで利用したりするために、 

レイヤー ファイルまたはレイヤー パッケージとして 

保存します。 

 

レイヤー ファイルを保存するには → 19 ページ 

レイヤー パッケージを作成するには → 46 ページ 

 

 

 

❶ 

❷ 

❹ 

❸ 
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第 5 章 3D マップの操作 

5-1. 3D マップを作成したい 

[挿入] タブ → [新しいマップ] → [新しいグローバル シーン] / [新しいローカル シーン] 

[表示] タブ → [変換] → [グローバル シーンに変換] / [ローカル シーンに変換] 

ArcGIS Pro では 2D のマップのことを「マップ」、3D のマップのことを「シーン」と呼びます。ここではシ

ーンを作成する 2 つの方法を紹介します。 

 

新しい 3D マップを作成する場合 

1.  [挿入] タブの [新しいマップ] ドロップダウン 

リストから [新しいグローバル シーン] または

[新しいローカル シーン] を選択します ❶。 

新しくシーンが作成されます。 

 

 

 

 

 

2. シーンにデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

 

 

2D マップから 3D マップを作成する場合 

1. マップを作成します。 

 

マップを追加するには → 21 ページ 

 

2. マップにデータを追加し、マップを構成します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

3. [表示] タブの [変換] → [グローバル シーンに

変換] または [ローカル シーンに変換] を選択

します ❶。 

シーンが新しく追加され、これまで 2D のマップ

で表示されていたデータが 3D で表示された状

態になります。 

❶ 
 

❶ 
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 グローバル シーンとローカル シーン 

シーンには「グローバル シーン」と「ローカル シーン」があります。 

グローバル シーンは、地球規模のデータや、地球全体の表示からある地域を拡大・移動する 3D マップを作成し

たい場合に最適です。グローバル シーンで使用する座標系は主に WGS 1984 です。 

一方、ローカル シーンは、ある一定の限られた範囲のデータを使用して 3D マップを作成したい場合に最適です。

ローカル シーンは、任意の座標系を使用できます。 

 

グローバル ⇔ ローカルの切り替えは、[表示] タブの  

[表示] グループから行うことができます。 

 

 

 

 

ローカル シーンにおいて、座標系を変更したい場合は、[コンテンツ] ウィンドウの [シーン] を右クリック →[プ

ロパティ] を選択し、[マップ プロパティ] ダイアログの [座標系] タブから変更することができます。 
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5-2. 3D マップで独自の標高データを使用したい 

[マップ] タブ → [データの追加] → [標高ソース レイヤー] 

シーンで使用する標高サーフェスを、独自の標高データに変更します。デフォルトでは ArcGIS Online の 

World Elevation Service が使用されています。 

 

1. シーンを作成します。 

 

3D マップを作成するには → 88 ページ 

 

2. [マップ] タブの [データの追加] → [標高ソース 

レイヤー] を選択します ❶。 

 

 

 

 

 

 

3. [標高ソース レイヤーを追加] ダイアログにおい

て、使用したい標高データを選択し ❷、[OK] を

クリックします ❸。 

 

 

 

 

 

 

4. [コンテンツ] ウィンドウの [標高サーフェス] 

の [地表] に標高データが追加されていることを

確認します ❹。 

 

5. 必要に応じて、標高ソースの順番を変更したり、削

除したりします。上に表示されている標高ソースが

優先的に使用されます。 

 

さらに標高データを追加したい場合は、手順 2、3 

を繰り返し行います。  

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 
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5-3. データを 3D で表示したい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [フィーチャ レイヤー] タブ → [立ち上げ] グループ → 

[タイプ] 

シーンでは、データの属性値を使用して高さ方向へ立ち上げ表示することができます。 

 

1. シーンを作成し、データを追加します。 

 

3D マップを作成するには → 88 ページ 

 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウにおいて、3D で表示し

たいレイヤーを選択し ❶、[フィーチャ レイヤ

ー] タブの [立ち上げ] グループの [タイプ] を

クリックします ❷。 

 

 

3. ドロップダウン リストから、任意のタイプを選択

します ❸。 

[コンテンツ] ウィンドウ上では、選択したレイヤ

ーが [2D レイヤー] グループから [3D レイヤ

ー] グループに移動します。 

 

 

4. [3D レイヤー] グループに移動したレイヤーを

選択し ❹、[立ち上げ] グループの [フィールド] 

ドロップダウン リストから、立ち上げに使用した

い属性のフィールド名を選択、または [立ち上げ

の式]   をクリックして、任意の式から立ち上

げる値を設定します ❺。 

必要に応じて、[単位] ドロップダウン リストか

ら立ち上げに使用する単位を選択します。 

 Z 座標を含むデータ 

マルチパッチ フィーチャや Z 座標を含むベクター データは、シーンに追加した際に自動的に [3D レイヤー] 

として追加され、高さの情報は Z 座標の値が使用されます。参照する高さ情報の変更は [レイヤー プロパテ

ィ] ダイアログの [高度] タブで設定することができます。  

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❶ 
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5-4. データにリアリティのあるシンボルを適用したい 

[挿入] タブ → [スタイル] グループ → [追加] → [システム スタイルの追加] 

[シンボル] ウィンドウ → [ギャラリー] タブ → プロシージャル シンボル 

ポイント データにリアリティのある樹木のシンボルや、ポリゴン データにリアリティのある建物のシンボ

ルを適用できます。 

 

ポイント データに樹木シンボルを適用する場合 

1. シーンを作成します。 

 

3D マップを作成するには → 88 ページ 

 

2. [挿入] タブの  [スタイル] グループの [追加] 

→ [システム スタイルの追加] を選択し、 [シス

テム スタイル] のダイアログ ボックスを開きま

す ❶。 

 

 

3. システム スタイルがテーマ別に表示されます。樹

木データに関しては、[3D] 横の矢印をクリック

してテーマを展開し、[3D 植生 - 写実的] また

は [3D 植生 - 主題] のチェックボックスをオ

ンにして ❷、[OK] をクリックします ❸。 

 

 

4. [コンテンツ] ウィンドウにあるポイント シンボ

ルをクリックし、[シンボル] ウィンドウを開きま

す ❹。[シンボル] ウィンドウの [ギャラリー] 

タブに [3D 植生 - 写実的] または [3D 植生 - 

主題] が追加されているので、任意のシンボルを

選択します ❺。 

 

 

 

5. [シンボル] ウィンドウの [プロパティ] タブか

ら、サイズや角度などさまざまな変更を加えるこ

とができます ❻。 

  

❶ 

❷ 

❸ 

❻ 

❹ 

❺ 
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 プリセット レイヤーの廃止 

プリセット レイヤーは ArcGIS Pro 3.0 で 

非推奨になりました。 

プリセット レイヤーは表示できますが、 

作成および変更することができません。 

ArcGIS Pro 2.9 以前のバージョンで作成した 

プリセット レイヤーは、[シンボル]  

ウィンドウから [変換] をクリックすること 

によって、指定されたタイプに変換されます。 

 

 

ポリゴン データに建物シンボルを適用する場合 

1. [挿入] タブの [スタイル] グループの [追加] か

ら [システム スタイルの追加] を選択します ❶。 

 

 

 

 

2. [システム スタイル] ダイアログにおいて、[3D] 

の [プロシージャル シンボル] チェックボック

スをオンにし ❷、[OK] をクリックします ❸。 

 

 

 

 

 

 

 

3. シーンを作成し、建物形状を表すポリゴン データ

を追加します。 

 

3D マップを作成するには → 88 ページ 

 

4. [コンテンツ] ウィンドウにおいて、建物レイヤー

をドラッグ＆ドロップで [3D レイヤー] へ移動

します ❹。 

 

  

❷ 

❸ 

❹ 

❶ 
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5. [コンテンツ] ウィンドウでシンボルをクリック

し、[シンボル] ウィンドウを表示します ❺。 

 

[ギャラリー] タブをクリックし ❻、[プロシージ

ャル シンボル] からシンボルを選択します ❼。

[国際建物] シンボルを選択すると、写実的な建物

シンボルを設定できます。 

 

 

 

 

 

6. [シンボル] ウィンドウの [プロパティ] タブを

クリックします ❽。 

 

[レイヤー] タブをクリックし ❾、プロシージャ

ル シンボルに設定されているパラメーターを変

更してシンボルを調整します ❿。 

 

[適用] をクリックします ⓫。 

または、[自動的に適用] を有効化することで ⓬、 

[適用] をクリックすることなく、パラメーターの

変更が自動で反映されます。 

 

[国際建物] シンボルの場合は、建物の様式を変え

たり、高さの属性フィールドに基づいて建物の高

さを変更したりすることができます。 

 

  

❿ 

⓫ ⓬ 

❼ 

❻ 

❺ 

❽ 

❾ 
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5-5. 新しく 3D データを作成したい 

ArcGIS Pro で新しく作成できる 3D データには、3D フィーチャとマルチパッチ フィーチャがあります。

新しく空のデータを作成した後に、その空のデータを編集してデータを入力します。 

 

新しく 3D フィーチャを作成する場合 

空の 3D フィーチャを作成 

1. [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボッ

クス] タブ → [データ管理ツール] → [フィー

チャクラス] → [フィーチャクラスの作成] をク

リックします。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

2. [フィーチャクラスの場所] で任意のワーク スペ

ースを指定します ❶。 

 

[フィーチャクラス名] にデータ名を入力します

❷。 

 

[ジオメトリ タイプ] ドロップダウン リストか

ら作成したいフィーチャのタイプ (ポイント・ラ

イン・ポリゴン) を選択します ❸。 

 

[Z 値を含む] ドロップダウン リストから [は

い] を選択します ❹。 

 

[座標系] をクリックしてデータの座標系を選択

します ❺。 

 

[実行] をクリックします ❻。 

 

データが作成されます。 

  

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 
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空の 3D フィーチャを編集 

1. 新しく作成した空のデータをシーンに追加します。 

 

3D マップを作成するには → 88 ページ 

 

 

2. [編集] タブの [作成] をクリックします ❶。 

[フィーチャ作成] ウィンドウが表示されます。 

 

 

3. [フィーチャ作成] ウィンドウ内で入力したいデ

ータをクリックします ❷。 

 

作図ツールをクリックします ❸。 

 

 

 

マップ上をクリックし、作図します ❹。 

 

必要に応じて、属性値を入力します。 

 

属性の値を手動で入力するには → 214 ページ 

 

 

 

 

 

 

 

4. [編集] タブの [保存] をクリックし、データの編

集を保存します ❺。 

 

 

❶ 

❸ 
❷ 

❹ 

❺ 
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 シーンにおける 3D フィーチャの Z 値の編集 

シーンでは、編集の際にクリックした地点の標高サーフェスの値を自動的に Z 値として取得します。シーンにお

いてデフォルトで設定されている標高サーフェスは ArcGIS Online の World Elevation Service です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Z 値の変更方法 

1. [編集] タブのツール ギャラリーから [頂点の編集] を選択します。 

 

 

 

 

 

 

2. マウス カーソルが選択ツールに変更されるので、編集したいフィーチャをマップ上でクリックして選択します。 

 

3. [フィーチャの修正] ウィンドウにおいて、緯度、経度と Z 値が表示されるので、Z 値の値を変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. [完了]  をクリックします。  
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新しくマルチパッチ フィーチャを作成する場合 

空のマルチパッチ フィーチャを作成 

1. [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボッ

クス] タブ → [データ管理ツール] → [フィー

チャクラス] → [フィーチャクラスの作成] をク

リックします。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

2. [フィーチャクラスの場所] で任意のワークスペ

ースを指定します ❶。 

 

[フィーチャクラス名] にデータ名を入力します

❷。 

 

[ジオメトリ タイプ] ドロップダウン リストか

ら [マルチパッチ] を選択します ❸。 

 

[座標系] をクリックしてデータの座標系を選択

します ❹。 

 

[実行] をクリックします ❺。 

 

データが作成されます。 

 

 

 

 

空のマルチパッチ フィーチャを編集 

1. 新しく作成した空のデータをシーンに追加します。 

 

3D マップを作成するには → 88 ページ 

 

  

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 
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2. [編集] タブの [作成] をクリックします ❶。 

[フィーチャ作成] ウィンドウが表示されます。 

 

 

 

 

[フィーチャ作成] ウィンドウ内で入力したいデ

ータをクリックします ❷。 

 

[3D ジオメトリの作成] をクリックします ❸。 

 

 

 

 

シーン上をクリックすると、ガイドが表示される

ので、基本の図形を作図します ❹。 

 

 

 

 

 

 

 

基本の図形を閉じたポリゴンで作成し、図形の上

にカーソルを合わせると、3D ハンドルが重心に

表示されるので、任意の高さに持ち上げます ❺。 

高さを持った図形が作成されます。 

 

 

 

 

 

3. [完了] をクリックします ❻。 

 

 

4. [編集] タブの [保存] をクリックし、データの編

集を保存します ❼。 

  

❶ 

❸ 
❷ 

❻ 

❼ 

❹ 

❺ 
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5-6. 3D モデルを編集したい 

[編集] タブ → [マルチパッチの置換] 

[編集] タブ → [マルチパッチ テクスチャ] 

[マルチパッチの置換] では、マルチパッチ フィーチャを既存の 3D モデルに置換することができます。 

[マルチパッチ テクスチャ] では、マルチパッチ フィーチャに対話的にテクスチャを貼り付けて、3D モデ

ルを編集することができます。 

 

マルチパッチ フィーチャを既存の 3D モデルに置換

する場合 

1. シーンにマルチパッチ フィーチャを追加します。 

 

3D マップを作成するには → 88 ページ 

 

2. [編集] タブのツール ギャラリーから [マルチパ

ッチの置換] を選択します ❶。 

マウス カーソルが選択ツールになります。 

 

3. シーン上で、置換したいマルチパッチ フィーチャ

をクリックします ❷。 

[3D モデル ファイルの参照] ダイアログが表示

されます。 

 

 

 

4. 任意の 3D モデル ファイル (3DS、DAE、DWG、

FBX、FLT、OBJ) を選択し ❸、[OK] をクリック

します ❹。 

マルチパッチ フィーチャが 3D モデルに置き換

わります。 

 

 

 

 

 

 

5. [編集] タブの [保存] をクリックし、データの編

集を保存します。  

❸ 
❹ 

❷ 

❶ 
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マルチパッチ フィーチャにテクスチャを貼り付ける

場合 

1. シーンにマルチパッチ フィーチャを追加します。 

 

3D マップを作成するには → 88 ページ 

 

2. [編集] タブのツール ギャラリーから [マルチパ

ッチ テクスチャ] を選択します ❶。 

マウス カーソルが選択ツールになります。 

 

3. シーン上でテクスチャを貼り付けたいマルチパッ

チ フィーチャをクリックして選択します ❷。 

テクスチャを適用したい面を選択すると、選択し

た面に色が付きます。 

 

4. [フィーチャの修正] ウィンドウの [テクスチャ

の読み込み] をクリックします ❸。 

 

5. [テクスチャの読み込み] ダイアログにおいて、テ

クスチャとして利用する画像ファイルを選択し 

❹、[開く] をクリックします ❺。 

 

6. [フィーチャの修正] ウィンドウにおいて、読み込

んだテクスチャの大きさや角度を調整します ❻。

マルチパッチ フィーチャの上にマウスカーソル

を合わせるとテクスチャが表示されるので、適用

したい側面をクリックします ❼。 

 

7. [完了] をクリックします ❽。 

 

8. 他の側面にもテクスチャを適用したい場合は手順 

4 ～ 7 のテクスチャの読み込みと適用を繰り返

し行い、モデルを編集します。 

 

9. [編集] タブの [保存] をクリックし、データの編

集を保存します。  

❶ 

❸ 

❹ ❺ 

❻ 

❼ 

❷ 

❽ 
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5-7. 対話的に 3D 解析を行いたい 

[解析] タブ → [探索的 3D 解析] 

対話型解析は、リアルタイムに解析パラメーターを編集し、さまざまな形式の簡単な 3D 解析を行うことが

できます。 

 

1. シーンを作成し、3D データを追加します。 

 

3D マップを作成するには → 88 ページ 

データを 3D で表示するには → 91 ページ 

データをリアリティのあるシンボルで表示するに

は → 92 ページ 

 

2. [解析] タブの [探索的 3D 解析] から任意のツ

ールを選択します ❶。 

※ここでは、[可視領域] を選択しています。 

 

探索的 3D 解析の種類について → 103 ページ 

 

3. [作成方法] を選択し ❷、シーン上でオブジェク

トを作成します ❸。 

※ここでは、[対話的に角度を設定] を選択してい

ます。 

 

緑で表示されている部分が見える場所、赤で表示

されている部分が見えない場所を表しています。 

 

 

 

領域の色を変更したい場合は、[プロパティ] タブ

から設定します ❹。 

 

 

4. 解析を終了するには、[解析] タブの [探索的 3D 

解析] から [すべて削除] をクリックします ❺。 

  

❶ 

❸ 

❷ 

❹ 

❺ 
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探索的 3D 解析の種類 

見通し： 

所定の観測点から 1 つ以上の目標点が 

見えるかどうかを判定する見通し線を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可視ドーム： 

中心にある観測点から見える球体の 

部分を求めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライス：                                          標高断面： 

シーンに表示されているコンテンツを視覚的            対話的に配置したライン、または既存のライン 

に切り取って、隠れているコンテンツを表示します。    フィーチャから標高グラフを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

落水線： 

クリックしたポイント位置から、地形の最も急な 

下り方向に向かってラインを生成します。 

 

 

 

 

 

 

  

可視領域： 

設定した視野角における所定の観測位置から 

見えるサーフェス領域を求めます。 

切り盛り： 

設定したサーフェスにおいて、切り盛りが行われるエ

リアを視覚的に表示しながら面積や体積を求めます。 
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5-8. 3D マップを Web で共有したい 

[共有] タブ → [Web シーン] 

作成したシーンを ArcGIS Online へ Web シーンとして共有することができます。共有された Web シーン

は、ArcGIS Pro からはもちろん、標準の Web ブラウザーから開くことができます。 

 

 ArcGIS Online への Web シーンの共有は、クレジットを消費します。クレジット消費量の詳細については以下の

ページをご参照ください。 

https://doc.arcgis.com/ja/arcgis-online/administer/credits.htm 

 

 

 

1. ArcGIS Pro から ArcGIS Online アカウントでサ

イン インしていることを確認します ❶。 

 

 

 単独使用 (SU) ライセンスや同時使用 (CU) ライセンスをご利用の場合も、ArcGIS Online アカウントでサイン 

インすることができます。 

 

 

 

2. シーンを作成します。 

 

 

3D マップを作成するには → 88 ページ 

 

 

 

3. [共有] タブの [Web シーン] をクリックします 

❷。 

[Web シーンの共有] ウィンドウが表示されます。 

 

  

❶ 

❷ 

https://doc.arcgis.com/ja/arcgis-online/administer/credits.htm
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4. [Web シーンの共有] ウィンドウで以下の設定を

します。 

 

[アイテムの詳細]: [名前]、[概要]、[タグ] を入力

します ❸。 

[場所]: Web シーンの保存場所を選択します ❹。 

[共有レベル]: Web シーンの共有のアクセス方法

を次の中から選択します ❺。 

[グループ]: 所属するグループのメンバーに共有

します ❻。 

※何も選択しない場合はどこにも共有されず自分

のみがコンテンツを表示することができます。 

※共有の設定は後から変更できます。 

 

5. [分析] をクリックします ➐。 

 

 

6. [メッセージ] タブにエラーが表示されたら、ウィ

ンドウ下部の詳細を確認します ➑。 

エラーがあるマップを Web シーンとして共有

することはできません。エラーを修正しておく必

要があります。 

 

7. 修正が完了したら、[共有] をクリックして、Web 

シーンを共有します ➒。 

 

 

 

 共有アイテムの名前の付け方 

アイテムの [名前] は、既に組織サイト上に存在するサービス名と同じ名前は使用できません。名前には半角英

数字とアンダースコア (_) を使用し、日本語とアンダースコア (_) 以外の特殊文字、スペースは使用しないで

ください。公開後、名前は ArcGIS Online のアイテム詳細ページで任意のものに変更できます。 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 

➑ 

➒ 

➐ 



 

106 

第 6 章 データの選択・検索 

データ選択の基礎知識 

ArcGIS Pro では、マップに追加されているデータのフィーチャを 3 つの方法 (選択ツールでの対話的な選

択、空間的な位置関係による選択、属性条件による選択) で選択することができます。選択されたフィーチャ

や属性テーブルのレコードは、デフォルトでは水色でハイライト表示され、フィーチャと属性テーブル上のレ

コードの選択状態は常に連動します。属性テーブルには、選択されているフィーチャ数が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィーチャの選択 

・ 選択 … マップ上で [選択] ツールを使って範囲を指定し 

フィーチャを選択します ❶。 

マップ上で範囲を指定してデータを選択するには → 109 ページ 

 

・ 属性条件で選択 … フィーチャが持つ属性情報に対して 

式を作成し、その条件に合致するデータを選択します ❷。 

式を使用してデータを選択するには → 116 ページ 

 

・ 空間条件で選択 … 他のレイヤーとの空間的位置関係からフィーチャを選択します ❸。たとえば、市区

町村界の境界レイヤーを利用して、ある町に存在するスーパーや公共施設などを選択します。 

データ間の位置関係からデータを選択するには → 110 ページ 

 

フィーチャ選択の解除 

フィーチャの選択を解除したい場合は、[マップ] タブの [選択解除] か、属性テーブルの [解除] をクリック

します。 

  

❶ 

❷ 
❸ 
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選択セットの切り替え 

現在選択しているフィーチャ以外のフィーチャを選択したい場合、[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選

択し、[データ] タブの [切り替え] をクリックすると、現在選択されていないフィーチャを選択するように選

択セットを切り替えることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択に関する各種設定 (選択オプション) 

フィーチャ選択時の各種設定を変更できます。[マップ] タブの [選択] 

グループの [選択オプション] ランチャーをクリックします。 

一度設定すれば、プロジェクトごとに設定しなおす必要はありません。 

 

・ 選択色の変更 … デフォルトの色から任意の色に変更することができます ❹。 

・ 選択条件モード … フィーチャが完全に包含される場合に選択するか、一部でも範囲内であれば選択する

かを選択できます ❺。 

・ 選択時に描いた図形をグラフィックスとして表示 … チェックボックスをオンにすると選択時に描いた

図形がグラフィックスとして表示され、選択範囲を確認することができます ❻。 

 

  

❹ 

❺ 

❻ 
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選択するタイプの設定 

デフォルトでは、選択操作を行うごとに新しくフィーチャが選択されます。すでにフィーチャが選択状態であ

る場合でも、その選択はいったん解除され、新たに選択されます。選択状態にある状態を維持したまま、さら

に追加で選択操作を行いたい場合は、以下の選択肢があります。( ) 内は対話的選択時のショートカット キ

ーです。この設定は、[属性検索] や [空間検索] ジオプロセシング ツール、[選択オプション] などで設定で

きます。 

 

 

 

 

 

 

・ 現在の選択に追加 … 選択が存在する場合、結果として得られる選択が現在の選択に追加されます。(Shift 

キーを押しながらクリック) 

・ 現在の選択から削除 … 結果として得られる選択が、現在の選択から削除されます。(Ctrl キーを押しな

がらクリック) 

・ 現在の選択からサブセットを選択 … 結果として得られる選択が現在の選択に統合されます。両方に共通

のレコードだけが選択された状態になります。(Shift + Ctrl キーを押しながらクリック) 

・ 現在の選択の切り替え … 現在選択されているすべてのレコードが選択から削除され、選択されていない

すべてのレコードが現在の選択に追加されます。このオプションが指定されている場合、式パラメーター

は無視されます。 

・ 現在の選択を解除 … 選択を解除します。このオプションが選択されている場合、式パラメーターは無視

されます。 

 選択フィーチャのジオプロセシング ツール実行時の挙動 

フィーチャを選択した状態でジオプロセシング ツール等の処理を実行すると、選択中のフィーチャに対しての

み処理が実行されます。データを選択したまま作業する場合は注意しましょう。 

 [コンテンツ] ウィンドウを [選択状態別にリスト] で表示 

フィーチャを対話的に選択する際、デフォルトではマップ上のすべてのレイヤーが選択対象になります。 

[選択状態別にリスト] で選択対象にしないレイヤーのチェックボックスをオフにすることで、 

特定のレイヤーのみを選択できるようになります。 
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6-1. マップ上で範囲を指定してデータを選択したい 

[マップ] タブ → [選択] 

 

1. マップにデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [マップ] タブの [選択] をクリックします ❶。 

 

[選択] ドロップダウン リストから、四角形以外

も指定できます。 

 

3. マップ上をクリックし、四角形を描くようにマウ

スをドラッグします ❷。 

 

四角形の範囲にかかるフィーチャが選択され、水

色で表示されます ❸。 

 

キーボードの Shift キーを押しながらフィーチ

ャを個別にクリックすると、複数フィーチャを選

択できます。 

 

 

4. 選択されたフィーチャの選択状態を解除するには、  

[マップ] タブの [選択解除] をクリックします 

❹。 

ほかにも、マップ上のフィーチャが何もない場所

をクリックするか、 [コンテンツ] ウィンドウで 

[選択状態別にリスト] に切替え、選択状態のレイ

ヤーの [選択の解除] をクリックすることでも選

択解除できます。 

 

[選択状態別にリスト] とは → 108 ページ 

  

❷ 

❸ 

❹ 

❶ 
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6-2. データ間の位置関係からデータを選択したい 

[マップ] タブ → [空間条件で選択] 

他のレイヤーとの空間的位置関係からデータを選択できます。ポイント、ライン、ポリゴンなどすべてのジオ

メトリ タイプで使用できます。 

 

1. マップにデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [マップ] タブの [空間条件で選択] をクリック

します ❶。 

[空間条件で選択] ダイアログが起動します。 

 

[入力フィーチャ] に選択したいレイヤーを指定

します ❷。 

[リレーションシップ] で空間条件のルールを選

択します ❸。 

 

リレーションシップのルール → 111 ページ 

 

[選択フィーチャ] でフィーチャを選択するとき

に使用する他のレイヤーを指定します ❹。 

 

必要であれば、次の条件を指定できます。 

[検索距離]: 検索でバッファー距離を使用する場

合はその距離を入力します ❺。 

[選択するタイプ]: 新しい選択か、絞り込み選択

かなどが設定できます ❻。 

 

選択するタイプについて → 108 ページ 

 

[空間リレーションシップの反転]: 条件に合致す

るフィーチャ以外を選択する場合にチェックボッ

クスをオンにします ❼。 

 

[OK] をクリックします ❽。 

指定した条件に合致するフィーチャが選択されます。 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❼ 

❺ 

❻ 

❽ 
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 リレーションシップのルール 

代表的なリレーションシップのルールをまとめています。入力フィーチャ: 緑、入力フィーチャの中央: 赤の 

X、選択フィーチャ: グレーです。その他のルールについては、ヘルプ ページをご確認ください。 

 

ポイントを使用してラインを選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラインを使用してポイントを選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポリゴンを使用してポイントを選択 
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6-3. 各データの領域に含まれるポイントの数を集計したい 

[解析] タブ → 解析ツール ギャラリー → [エリア内での集計] ツール 

ポリゴン データとポイント データの空間的位置関係をキーにして結合し、ポリゴン データの属性テーブル

にポイント数を集計して出力します。 

 

1. マップにポリゴン データとポイント データを追

加します ❶。 

※ここでは、熊本県の市区町村ポリゴンと学校ポ

イントを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [解析] タブの解析ツール ギャラリーから [エリ

ア内での集計] を選択します ❷。 

[エリア内での集計] ツールが起動します。 

 

 

 

 

3.  [入力ポリゴン] に集計したいポリゴンを選択し

ます ❸。 

[入力サマリー フィーチャ] にポイント データ

を指定します ❹。 

[出力フィーチャクラス] に任意の場所と名前を

入力します ❺。 

 

[実行] をクリックします ❻。 

 

 

4. 出力されたポリゴン データがマップに追加され

ます。 

ポリゴン レ イヤー の属 性テーブ ルを開 くと

「Count of Points」フィールドにポイント数が格

納されていることが確認できます。 

※ここでは、市区町村ごとに学校数の集計をして

います。 

属性テーブルを開くには → 203 ページ   

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 

❶ 
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6-4. 各データに最も近いポイントを見つけたい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [データ] タブ → [空間結合の追加] 

空間的位置関係に基づいて、フィーチャから最も近い (別のレイヤーの) フィーチャを検知して、そのフィー

チャまでの直線距離や属性を追加します。 

 

1. マップにデータを追加します。 

※ここでは、公園 (ポリゴン) に最も近い学校 

(ポイント) を見つけます。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

属性テーブルでは、各データに格納されている属

性を確認することができます。 

 

属性テーブルを開くには → 203 ページ 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウで「公園 (ポリゴン)」レ

イヤーを選択し、[データ] タブの [空間結合の追

加] をクリックします ❶。 

[空間結合の追加] ダイアログが起動します。 

 

[フィーチャの結合] に「学校 (ポイント)」を選択

します ❷。 

 

[マッチ オプション] ドロップダウン リストか

ら「最も近い」を選択します ❸。 

[距離フィールド名] に任意のフィールド名を入

力します ❹。 

[永続的な結合フィールド] チェックボックスで、

フィールドを永続的に結合するか一時的に結合に

するかを設定することもできます ❺。 

 

[OK] をクリックします ❻。 

公園 (ポリゴン) の各フィーチャに最も近い学校 

(ポイント) が結合されます。 

  

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 
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3. 「公園 (ポリゴン)」レイヤーの属性テーブルを開

きます。 

属性テーブルを開くには → 203 ページ 

 

元々の公園 (ポリゴン) の属性に加え ❼、各ポリ

ゴン フィーチャに最も近いポイント データ (学

校) の属性が格納されます ❽。また、[距離] フィ

ールドにはポイントまでの距離が自動計算され、

値が格納されていることを確認できます ❾。 

 

 使用するデータの座標系 

面積や距離は、データの座標系の単位で計算されてフィールドに格納されます。地理座標系 (経緯度) のデータ

で計算すると単位が度になり、正確な面積や距離の計測ができません。正確な数値を得るためには、使用するデ

ータの座標系はメートル単位の投影座標系にする必要があります。 

 

4. [永続的な結合フィールド] チェックボックスを

オンにしなかった場合は、「公園 (ポリゴン)」レ

イヤーの [データ] タブ → [結合] の [結合の解

除] もしくは [すべての結合を解除] から、属性

情報の結合を解除することができます。 

 

属性情報の結合は一時的なものであるため、属性

情報を統合したデータを得るためには、データを

エクスポートする必要があります。 

 

データをエクスポートするには → 119 ページ 

  

❾ ❼ ❽ 
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6-5. キーワードを指定してデータを検索したい 

[マップ] タブ → [場所検索] 

[場所検索] ツールを利用して、指定したキーワードを含む属性値を持つフィーチャを検索します。 

 

1. マップに検索したいデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [マップ] タブの [場所検索] をクリックします 

❶。 

 

 

3. [場所検索] ウィンドウの [レイヤー検索] タブ

をクリックし ❷、[オプション] ボタンを展開し、

任意の項目を選択します ❸。 

※ここでは、「小学校」と名前がつくフィーチャを

検索します。 

 

 

 

 

検索ボックスで検索キーワードを入力し、Enter 

キーを押します ❹。 

 

[場所検索] ウィンドウに検索キーワードに一致

するデータがリストされます ❺。 

 

 検索フィーチャへのズームと画面移動 

[場所検索] ウィンドウの検索結果一覧からフィーチャ名をダブルクリック、 

または右クリック → [ズーム] を選択すると、そのフィーチャにズームで 

きます。 

[画面移動] を選択すると、指定したフィーチャが画面の中心になるように 

マップの画面を移動することができます。 

[点滅] を選択すると、指定したフィーチャがマップ上で点滅します。 

[詳細の表示] を選択すると、ポップアップ ウィンドウが表示されます。 

[選択セットに追加] を選択すると、フィーチャを選択状態にすることが 

できます。 

  

❷ 

❸ 

❺ 

❹ 

❶ 
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6-6. 条件式を使用してデータを選択したい 

[マップ] タブ → [属性条件で選択] 

属性情報に対する条件式を作成して、その条件に合致するデータを選択します。 

 

1. マップにデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウで選択したいレイヤー

を選択し、[マップ] タブの [属性条件で選択] を

クリックします ❶。 

[属性条件で選択] ダイアログが起動します。 

 

3. [選択するタイプ] で選択方法を指定します ❷。 

新規に選択する場合は、[新しい選択] を選び、す

でにレイヤーの選択をしている場合は、[現在の選

択に追加] などいずれかを選びます。 

 

選択するタイプについて → 108 ページ 

 

Where 句を設定する場合 

 

4. フィールドの一覧から、検索したいフィールド名

を選択します ❸。 

フィールドの値を選択します ❹。 

条件文を選択します ❺。 

 

条件式が正しいかの判断は [SQL 式の確認] を

クリックして確認できます ❻。 

 

 

5. 複数の条件を設定する場合は、[項目の追加] をク

リックして手順 4 を実行します ❼。 

 

 

6. [OK] をクリックします ❽。 

 

❶ 

❽ 

❼ 

❷ 

❸ ❹ ❺ 

❻ 
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[SQL エディター] トグル ボタンをオンにして式を直接入力する場合 

 

4. [SQL エディター] トグル ボタンをオンにしま

す ❸。 

 

 

 

5. SQL 構文を入力します ❹。 

 

 

 

6. [OK] をクリックします ❺。 

 

 

 

ファイルに保存したクエリを読み込む場合 

4. [読み込み] をクリックします ❸。 

 

 

 

5. ディスクにあるファイル (*.exp) を選択し、[OK] 

をクリックします ❹。 

条件が入力されたことを確認します ❺。 

 

 

 

 

 

 

 

6. [OK] をクリックします ❻。 

 

 

 

 

 

 

❸ 

❹ 

❺ 

❸ 

❹ 

❻ 

❺ 
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 式の切り替え 

デフォルトのドロップダウン リストから式を設定する方法でも、ディスクに保存したクエリ式を読み込む方法

でも、[SQL エディター] トグル ボタンをオンにすることで SQL 構文を作成する方法に切り替えることがで

きます。また、SQL 構文を作成している途中で [SQL エディター] トグル ボタンをオフにし、項目を選択し

て作成する方法に切り替えることも可能です。 

 

 2 つのフィールドの値を比較 

[新しい式の作成] から式を作成する際に、[フィールド] ラジオ ボタンを選択すると、フィールドの値を比較す

る構文を作成できます。たとえば、男性の人口総数が女性の人口総数より多い地域を選択したい場合は、以下の

ように設定します。 

 

 

 

 

 

 

 NULL とは 

式の中に [NULL でない]、[NULL である] の選択項目がありますが、NULL とは、データが存在しないことを

示します。値が入力されていない空の属性です。抽出条件を [NULL である] とした場合は、空白で、かつ長さ 

0 の文字列 (空文字列) が入力されていないものが抽出されます。シェープファイルには NULL 値が格納でき

ないため、この SQL クエリはジオデータベース フィーチャクラスに対してのみ使用できます。 
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6-7. 選択したデータを抽出したい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [データ] タブ → [フィーチャのエクスポート] 

必要な範囲・条件のデータだけを抽出したい場合、フィーチャを選択し、レイヤーをエクスポートして、新し

いデータを作成できます。 

 

1. マップにデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

 

2. 抽出するデータを選択します ❶。 

 

手動で選択するには → 109 ページ 

空間条件で選択するには → 110 ページ 

属性条件で選択するには → 116 ページ 

 

3. [コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択し、

[データ] タブの [フィーチャのエクスポート] 

をクリックします ❷。 

[フィーチャのエクスポート] ダイアログが起動

します。 

 

4. [出力フィーチャクラス] に任意の出力場所を指

定し、名前を入力します ❸。 

 

[OK] をクリックします ❹。 

 

 

 

 

5. エクスポートしたデータが自動的にマップに追加

されます ❺。 

 

  

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 
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 出力データの座標系の選択  

デフォルトでは、エクスポートする際の座標系はコピー元のデータの座標系と同じです。それ以外の座標系でエ

クスポートしたい場合は、[フィーチャのエクスポート] ダイアログの [環境] タブをクリックします。 

[出力座標系] で、ドロップダウン リストから現在のマップの座標系を選択したり、[座標系の選択] から任意の

座標系を選択したりすることができます。 

 

 

 

 

 

 フィールドを選択してエクスポート 

[フィーチャのエクスポート] ダイアログの [フィールド マップ] の設定を行うと、すべてのフィールドを含め

ず、必要なフィールドだけを保持して出力できます。 

 

 

 

1. [フィーチャのエクスポート] ダイアログを開き、 

 [入力フィーチャ] 等のパラメーターを設定します。 

2. [フィールド マップ] パラメーターの [出力フィールド]  

 リスト ボックスには、入力データのフィールドがリスト 

 されます。 

3. リストから出力データに不要なフィールドを選択し、横に 

 表示された [削除] ボタンをクリックします。 

 複数のフィールドを削除したい場合は、Ctrl キー 

 (個別選択の場合)、または Shift キー (連続選択の場合) を 

 押しながら選択し、最後に [削除] ボタンをクリックします。 

4. ツールを実行します。 

 属性テーブルのみエクスポート 

選択したフィーチャの属性テーブルをエクスポートしたい場合は、[テーブルのエクスポート] をクリックしま

す。 

1. [コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択します。 

2. [データ] タブの [テーブルのエクスポート] をクリックします。 

3. [テーブルのエクスポート] ダイアログが起動するので、[出力テーブル] に出力するテーブル名を入力します 

  (dBASE またはテキスト ファイルとして出力できます)。 

4. [OK] をクリックして、エクスポートを実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力データのフィールド 出力データのフィールド 
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第 7 章 空間データ処理 

ジオプロセシング ツールの基礎知識 

ジオプロセシング ツールの起動方法、入力データの指定方法、実行状況の確認方法、出力結果の表示方法、

実行履歴の確認方法について説明します。 

 

ジオプロセシング ツールとは 

ジオプロセシング (Geoprocessing) とは、GIS データに対して実行する自動処理を意味し、この処理の結果

により新しいデータが出力されます。このデータ処理を実行するツールを「ジオプロセシング ツール」と呼

びます。ジオプロセシング ツールは [ジオプロセシング] ウィンドウに集約されており、  や  アイコ

ンで表示されます。 

 

 

 

 

例) ポイント データに対してバッファー ツールを実行し、ポイントから等距離圏内を表すデータを作成す

る。 

 

 

 

 

 

ツールの起動方法 

ジオプロセシング ツールを起動する方法は主に 2 つあります。 

 

・[ジオプロセシング] ウィンドウから起動する 

[解析] タブの [ツール] をクリックします ❶。[ジオプロセシング] ウィンドウにおいて、[ツールボックス] 

タブをクリックしてツールの一覧から選択するか、[ツールの検索] でツール名を入力して検索し ❷、ジオプ

ロセシング ツールをクリックして起動します ❸。 

  

 
入力 

データ 
 

出力 

データ 
 

ジオプロセシング 

ツール 

入力データ 出力データ 

 
ジオプロセシング 

ツール 

❶ ❷ 

❸ 
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・解析ツール ギャラリーから起動する 

よく使うツールは、[解析] タブの解析ツール ギャラリーから選択して起動できます。 

 

 

 

 解析ツール ギャラリーのカスタマイズ 

[ジオプロセシング] ウィンドウに表示されるツールを右クリック → [解析ツール ギャラリーに追加] をクリッ

クすると、[解析] タブの解析ツール ギャラリーにツールが追加されます。 

よく使うツールを追加しておくことで、作業を効率化することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 オンライン ツール 

[解析] タブの [オンライン ツール] から実行できるツールは、ArcGIS Online でホストされているジオプロセ

シング サービスです。 

データの数などの処理の量に応じて ArcGIS Online のサービス クレジットを消費して、ツールを実行するもの

や、サービス クレジット消費なしで実行可能なツールもあります。これらのオンライン ツールはエクステンシ

ョン ライセンスなしで実行できます。クレジット消費量の詳細については以下のページをご参照ください。 

https://doc.arcgis.com/ja/arcgis-online/administer/credits.htm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

https://doc.arcgis.com/ja/arcgis-online/administer/credits.htm
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入力データの指定方法 

2 通りの指定方法があります。 

 

・ドロップダウン リストから選択する 

マップまたはシーンに追加しているデータは入力フィーチャの 

ドロップダウン リストに表示されるので、リストから選択できます。 

 

 

 解析対象データの絞り込み 

フィーチャを選択した状態で、ドロップダウン リストから入力データを指定すると、解析対象とするフィーチ

ャを絞り込むことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

データを選択するには → 106 ページ 

 

 

フィーチャを選択した状態でジオプロセシング ツールを起動すると、 

[入力フィーチャ] の下に [選択されているレコードを使用] ボタンが 

表示されます。フィーチャ全体に対してツールを実行したい場合は、 

ボタンをオフにします。 

 

・参照ボタンから選択する 

マップまたはシーンに追加していないデータは、[参照] ボタン  をクリックして、データ ソースの場所へ

移動して、指定します。 

 

  

任意の市区町村界を選択し、 

[クリップ] ツールを実行 

選択したエリアで 

データが切り取られる 
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実行状況の確認方法 

ツールの実行状況は、[ジオプロセシング] ウィンドウ下部に表示され、完了すると、通知が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力結果の表示方法 

ツールの処理が完了すると、出力データが自動的にマップまたはシーンに追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実行履歴の確認方法 

今まで実行したツールのリスト、使用したデータや設定、実行中のエラー メッセージなどは履歴として確認

できます。[解析] タブの [履歴] をクリックし、[履歴] ウィンドウで履歴を確認します。 
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ジオプロセシング ツールの実行スケジュール 

ジオプロセシング ツールは開始日時や実行頻度、終了日時など、ツールを実行するタイミングを指定でき

ます。スケジュールの設定を行うには、[実行] のドロップダウン リストを展開して、[スケジュール] ウィ

ンドウを開きます。スケジュールの各パラメーターを設定し、[OK] ボタンをクリックすれば完了です。設

定したスケジュールは [履歴] ウィンドウの [スケジュール済みツール] で確認、編集できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラメーターのリセット 

一度実行したツールや設定したツールをデフォルトのパラメーターに戻したい時は、[実行] のドロップダウ

ン リストを展開して、[パラメーターのリセット] をクリックしてリセットします。 

 

 

 

  



第 7 章 空間データ処理 

126 

7-1. 複数のデータを 1 つにしたい 

[解析] タブ → 解析ツール ギャラリー → [アペンド] ツール 

[解析] タブ → 解析ツール ギャラリー → [マージ] ツール 

複数のフィーチャクラスを 1 つのデータに出力します (例:「複数図郭に分かれているデータを 1 つにする」

「市区町村単位に分かれているデータをまとめて県単位にする」など)。 

 

[アペンド] ツールは、既存のデータにデータを追加していくのに対し、[マージ] ツールは複数のデータを結

合して、新しいデータとして出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アペンド 

ここでは香川県の市区町村界に、愛媛、徳島、高知各県の市区町村界を追加します。 

1. 結合したいデータをマップに追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [解析] タブの解析ツール ギャラリーから [アペ

ンド] を選択します ❶。 

[アペンド] ツールが起動します。 

  

❶ 

マージ 

アペンド 
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3. [ターゲット データセット] で結合先のデータを選択

します ❷。 

[入力データセット] の  をクリックします ❸。 

追加したいデータのチェックボックスをオンにし 

❹、[追加] をクリックします ❺。 

入力データセットとターゲット データセットの

属性テーブルのフィールド定義が一致している場

合は、[フィールド マッチング タイプ] をデフ

ォルトの [入力フィールドはターゲット フィー

ルドと一致する必要があります。] のままにして

おきます ❻。 

フィールドの定義が一致していない場合は、[フ

ィールド マップを使用してフィールドの違いを

リコンサイル] を指定して、フィールドの対応付

けを行うことができます。 

 

[実行] をクリックします ❼。 

 

ターゲット データセット (例: 香川) に入力デ

ータセットのデータ (例: 愛媛、高知、徳島) が

追加されます。 

 [元に戻す] の有効化 

ターゲット データセットを変更する [アペンド] や [フィールド演算]、[インテグレート] などのツールでは、

[元に戻す] を有効化することができます。[元に戻す] を有効化してツールを実行すると、同時に編集セッショ

ンが開始されます。処理が終了すると [ジオプロセシング] ウィンドウの上部に「編集は保存されていませ

ん。」というメッセージが表示されます。[元に戻す]  をクリックすると、直前に行った処理を元に戻しま

す。[編集内容の破棄]  をクリックすると、すべての処理が破棄されます。[保存]  をクリックすると、

ツールの処理による変更が保存されます。試行錯誤が必要な処理を行う場合や、変更を確認してからデータを保

存したい場合に使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

❼

❻ 

❷ 
❸ 

[元に戻す] を有効化して、ツールを実行 

❹ 

❺ 
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マージ 

ここでは愛媛、香川、徳島、高知各県の市区町村界を結合して、新しく四国の市区町村界データを作成します。 

1. 結合したいデータをマップに追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [解析] タブの解析ツール ギャラリーから [マー

ジ] を選択します ❶。 

[マージ] ツールが起動します。 

 

 

 

 

[入力データセット] の  をクリックします。 

結合したいデータのチェックボックスをオンにし 

❷、[追加] をクリックします ❸。 

 

[出力データセット] に出力データ名を入力しま

す ❹。 

 

出力フィールドの追加、名前変更、削除を行う場

合は [フィールドの一致モード] で [フィールド 

マップを使用してフィールドの違いをリコンサイ

ル] を指定し❺、[フィールド マップ] を設定し

ます ❻。 

 

[実行] をクリックします ❼。 

 

 

 

 

結合されたデータがマップに追加されます。 

 

 

 

 

  

❶ 

❷ 

❹ 

❻ 

❼ 

❸ 

❺ 
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 属性フィールドの対応付け 

[アペンド] ツールの入力データとターゲット データの属性テーブルのフィールド定義が一致しない場合は、処

理を実行できません。そのような場合は [フィールド マッチング タイプ] で [フィールド マップを使用して

フィールドの違いを照合] を指定します。定義が一致していない属性フィールドの対応付けを行うことで、属性

情報をターゲット データに追加することができます。ここでは以下の 2 つの属性テーブルを例として、フィー

ルドの対応付けを行う方法を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[フィールド マッチング タイプ] で [フィールド マップを使用してフィールドの違いを照合] を指定すると、

[フィールド マップ] が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「売り上げ」については、一致するフィールド名が無いので警告マークが表示されています。入力データの「売

上」フィールドを対応付けたい場合は、「売り上げ」の [フィールド プロパティの編集] をクリックします。

[フィールド プロパティ] ウィンドウで、[アクションとソース フィールド] セクションのリストで 「売上」 

を探します。「売上」の [新しいソース フィールドの追加] をクリックして、「売り上げ」のソース フィール

ドとして追加します。[OK] をクリックして、フィールド マップに加えた変更を確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「店舗名」については、フィールド名とデータ タイプが一致しているので、すでに対応付けられています。

「店舗コード」は、フィールド名は一致していますが、データ タイプが異なります。入力データのデータ タイ

プは「Text」ですが、すべての属性値が「1234」のような数値からなる文字列である場合は、処理を実行でき

ます。一方で、「S1234」のように数値以外の文字が含まれている場合は、属性値を事前に修正しておく必要が

あります。 

 

  

入力データのフィールドの定義 ターゲット データのフィールドの定義 

 
データ タイプが不一致 

 
フィールド名が不一致 
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7-2. 同じ属性を持つデータを集約したい 

[解析] タブ → 解析ツール ギャラリー → [ペアワイズ ディゾルブ] ツール 

同じ属性値を持つ複数のフィーチャ (ポリゴン、ライン) を 1 つのフィーチャに集約します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. マップにデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

※ここでは、四国の市区町村界を県単位に集約し

ます。 

 

 

2. [解析] タブの解析ツール ギャラリーから [ペア

ワイズ ディゾルブ] を選択します ❶。 

[ペアワイズ ディゾルブ] ツールが起動します。 

 

  

❶ 

ポリゴンのディゾルブ 

ラインのディゾルブ 
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3. [入力フィーチャ] に集約するデータを指定しま

す ❷。 

 

[出力フィーチャクラス] に出力データ名を入力

します ❸。 

 

[ディゾルブ フィールド] のドロップダウン リ

ストから、フィーチャを集約するためのフィール

ドを選択します ❹。 

※ここでは、市区町村界を都道府県単位で集約す

るため、都道府県名が入力されている「都道府県

名」フィールドを指定しています。 

※ [ディゾルブ フィールド] を指定しないで実

行した場合は、すべてのフィーチャが 1 フィー

チャに集約されます。 

 

出力データに入力データの統計情報を付与できま

す。[統計フィールド] の [フィールド] に統計

を行うフィールドを指定し、[統計タイプ] で統

計の種類を選択します ❺。 

 

[マルチパート フィーチャの作成] チェックボッ

クスをオンにしておくと、島などの物理的に離れ

ているフィーチャも同じフィーチャとして集約さ

れます ❻。 

 

[実行] をクリックします ❼。 

 

処理が完了すると、集約されたデータがマップに

追加されます。 

 

  

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❼ 

❻ 
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7-3. データを任意の領域で切り出したい 

[解析] タブ → 解析ツール ギャラリー → [ペアワイズ クリップ] ツール 

データを任意の領域で切り抜きます。 

 

 

 

 

 

 

 

1. マップに入力データおよびクリップ フィーチャ

を追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

クリップ フィーチャを作図するには → 

149 ページ 

 

2. [解析] タブの解析ツール ギャラリーから [ペア

ワイズ クリップ] を選択します ❶。 

[ペアワイズ クリップ] ツールが起動します。 

 

 

3. [入力フィーチャ] に切り抜く対象のデータを指

定します ❷。 

 

[クリップ フィーチャ] に切り抜く型となるポリ

ゴン データを指定します ❸。 

 

[出力フィーチャクラス] に出力データ名を入力

します ❹。 

 

[実行] をクリックします ❺。 

 

処理が終わると切り抜かれたデータがマップに追

加されます。 

  

入力 クリップ フィーチャ 出力 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❶ 
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7-4. 2 つのデータの重複する領域を抽出したい 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → 解析ツール ギャラリー → [ペアワイズ インターセクト] ツール 

2 つの入力データの重なり合う部分だけを抽出し、新しいデータとして出力します。入力フィーチャの属性

も一緒に出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

1. マップにデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

※ここでは、駅_3km 圏ポリゴンと人口ポリゴン

を使用します。 

 

 

 

2. [解析] タブの解析ツール ギャラリーから [ペア

ワイズ インターセクト] を選択します ❶。 

[ペアワイズ インターセクト] ツールが起動しま

す。 

 

 

3. [入力フィーチャ] に 2 つのポリゴン データを

指定します ❷。 

 

[出力フィーチャクラス] に出力データ名を入力

します ❸。 

 

必要に応じて [結合する属性] で出力フィーチャ

クラスに渡す属性を選択します ❹。 

[実行] をクリックします ❺。 

 

入力データ 出力データ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❶ 
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出力データがマップに追加されます。[入力フィ

ーチャ] に入力したデータの交差部分の属性が格

納されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1 つのポリゴン フィーチャクラス内の重なり合う部分を抽出 

[入力フィーチャ] にデータを 1 つだけ追加してツールを実行すると、1 つのデータ内で重なり合う部分を抽出

することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

駅_3km 圏ポリゴンの属性 

人口ポリゴンの属性 
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7-5. 等距離圏の領域 (バッファー) を作成したい 

[解析] タブ → 解析ツール ギャラリー → [ペアワイズ バッファー] ツール 

対象のフィーチャから特定の距離圏のバッファー ポリゴンを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. マップに入力データを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

 

 

2. [解析] タブの解析ツール ギャラリーから [ペア

ワイズ バッファー] を選択します ❶。 

[ペアワイズ バッファー] ツールが起動します。 

 

 

 

3. [入力フィーチャ] にバッファーの作成対象のデ

ータを指定します ❷。 

 

[出力フィーチャクラス] に出力データ名を入力

します ❸。 

 

[バッファーの距離] でバッファーの距離および

単位を指定します ❹。 

 

[ディゾルブ タイプ] を指定します ❺。 

 

[実行] をクリックします ❻。 

 

ポイント ライン ポリゴン 

または または または 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 

❶ 
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処理が終わるとバッファー ポリゴンがマップに

追加されます。 

 

 

 [ペアワイズ バッファー] ツールの [ディゾルブ タイプ] の設定 

出力バッファーに重なりがある場合、[ディゾルブ タイプ] で統合するかどうかを指定することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 多重リング バッファー 

バッファー ポリゴンを多重に作成したい場合は、[多重リング バッファー] ツールを使用します。 

 

1. [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [解析ツール] → [近接] → 

 [多重リング バッファー] をクリックします。 

 

2. [入力フィーチャ] にバッファーの作成対象のデータを 

  指定します ❶。 

 

  [出力フィーチャクラス] に出力データ名を入力します ❷。 

   

  [距離] で、作成したいバッファーの距離を入力します ❸。 

 

  距離を追加する場合は [他を追加] をクリックします ❹。 

   

  [距離単位] で距離の単位を指定します ❺。 

 

  ※デフォルトでは [デフォルト] が設定されています。 

    この場合、入力フィーチャの座標系の距離単位が 

    適用されます。 

 

  ※右図の例は、100 m、200 m バッファーを作成する 

    場合を示しています。 

 

  [バッファー距離フィールド名] に属性テーブルのフィールド名を 

  入力します ❻。この名前のフィールドが新しく作成され、 

  バッファー距離の情報が格納されます。 

 

  [実行] をクリックします ❼。 

 

  作成された多重リング バッファーがマップに追加されます。  

なし すべてディゾルブ リスト フィールドの属性値が 

共通のバッファーをディゾルブ 

❶ 

❷ 

❺ 

❻ 

❸ 

❹ 

❼ 
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7-6. 運転距離圏の領域を作成したい 

[解析] タブ → [ネットワーク解析] → [到達圏] 

ArcGIS Online ネットワーク解析サービスを使用して、道路ネットワークに沿った到達圏ポリゴンを作成し

ます。この方法は、ArcGIS Network Analyst エクステンション ライセンスは不要ですが、代わりに 

ArcGIS Online クレジットを消費します。また、インターネットへの接続が必要です。なお、クレジット消

費量の詳細については以下のページをご参照ください。 

https://doc.arcgis.com/ja/arcgis-online/administer/credits.htm 

 

 

1. ArcGIS Pro から ArcGIS Online アカウントでサ

イン インしておきます ❶。 

 

 

 

 単独使用 (SU) ライセンスや同時使用 (CU) ライセンスをご利用の場合も、ArcGIS Online アカウントでサイ

ン インすることができます。 

 

2. マップに運転距離圏の起点にするポイント デー

タを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

 

 

 

3. [解析] タブの [ネットワーク解析] → [到達圏] 

を選択します ❷。 

 

  

❷ 

❶ 

https://doc.arcgis.com/ja/arcgis-online/administer/credits.htm
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4. [コンテンツ] ウィンドウに「到達圏」解析レイ

ヤーが追加されます ❸。 

 

追加したレイヤーが選択されていることを確認し

ます。 

 

 

 

 

 

 

5. [到達圏レイヤー] タブの [施設のインポート] 

をクリックします ❹。 

[ロケーションの追加] ツールが起動します。 

 

 [コンテンツ] ウィンドウで「到達圏」解析レイヤーが選択されていないと、[到達圏レイヤー] タブは表示され

ません。 

 

6. [ロケーションの追加] ツールの [入力ロケーシ

ョン] に、起点となるポイント データを指定し

ます ❺。 

 

[OK] をクリックします ❻。 

 

 

 

 

 

 

「到達圏」解析レイヤーの「施設」にポイントが

読み込まれます。 

  

❺ 

❻ 

❸ 

❹ 
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7. [到達圏レイヤー] タブの [モード] が「運転時

間」になっていることを確認し ❼、[実行] をク

リックします ❽。 

 

 

 

 

 

 

運転距離圏のポリゴンが作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [モード] では、移動モードを選択します。デフォルトで「運転時間」になっていますが、「運転距離」「徒歩

時間」などに変更すると、各手段で移動した場合の最小化した時間や距離の解析結果が出力されます。ただし、

日本国内においては「運転時間 (未舗装道路使用)」もしくは「トラック輸送時間」を選択した場合の解析結果

は「運転時間」を選択した場合の解析結果と同じです。また、「運転距離 (未舗装道路使用)」もしくは「トラ

ック輸送距離」を選択した場合の解析結果は「運転距離」を選択した場合の解析結果と同じです。 

 [カットオフ] はデフォルトで「5, 10, 15」となっていますが、この場合、5 分圏、10 分圏、15 分圏の到達圏

を作成します。1 つ以上の任意の数の値を設定できます。 

 解析の実行時、ArcGIS Online のクレジットを到達圏 1 つあたり 0.5 消費します。この例では、3 つの到達圏

を作成しているので、1.5 クレジット消費されます。到達圏解析以外のネットワーク解析においても、同様にク

レジットが消費されます。クレジット消費量の詳細については以下のページをご参照ください。 

https://doc.arcgis.com/ja/arcgis-online/administer/credits.htm 

 クレジットを消費せずにネットワーク解析を行いたい場合は、ArcGIS Network Analyst エクステンション ラ

イセンスおよび、ファイル ジオデータベースのネットワーク データ (道路網データ) の作成または購入が必要

です。 

  

❼ 

❽ 

https://doc.arcgis.com/ja/arcgis-online/administer/credits.htm
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7-7. ポリゴンの属性情報を指定した範囲で按分したい 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [解析ツール] → [オーバーレイ] → [ポリ

ゴンの按分] 

数値属性を指定した範囲で分断して按分します。 

 

1. マップにデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

※ここでは、人口が格納されたポリゴンを 3 次

メッシュの範囲で按分して集計します。 

 

 

 

 

2. [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボッ

クス] タブ → [解析ツール] → [オーバーレイ] 

→ [ポリゴンの按分] をクリックします ❶。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

  

❶ 
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3.  [入力ポリゴン] に数値属性を含む按分したいデ

ータを指定します ❷。 

 

[按分フィールド] で按分する数値フィールドを

選択します ❸。 

 

[ターゲット ポリゴン] に按分用のポリゴンを指

定します ❹。 

 

[出力フィーチャクラス] に出力データ名を入力

します ❺。 

 

[按分方法] を選択します ❻。 

 

 

 

 

[実行] をクリックします ❼。 

処理が完了すると、メッシュ単位で按分されたデ

ータがマップに追加されます ❽。 

※ここでは、結果の按分値をラベル表示していま

す。 

ラベルを表示するには → 74 ページ 

 

出力データの属性テーブルを確認すると、按分さ

れた数値フィールドが格納されています ❾。 

 

属性テーブルを開くには → 203 ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

❾

⑨ 

❷ 

❸ 

❺ 

❹ 

❼ 

❻ 

❽ 
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7-8. 複数データに対して一括で同じ処理を行いたい (バッチ処理) 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → 任意のジオプロセシング ツールを右クリッ

ク → [バッチ] 

バッチ処理で複数のデータに同じ処理を実行します。 

 

1. [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボッ

クス] タブ → 一括で同じ処理を行いたいツール

を右クリック → [バッチ] を選択します ❶。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

「バッチ <ツール名>」と書かれたバッチ処理用

のツールが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 バッチ処理モードは、[インターセクト] ツールや [マージ] ツールなどの複数の入力データセットを処理する

ツールや、[フィーチャ レイヤーの作成] ツールや [ラスター レイヤーの作成] ツールなどのレイヤーを作成す

るツールではサポートされていません。 

  

❶ 
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2. [バッチ パラメーターの選択] ドロップダウン 

リストから、バッチ処理の対象とするパラメータ

ーを選択します ❷。 

 

バッチ ツールを保存しない場合は [一時的なバ

ッチ ツールの作成] を選択します。保存する場

合は [バッチ ツールの保存] を選択し、任意の

名前と保存場所 (ツールボックス) を指定します 

❸。 

 

[次へ] をクリックします ❹。 

 

 [バッチ ツールの保存] を選択し、デフォルトのパスに保存した場合は、 

ArcGIS Pro のホーム フォルダーにあるデフォルト ツールボックス 

に保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

3. ジオプロセシング ウィンドウに任意のパラメー

ターを入力し、[実行] をクリックします ❺。 

 

複数データに対して一括で処理が実行されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 ツールによっては [出力フィーチャまたはデータセット] などのパラメーターに「%」で囲まれた値が自動で入

力されます。これは、入力フィーチャの名前などの変数を置換するインライン変数です。 

  

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 
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7-9. 複数処理をつなげてモデルを作成したい 

[解析] タブ → [ModelBuilder] 

複数のジオプロセシング ツールを連結した処理フローを構築します。 

 

1. [解析] タブの [ModelBuilder] をクリックし、 

[モデル] ビューを開きます ❶。 

 

 

 

2. 実行したい処理ツールを [ジオプロセシング] ウ

ィンドウからドラッグ アンド ドロップで [モデ

ル] ビューに追加します。 

[ジオプロセシング] ウィンドウが開いていない

場合は、[ModelBuilder] タブの [ツール] をク

リックして開きます。 

 

 

 

 

 

3. 追加したツール名が表示されている四角形をダブ

ルクリックして、ツールのダイアログを表示しま

す ❷。ツールのダイアログで必要なパラメータ

ーを設定して ❸、[OK] をクリックすると ❹、

[モデル] ビューのツールが実行可能となり、色

が付きます ❺。 

 

  

❶ 

❷ 

❺ 

❸ 

❹ 
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4. 処理を続けて行う場合、手順 2 と同様に [ジオ

プロセシング] ウィンドウからドラッグ アンド 

ドロップで [モデル] ビューに追加します。 

 

 

 

 

5. 手順 3 と同様に、追加したツール名が表示され

ている四角形をダブルクリックして、ツールのダ

イアログを表示し、パラメーターを設定します 

❻。このとき、[モデル変数] にリストされてい

るデータを選択すると、モデル内のデータと自動

的に接続されます。 

 

 

 

 

 

[OK] をクリックします ❼。 

 

 

 

 

6. 処理結果をマップに追加したい場合は、結果のデ

ータを右クリック → [マップへ追加] を選択し

ます ❽。 

 

 

7. 各ツールの設定後、[ModelBuilder] タブの [実

行] をクリックして、モデル内のツールをすべて

実行します ❾。 

 

  

❾ 

❻ 

❼ 

❽ 
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7-10. モデルを保存したい 

[解析] タブ → [ModelBuilder] 

[ModelBuilder] タブ → [名前を付けて保存] 

ModelBuilder で作成したモデルを作成者以外がモデル ツールとして実行できるよう構成し、保存します。

モデル ツールとして保存すると、複数のデータやツールを組み合わせたモデルを、単一のジオプロセシング 

ツールのように実行できるため、一連の処理を繰り返し実行する場合に最適です。 

 

モデルの構成 

1. モデルを作成します ❶。 

 

モデルを作成するには → 144 ページ 

 

2. 入出力データのパラメーターを設定します。 

※入出力データは、モデルでは、水色、緑色で表

示されています。 

データを右クリック → [パラメーター] を選択

します ❷。 

パラメーターとして設定されると、「P」が表示

されます。 

 

3. ジオプロセシング ツールのパラメーターを設定

します。 

ジオプロセシング ツールは、モデルでは黄色で

表示されています。 

ジオプロセシング ツールを右クリック → [変数

の作成] → [パラメーターから] において、モデ

ル ツール内でパラメーターとして使用したいも

のを選択します ❸。 

選択したパラメーターがモデルに追加されます。 

 

追加されたパラメーターを右クリック → [パラ

メーター] を選択します ❹。 

「P」が表示されます。 

 

4. 手順 2、3 をパラメーターとして使用したいデ

ータ、ジオプロセシング ツールに対して行いま

す。  

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 
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5. パラメーターの名前を変更します。 

パラメーターとして設定されたデータまたはジオ

プロセシング ツールの変数を右クリック → [名

前の変更] を選択します ❺。 

 

パラメーターは、モデル ツールとして実行する

際に [ジオプロセシング] ウィンドウ内に表示さ

れます。利用する際にわかりやすいように名前を

変更します ❻。 

 

モデルの保存 

6. [ModelBuilder] タブの [保存] → [名前を付け

て保存] をクリックします ❼。 

 

7. [名前を付けてモデルを保存] ウィンドウで、任

意の名前を入力し、[保存] をクリックします 

❽。 

 

 

 

 

 

 モデルの保存場所 

モデルは、ツールボックス (〇〇〇.atbx) 内に保存できます。 

デフォルトでは、プロジェクトの中に自動的に作成される 

ツールボックスに保存されます。 

 

別の場所に保存したい場合は、[カタログ] ウィンドウにおいて、 

フォルダーまたはジオデータベースを右クリック → [新規作成] → 

[ツールボックス] を選択して、新しいツールボックスを作成し、モデルを 

保存する際に、作成したツールボックスを保存先に選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

❽ 

❺ 

❼ 

デフォルトの保存場所 

ツールボックスの新規作成 モデルの保存 

❻ 
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7-11. モデルを利用したい 

[カタログ] ウィンドウ → ツールボックス内のモデルをダブルクリックし、実行 

保存したモデルは、[カタログ] ウィンドウにおいて、ダブルクリックすると、ジオプロセシング ツールのよ

うに実行できます。 

 

モデルの実行 

1. モデルを作成し、保存します。 

 

モデルを作成するには → 144 ページ 

モデルを保存するには → 146 ページ 

 

2. [カタログ] ウィンドウの [ツールボックス] フ

ォルダー → 〇〇〇.atbx または .tbx に保存さ

れたモデルをダブルクリックします ❶。 

[ジオプロセシング] ウィンドウが開きます。 

 カスタム レガシー ツールボックス ファイル (*.tbx) は、3.0 以降では読み取り専用です。*.tbx ファイルは

変更しなくても 3.0 以降で引き続き動作しますが、ツールに変更を加えるには、ツールを *.atbx ファイルにコ

ピーする必要があります。 

3. パラメーターを設定して、ツールを実行します 

❷。  

 

 

 

 

 

 

 

 

モデルの共有 

4. モデルが保存されている 〇〇〇.atbx また

は .tbx ファイルを Windows エクスプローラー

でコピーすることで、他者と共有できます ❸。 

※デフォルトの保存場所は、プロジェクトが保存

されているフォルダー内の 〇〇〇.atbx です。 

 

❶ 

❷ 

  

❸ 
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第 8 章 データの作成・編集 

8-1. 新しくデータを作成したい 

新しく空のデータを作成した後に、その空のデータを編集してデータを入力します。 

 

 

 

 

 

新しくシェープファイルを作成する場合 

1. [カタログ] ウィンドウの [フォルダー] で、シェ

ープファイルを作成したいフォルダーを右クリッ

ク → [新規作成] → [シェープファイル] を選択

します ❶。 

 

 

 

 

2. [フィーチャクラス名] にデータ名を入力します 

❷。 

 

作成したいフィーチャのタイプを [ジオメトリー 

タイプ] ドロップダウン リストから選択します 

❸。 

 

ポリラインでルート データを作成する場合は、

[M 値を含む] ドロップダウン リストから [は

い] を選択します。 

3D データを作成する場合は、[Z 値を含む] ドロ

ップダウン リストから [はい] を選択します 

❹。 

 

[座標系の選択] をクリックしてデータの座標系

を選択します ❺。 

 

[実行] をクリックします ❻。 

 

データが作成されます ❼。 

 

1. データが入っていない空のデータを作成 2. データを入力 

❼ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 

❶ 
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新しいジオデータベースにフィーチャクラスを作成す

る場合 

1. [カタログ] ウィンドウの「データベース」フォ

ルダーを右クリック → [新しいファイル ジオデ

ータベース] を選択します ❶。 

 

 

2. ジオデータベースの場所と名前を入力して、新し

いファイル ジオデータベースを作成します。 

 

 

 

 

3. [カタログ] ウィンドウで、作成したジオデータ

ベースを右クリック → [新規] → [フィーチャク

ラス] を選択します ❷。 

 

 

 

[フィーチャクラスの作成] ウィザードの 1 番目

のパネルで [名前] にフィーチャクラス名を入力

します ❸。 

 

[エイリアス] にわかりやすい名前を入力します 

❹。マップにデータを追加すると、このエイリア

ス名が [コンテンツ] ウィンドウに表示されま

す。 

 

[フィーチャクラス タイプ] ドロップダウン リ

ストから作成したいフィーチャ タイプを選択し

ます ❺。 

 

ポリラインでルート データを作成する場合は、

[M 値] チェックボックスをオンにします。 

3D データを作成する場合は、[Z 値] チェックボ

ックスをオンにします ❻。 

 

[次へ] をクリックします ❼。 

❹ 

❺ 

❻ 

❼ 

❸ 

❶ 

❷ 
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2 番目のパネルでデータの属性テーブルにフィー

ルドを追加できます ❽。 

※フィールドは、データ作成後にも追加できま

す。 

 

[次へ] をクリックします ❾。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 番目のパネルで座標系を選択します。 

使用する座標系を検索し、選択します ❿。 

3D データを作成する場合は、鉛直座標系も指定

します。 

 

[次へ] をクリックします ⓫。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❿ 

⓫ 

❽ 

❾ 
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4 番目のパネルでは許容値を、5 番目のパネルで

は座標精度を、最後のパネルではコンフィグレー

ションを設定します。通常はデフォルト設定のま

まにします。 

 

最後のパネルで [完了] をクリックします ⓬。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データが作成されます ⓭。 

 

 

 

 

 

 フィーチャクラスの名前には、数字から始まる名前は入力できません。また、”_” (アンダーバー) 以外の特殊文

字を含めることができません。特殊文字を使用したい場合は、[エイリアス] に入力します。 

 フィーチャ データセット 

フィーチャ データセットを作成し、その中に 

フィーチャクラスを作成すると、同じ座標系の 

データをまとめることができます。 

 

 

 

 

 

⓭ 

⓬ 
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 座標精度 

フィーチャクラスに格納される図形の座標値の最小単位を「座標精度」と呼びます。デフォルト値では地理座標

系の場合 0.000000001 度 (0.0000036 秒)、投影座標系の場合 0.0001 メートルが設定されます。ほとんどの場

合、このデフォルト値で適切な座標精度を保持できますので、デフォルト値を使用することをお勧めします。 

 XY 許容値 

ArcGIS において空間的な処理を行う際に用いられる座標間の最小距離を「XY 許容値」と呼びます。主にフィ

ーチャ間の空間的位置関係を判断するときに使用され、この許容値内にある頂点は同一であるとみなされます。

デフォルト値は座標精度の 10 倍の値 (メートル単位であれば、0.001 メートル) が設定されます。これはほと

んどの場合においての推奨値です。設定できる最小値は座標精度の 2 倍の値です。 

 

空のデータを編集してデータを入力する 

1. 新しく作成した空のデータをマップに追加します 

❶。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

 

 

 

2. [編集] タブの [作成] をクリックします ❷。 

[フィーチャ作成] ウィンドウが表示されます。 

 

3. [フィーチャ作成] ウィンドウ内で入力したいデ

ータをクリックします ❸。 

 

作図ツールをクリックします ❹。 

 

マップ上をクリックしながら作図します ❺。 

 

任意の形状を作図するには → 160 ページ 

 

必要に応じて属性値を入力します。 

 

属性の値を手動で入力するには → 215 ページ 

 

4. データの編集を保存します。 

 

編集を保存するには → 155 ページ 

❸ 

❹ ❺ 

❶ 

❷ 
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 すべての編集ツールで共通のキーボード ショートカット 

データの編集時に使用可能なキーボードのショートカットはさまざまあります。これらを組み合わせて、無駄な

手間を省いて編集作業を行えます。リボンの [ヘルプ] タブにある [キーボード ショートカット] ボタンから

[キーボード ショートカット] ウィンドウを開くと、ショートカット キーの検索および、追加、削除、キーの変

更などのカスタマイズをすることも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [編集を有効/無効にする] オプションとワークスペースの指定 

[編集] タブの [編集の管理] グループの右下にある [編集オプション] ランチャー  をクリックし、[セッシ

ョン] 項目で [編集] タブで編集を有効/無効にする] チェックボックスをオンにすると、[編集] タブに [編集の

有効化] ボタンを表示することができます。[複数のワークスペースの編集セッション] ボタンを選択した場合

は、マップに追加しているデータのワークスペースにかかわらず編集ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

マップに追加されているデータが複数のワークスペースにまたがっている場合、[1 つのワークスペースの編集

セッション] を選択することで編集するワークスペースを指定することができます。編集を開始する際は、[ワー

クスペースの選択] ウィンドウが表示されるので、編集したいワークスペースを選択して [OK] をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【デフォルトのショートカット キー例】 
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8-2. 編集を保存したい 

[編集] タブ → [保存] 

 

1. [編集] タブの [保存] をクリックします ❶。 

 

 

 

2. [編集の保存] ダイアログで、[はい] をクリック

します ❷。 

[編集の表示] をクリックすると、編集を行った

データを確認することができます。 

 

3. 編集を破棄したい場合は、[編集] タブの [破棄] 

をクリックします ❸。 

 元に戻す / やり直し 

編集した内容を元に戻すには、リボンのクイック アクセス ツールバーの [元に戻す]  をクリックします

(ただし一度保存または破棄された内容は元に戻せません)。元に戻した内容をやり直すには、[やり直し]  

をクリックします。各ボタンの横の矢印をクリックすると、複数の操作にわたって元に戻す / やり直しを行う

ことができます。 

ショートカット キー 

[元に戻す] は、キーボードで Ctrl + Z キーを押します。 

[やり直し] は、キーボードで Ctrl + Y キーを押します。 

 [編集の保存] ダイアログの非表示 

編集を保存するときに、このダイアログを出さずに保存したい場合は、[編集の保存] ダイアログで [今後、この

ダイアログを表示しない] チェックボックスをオンにするか、[編集] タブの [編集の管理] グループの右下にあ

る [編集オプション] ランチャー  をクリックし、[セッション] 項目で、[編集の保存を確認するダイアログ

を表示] チェックボックスをオフにします。 

また、編集オプションでは、編集の自動保存やその他の編集に関する設定を行うことができます。 

 編集ステータス 

[編集] タブの [ステータス] をクリックすると、現在 

プロジェクトに追加されているレイヤーの編集ステータスを 

確認することができます。 

 

 

 

 

 

❸ ❶ 

❷ 
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 フィーチャ テンプレート 

編集を行う [フィーチャ作成] ウィンドウに表示されるレイヤーを 

[フィーチャ テンプレート] と呼びます。編集対象レイヤーをテン 

プレートから選択できます。 

 

フィーチャ テンプレートには、フィーチャの編集を効率的に行うた 

めの設定 (作図時に自動的に選択されるデフォルトの作図ツールや 

デフォルトで入力される属性など) があります。 

 

 

 

 グループ テンプレート 

ポリゴンとライン、ポリゴンとポイントなど、複数のフィーチャ  

テンプレートを組み合わせてグループ テンプレートを作成するこ 

とができます。グループ テンプレートを使用することで、一度の 

操作で複数のフィーチャを作図することができます。 

 

 

 

 

 

 [フィーチャ作成] ウィンドウに編集対象のデータが表示されない場合 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤー表示のチェックボックスがオンになっていない場合は、[フィーチャ作成] 

ウィンドウにも表示されません。また、表示縮尺を設定している場合やレイヤーのシンボルを表示する縮尺を設

定している場合は、作図を行ってもマップ上に表示されない可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レイヤーにチェックが入っているか、確認し、 

チェックボックスをオンにしてレイヤーを表示します。 

ここをクリックすると、リ

ストに表示されていない

レイヤーとその理由を確

認できます。 

表示縮尺を設定している場合や

シンボルの縮尺設定をしている

場合は、作図を行っても表示さ

れない場合があります。 
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8-3. データの形状エラーを確認・修正したい 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [データ管理ツール] → [フィーチャ] → [ジ

オメトリーのチェック] / [ジオメトリーの修正] 

各種データの処理が正常に実行されない場合は、データの形状に何らかの問題がある可能性があります。その

ような場合の対処法として、データの形状に関するエラーの検出と修正を行います。 

 

データの形状の問題を検出する場合 

1. [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボッ

クス] タブ → [データ管理ツール] → [フィーチ

ャ] → [ジオメトリーのチェック] をクリックし

ます ❶。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

 

2. [入力フィーチャ] でジオメトリーのチェックを

行いたいデータを追加します ❷。 

 

[出力テーブル] に任意の名前を入力します ❸。 

 

[検証方法] ドロップダウン リストから [Esri] 

または [OGC] を選択します ❹。 

 

[実行] をクリックします ❺。 

 

3. [コンテンツ] ウィンドウに出力されたテーブル

を選択し、[スタンドアロン テーブル] タブの 

[開く] をクリックします ❻。 

 

問題が検出された場合は、対象フィーチャのレコ

ードが作成され、問題の原因が「PROBLEM」フ

ィールドに表示されます ❼。 

 

問題が検出されなかった場合は、テーブルにレコ

ードは追加されません。 

  

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 

❼ 

❶ 
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データの形状の問題を修正する場合 

1. [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボッ

クス] タブ → [データ管理ツール] → [フィーチ

ャ] → [ジオメトリーの修正] をクリックします 

❶。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

2. [入力フィーチャ] でジオメトリーの修正を行い

たいデータを追加します ❷。 

 

[検証方法] ドロップダウン リストから [Esri] 

または [OGC] を選択します ❸。 

 

[ジオメトリーの修正] ツールの実行により、入

力データが上書きされます。元の状態を保持して

おく必要がある場合は、ツールを実行する前にデ

ータをコピーしてバックアップを取ってくださ

い。または、マップにデータを追加している場

合、[元に戻す] を有効化することができます 

❹。有効化すると、ツール実行時に編集状態にな

り、ツール実行後に編集を破棄すればデータは元

の状態に戻ります。 

 

[実行] をクリックします ❺。 

 

3. 処理が終了したら [詳細の表示] をクリックし 

❻、メッセージを確認します ❼。マップにデー

タが追加されている場合、[ジオメトリーの修正] 

ツール上部で [編集の保存] が表示されるので、

問題がなければ、クリックして編集を保存します 

❽。 

 

  

❷ 

❸ 

❺ 

❹ 

❽ 

❻ 

❼ 

❶ 
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8-4. 任意の形状を作図したい 

[フィーチャ作成] ウィンドウで作図するフィーチャを選択 → [ライン]、[ポリゴン] 

[ライン]、[ポリゴン] 作図ツールを使用して、任意の形状のラインやポリゴンを作図します。 

 

1. マップにデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [編集] タブの [作成] をクリックします ❶。 

 

 

3. 作図するフィーチャのテンプレートをクリックし

ます ❷。 

 

選択したデータに対して、使用可能な作図ツール

がテンプレートの下に表示されるので、ラインを

任意の形状で作図する場合は [ライン] をクリッ

クし ❸、ポリゴンを任意で作図する場合は [ポ

リゴン] をクリックします ❸。 

 

ラインの場合 

4. マップ上でラインの始点となる場所をクリックし

ます ❹。 

 

マウスを動かし、クリックして頂点を追加します 

❺。 

 

最後の頂点でダブルクリックするか、キーボード

の F2 キーを押して作図を終了します ❻。 

 

 

  

ラインの場合 

❷ 

❸ ポリゴンの場合 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❶ 

❻ 



第 8 章 データの作成・編集 

160 

ポリゴンの場合 

4. マップ上でラインの始点となる場所をクリックし

ます ❹。 

 

マウスを動かし、クリックして頂点を追加します 

❺。 

 

最後の頂点でダブルクリックするか、キーボード

の F2 キーを押して作図を終了します ❻。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. データの編集を保存します。 

 

編集を保存するには → 155 ページ 

 スナップ 

スナップとは、作図中にマウス ポインターを既存フィーチャの図形要素 (頂点や線分など) に近づけたとき

に、その要素にポインターが吸い寄せられる機能です。これにより、正確に作図できます。 

 

スナップを有効にするには、[編集] タブの [スナップ] をクリックするか、マップ下部のステータス バーで 

[スナップ] をクリックします。初期設定では、スナップは無効になっています。有効にすると、ポイント、頂

点、端点 (線分の始点と終点)、エッジ (線分) に自動的にスナップするようになります。[編集] タブの [スナ

ップ] ドロップダウン リストやステータス バーの [スナップ] にマウス カーソルを合わせるとスナップの設定

を行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スナップをオフ 

作図中にスペース キーを押すと、一時的にスナップの全設定をオフにできます。 

マウス ポインターをフィーチャに近づ

けると、ポインターがスナップ対象の要

素 (左図の場合は頂点) のシンボルに

変わり、スナップ対象の情報が表示され

ます。 

❹ 

❺ 

❻ 
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 パラメーター設定による図形の作図 

図形の作図中に右クリックすると、作図の詳細な設定ができるメニューが表示されます。 

 

これらの機能は任意の値 (長さや XY の値など) を設定したり、別の線分に平行または垂直な線分を作図したり

できるため、正確な形状を作図する場合に便利です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 線分のさまざまな作図方法 

[ライン] や [ポリゴン] 作図ツールを使用し、クリックして図形の頂点を作成するとき、通常は頂点の間に直線

セグメントが作成されます。編集ツールのコマンドが格納されている、[編集] ツールバーからさまざまな線分の

作図方法を使用すると、直線以外にも曲線や既存の線分に基づいた線分を作成できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  [円弧セグメント] ツール   [ベジェ曲線セグメント] ツール          [直角] ツール            [編集] ツールバー 

 線分 (エッジ) 

2 つの頂点を結ぶ直線、または曲線部分を 

線分またはエッジと呼びます。 

 

 

 

  

線分 
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8-5. 円・四角形を作図したい 

[フィーチャ作成] ウィンドウで作図するフィーチャを選択 → [円]、[四角形]  

[円]、[四角形] 作図ツールを使用して、円または四角形を作図します。 

 

1. マップにデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [編集] タブの [作成] をクリックします ❶。 

 

 

 

3. 作図するフィーチャのテンプレートをクリックし

ます ❷。 

 

選択したデータに対して、使用可能な作図ツール

がテンプレートの下に表示されるので、円を作図

する場合は [円] をクリックし ❸、四角形を作

図する場合は [四角形] をクリックします ❸。 

 

円の場合 

4. マップ上で円の中心となる場所をクリックします 

❹。 

 

中心点から外側へ向かってマウスを動かすと、円

の内側に半径を表す線が表示されます ❺。 

 

円の大きさを調整し、再度クリックして円の作図

を終了します ❻。 

  

❶ 

❷ 

❸ 四角形の場合 

❹ 

❻ 

❺ 

❷ 

❸ 円の場合 
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四角形の場合 

4. マップ上で四角形の最初の角となる場所をクリッ

クします ❹。 

 

マウスを動かして四角形の向きを決め、クリック

します ❺。 

 

再びマウスを動かして四角形の大きさを調整し、

再度クリックして四角形の作図を終了します 

❻。 

 

 

 

 

 

 

 

5. データの編集を保存します。 

 

編集を保存するには → 155 ページ 

 作図ツールのキーボード ショートカット 

作図ツールを使用する際、キーボードのショートカットを使用できます。ショートカットを活用すると、より効

率的な作業を行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

❹ 

❺ 

❻ 
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8-6. 穴の開いた図形 (ドーナツ ポリゴン) を作図したい 

作図中に右クリック → [パートの完了] / [編集] タブ → 編集ツール ギャラリー → [クリップ] 

ポリゴンの一部をくり抜いた穴あきポリゴンを作成します。 

 

1. マップにデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [編集] タブの [作成] をクリックします ❶。 

 

新しく作成するポリゴンに穴を開ける方法 

3. [フィーチャ作成] ウィンドウ内で、作図するフ

ィーチャのテンプレートをクリックします ❷。 

 

4. 選択したデータに対して、使用可能な作図ツール

がテンプレートの下に表示されるので、任意のツ

ールを選択します ❸。 

 

5. 穴あきポリゴンの外側の部分を作図します ❹。 

 

外側部分の最後のポイントを入力した直後に右ク

リック → [パートの完了] を選択します ❺。 

 

ポリゴンの頂点が緑で表示された状態で、外側部

分のポリゴンが作成されます ❻。 

 

6. 内側部分を作成します。 

 

作図が終了したら、ダブルクリックまたは右クリ

ック → [完了] を選択します ❼。 

 

作成したポリゴンは、内部をくり抜いた形状にな

ります ❽。 

 

7. データの編集を保存します。 

 

編集を保存するには → 155 ページ  

❷ 

❹ 

❸ 

❺ 

❻ 

❶ 

❼ 

❽ 
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すでに作成済みのポリゴンに穴を開ける方法 

3. 開けたい穴の形状に従って、[フィーチャ作成] 

ウィンドウ内の作図ツールのいずれかを選択しま

す ❶。 

 

 

 

4. 作成済みのポリゴンの上に、開けたい穴の形状で

ポリゴンを作図します ❷。 

 

 

 

 

5. 作成したポリゴンが選択されている状態 (水色で

表示) で、[編集] タブの編集ツール ギャラリー

から [クリップ] を選択します ❸。 

 

 

 

 

6. [バッファー距離] を「 0 」にし ❹、[フィーチ

ャをクリップしたとき] の設定で [破棄 (残余)] 

を選択します ❺。[編集可能なすべてのフィーチ

ャをクリップ] チェックボックスをオンにし 

❻、[クリップ] をクリックします ❼。 

 

 

 

 

 

7. 開けたい穴の形状のポリゴンが選択されている状

態で、[編集] タブの [削除] をクリックします。 

ポリゴンに穴が開きます ❽。 

 

8. データの編集を保存します。 

 

編集を保存するには → 155 ページ 

 

❶ 

❷ 

❹ 

❺ 

❼ ❻ 

❽ 

❸ 
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8-7. 隣接する図形 (ポリゴン) を隙間がないように作図したい 

[フィーチャ作成] ウィンドウで作図するフィーチャを選択 → [自動完成ポリゴン] 

[自動完成ポリゴン] ツールを使用して、他のポリゴンと重なりや隙間なく隣接するポリゴンを作図します。 

 

1. マップにデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [編集] タブの [作成] をクリックします ❶。 

 

 

 

 

3. 作図するフィーチャのテンプレートをクリックし

ます ❷。 

 

選択したデータに対して、使用可能な作図ツール

がテンプレートの下に表示されるので、[自動完

成ポリゴン] をクリックします ❸。 

 

 

 

4. 同じデータの既存のポリゴンの境界線上または既

存のポリゴンの内側をクリックして、作図を開始

します。 

 

クリックするたびにポリゴンの頂点が作成されま

す。 

 

  

❶ 

❷ 

❸ 
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5. 既存のポリゴンの境界線上または既存のポリゴン

の内側でダブルクリックするか、キーボードの 

F2 キーを押して、ポリゴンの作図を終了します 

❹。 

 

 

 

 

他のポリゴンとの間に隙間や重なりが生じること

なく、ポリゴンが作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

6. ポリゴンの作図に失敗した場合は、リボンのクイ

ック アクセス ツールバーの [元に戻す]  

をクリックして、ポリゴンの作図前の状態に戻す

ことができます。 

 

ポリゴンを削除する場合は、作図したポリゴンが

選択された状態で、[編集] タブの [削除] をクリ

ックするか ❺、キーボードの Delete キーを押

します。 

 

 

 

 

7. データの編集を保存します。 

 

編集を保存するには → 155 ページ 

 

  

❹ 

❺ 
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8-8. 他の図形の線分を参照して図形を作図したい 

[フィーチャ作成] ウィンドウで作図するフィーチャを選択 → [トレース] 

[トレース] 作図ツールを使用して、他の図形の線分を参照して作図します。 

 

1. マップにデータを追加します ❶。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

※ここでは、新規埋立地ポリゴン (緑色) の境界

をトレースして行政界ポリゴン (ピンク色) の形

状を変更します。 

 

 

2. [編集] タブの [選択] をクリックして、トレース

したいポリゴンを選択します ❷。 

 

※ここでは、新規埋立地ポリゴン (緑色) を選択

します。 

 

3. [編集] タブの [作成] をクリックします ❸。 

 

 

4. 作図するフィーチャのテンプレートをクリックし

ます ❹。 

 

選択したデータに対して、使用可能な作図ツール

がテンプレートの下に表示されるので、[トレー

ス] をクリックします ❺。 

 

 

5. マップ上で右クリック → [トレース オプショ

ン] を選択するか、キーボードの O (オー) キー

を押します。 

 

[トレース オプション] ダイアログの [選択した

フィーチャのみトレース] チェックボックスをオ

ンにし ❻、[OK] をクリックします ❼。  

❶ 

❷ ❸ 

❹ 

❺ 

❻ 

❼ 
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6. トレースを開始する地点をクリックします ❽。 

マウスを動かして図形をトレースし、トレースを

終了する位置でクリックします ❾。 

キーボードの F2 キーを押してスケッチを完了し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

作図したポリゴンを既存のポリゴンに統一したい

場合は、[編集] タブの編集ツール ギャラリーか

ら [マージ] を選択します。 

マージする対象のフィーチャも選択したら、[マ

ージ] をクリックします。 

 

7. データの編集を保存します。 

 

編集を保存するには → 155 ページ 

 [トレース] を利用する別の例：道路の中心線に沿って 2m オフセットした位置に水道管データを新規作成する 

 

1. 道路の中心線 (ライン) のデータと、水道管 (ライン) のデータをマップに追加します。 

2. [フィーチャ作成] ウィンドウで「水道管」レイヤーを選択します。 

3. [トレース] 作図ツールをクリックし、参照する道路線分を 

 クリックします。 

 

4. マップ上で右クリック → [トレース オプション] を選択します 

 ※キーボードの O (オー) キーを押して [トレース オプション] を 

  開くことができます。 

5. [オフセット] に「2」と入力し、[OK] をクリックします。 

 

6. トレースを実行します。 

 

 

7. 道路の反対側も作成する場合は、Tab キーを押します (または、 

 [オフセット] に「-2」と入力します)。 

 

 

  

❽ ❾ 
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8-9. 図形の形状を変更したい 

[編集] タブ → 編集ツール ギャラリー → [頂点の編集] 

フィーチャの頂点を移動、追加、削除して、形状を変更します。 

 

1. マップにデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [編集] タブの編集ツール ギャラリーから [頂点

の編集] を選択します ❶。 

 

 

 

 

3. マウス カーソルが選択ツールに変更されるの

で、修正したいフィーチャをマップ上でクリック

すると、[編集] ツールバーが表示され、各頂点

が表示されます ❷。 

 

4. 動かしたい頂点の上にポインターを置くと、ポイ

ンターが  に変わるので、クリックしたままド

ラッグして形状を変更します ❸。 

 

5. 頂点を追加するには、追加したい場所で右クリッ

ク → [頂点の追加] を選択するか ❹、[編集] ツ

ールバーの [追加] をクリックして追加したい場

所をクリックします ❺。 

 

頂点を削除するには、削除したい場所で右クリッ

ク → [頂点の削除] を選択するか ❻、[編集] ツ

ールバーの [削除] をクリックして、削除したい頂

点をクリックします ❼。または、ドラッグして囲

むと頂点をまとめて削除できます ❽。 

 

  

❹ 

❻ 

❶ 

❷ ❸ 

❽ 

❺ ❼ 
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6. 形状の変更が終了したら、右クリック → [完了] 

を選択します ❾。 

 

キーボードの F2 キーを押すか、[編集] ツール

バーの [完了] をクリックしてもスケッチを終了

できます。 

 

7. データの編集を保存します。 

 

編集を保存するには → 155 ページ 

 フィーチャの形状変更ツール 

図形データの形状は、[編集] タブの編集ツール ギャラリーにある、[形状変更] ツールでも変更することがきま

す。 

 

1. [編集] タブの編集ツール ギャラリーから [形状変更] 

 を選択します ❶。 

 

 

 

 

 

2. 修正したいフィーチャをマップ上でクリックします。 

 

3. 変更したい形状に描画します ❷。 

 

 

 

 

4. 変更が終了したら、ダブルクリックまたは 

   右クリック → [完了] を選択します。 

   キーボードの F2 キーを押しても、スケッチを 

   終了できます。 

 

5. 形状が変更されます ❸。 

 

 

 

 

  

❾ 

❶ 

❷ 

❸ 
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8-10. 図形をコピーしたい 

[編集] / [マップ] タブ → [コピー] / [貼り付け] 

[編集] タブ → 編集ツール ギャラリー → [垂直方向に複製]  

選択したフィーチャを任意のレイヤーにコピーします。選択したフィーチャを平面でコピーする方法と垂直に

コピーする方法があります。 

 

平面でコピーする場合 

1. マップにコピー元とコピー先となるデータを追加

します ❶。 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

※ここでは、堅ろう建物 (灰色のポリゴン) のレ

イヤーに、別のレイヤーから部分的に建物フィー

チャ (オレンジ枠のポリゴン) をコピーして追加

します。 

 

2. コピー元となるフィーチャを選択します。 

手動で選択するには → 109 ページ 

 

3. [編集] タブまたは [マップ] タブの [コピー] を

クリックします ❷。 

 

4. [編集] タブまたは [マップ] タブの [貼り付け] 

ドロップダウン リストから [形式を選択して貼

り付け] を選択します ❸。 

 

5. [形式を選択して貼り付け] ダイアログで、コピ

ー先のデータのテンプレートを選択し、[OK] を

クリックします ❹。 

 

6. フィーチャがコピー先のレイヤーにコピーされま

す ❺。 

 

7. データの編集を保存します。 

編集を保存するには → 155 ページ 

 

 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 
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垂直にコピーする場合 

1. 3D マップに Z 値を持ったデータを追加します 

❶。 

 

3D マップを作成するには → 88 ページ 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

 

2. [編集] タブの編集ツール ギャラリーから [垂直

方向に複製] を選択します ❷。 

 

3. コピーしたいフィーチャを選択します。 

 

4. コピーしたい垂直方向のオフセット (距離) と複

製回数を設定し ❸、[複製] をクリックします 

❹。 

 

垂直方向にフィーチャがコピーされます ❺。 

 

5. 編集を保存します。 

 

編集を保存するには → 155 ページ 

 配列ツール 

編集ツール ギャラリーにある [配列] ツール       

を使用すると、任意の個数で行 (南北)、列 (東西)、 

レベル (垂直) 方向での複製が可能です。オフセット値 

や角度を指定することで配置間隔も設定可能です。 

また、ハンドルを使用して対話的に配置間隔を設定 

することも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

コピー元の建物ポリゴン コピー元から行、列、レベルで 

それぞれ複製されたポリゴン 

❶ 

❺ 

❸ 
❹ 

❷ 
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8-11. 図形の形状を簡略化・平滑化したい 

[編集] タブ → 編集ツール ギャラリー → [ジェネラライズ] 

ラインやポリゴンの頂点を間引いて形状を簡略化したり、頂点を挿入して形状を平滑化したりします。 

 

 

 

 

 

1. マップにデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [編集] タブの編集ツール ギャラリーから [ジェ

ネラライズ] を選択します ❶。 

 

 

 

3. [ラインまたはポリゴン フィーチャの選択] をク

リックして、簡略化または平滑化したいフィーチ

ャを選択します ❷。 

 

 

 

 

簡略化する場合 

4. [方法] で [単純化] を選択します ❸。 

[最大許容オフセット] に値を入力します ❹。 

[最大許容オフセット] では、頂点の間引きの程

度を制御します。 

[プレビューの表示] チェックボックスは、デフ

ォルトでオンになっています ❺。 

オンにすると、実行後の形状をプレビュー表示す

ることができます ❻。 

 

5. [ジェネラライズ] をクリックします ❼。 

ラインが単純化されます。 

  

簡略化の例 平滑化の例 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ ❼ 

❻ 



第 8 章 データの作成・編集 

175 

平滑化する場合 

4. [方法] で [スムージング] を選択します ❸。 

[最大許容オフセット] に値を入力します ❹。 

[最大許容オフセット] では、平滑化の程度を制

御します。 

[プレビューの表示] チェックボックスは、デフ

ォルトでオンになっており、実行後の形状をプレ

ビュー表示することができます ❺。 

 

5. [ジェネラライズ] をクリックします ❻。 

ラインが平滑化されます。 

 

6. 編集を保存します。 

編集を保存するには → 155 ページ 

 

 共有エッジの簡略化・平滑化 

マップ トポロジーを有効にすることで、[ジェネラライズ] ツールを使用し、共有エッジを簡略化または平滑化

できます。 

 

1. [編集] タブの [トポロジー] ドロップダウン リストから 

 [マップ トポロジー] を選択し、マップ トポロジーを有効 

 化します。 

 

 

 

 

2. 本文の手順で、[ジェネラライズ] ツールを使用し、 

 簡略化または平滑化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

簡略化 

[単純化] を選択 

平滑化 

[スムージング] を選択 

❸ 

❹ 

❻ ❺ 

❺ 
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8-12. 隣接する図形 (ポリゴン) の境界線を変更したい 

[編集] タブ → 編集ツール ギャラリー → [形状変更] → [エッジ] タブ 

複数のフィーチャが隣接した状態のまま、境界線の形状を一度に変更します。 

 

 

 

 

 

1. マップにデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [編集] タブの [トポロジー] ドロップダウン リ

ストから [マップ トポロジー] を選択します 

❶。 

 

 

3. [編集] タブの編集ツール ギャラリーから [形状

変更] を選択します ❷。 

 

 

 

 

4. [エッジ] タブをクリックします ❸。 

 

 

 

 

 

 

5. [1 つ以上のエッジを選択] をクリックし、変更

したい境界線をクリックします ❹。 

 

  

❶ 

❸ 

❷ 

❹ 
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6. 境界線を変更したい形状にデジタイズします 

❺。 

 

デジタイズが終了したら、ダブルクリックまた

は、右クリック → [完了] を選択します。 

 

キーボードの F2 キーを押しても、スケッチを終

了できます。 

 

 

 

 

 

 

 

7. データの編集を保存します。 

 

編集を保存するには → 155 ページ 

 

 共通の頂点の変更 

1. [編集] タブの編集ツール ギャラリーから [頂点の編集] を選択します。 

 

2. [エッジ] タブをクリックします。 

 

3. [エッジまたはノードの選択] をクリックして、 

   変更したい境界線をクリックします。 

 

4. 各頂点が表示されるので、頂点を変更します。 

 

   図形の形状を変更するには → 170 ページ 

 

5. 頂点の変更が終了したら、右クリック → [完了] を選択します。 

   キーボードの F2 キーを押しても、スケッチを終了できます。 

  

❺ 
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8-13. 2 つのデータの重複する領域を除去したい 

[編集] タブ → 編集ツール ギャラリー → [クリップ] 

フィーチャ同士が重なっている領域を削除します。 

 

1. マップにデータを追加します ❶。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

※ここでは、行政界ポリゴン (茶色) のうち、水

域ポリゴン (青色) と重なっている部分を削除し

ます。 

 

 

 

2. [編集] タブの編集ツール ギャラリーから [クリ

ップ] を選択します ❷。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 重なっているフィーチャを選択します ❸。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❶ 

❷ 

❸ 
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4. [バッファー距離] を「0」にし ❹、[フィーチャ

をクリップしたとき] の設定で [破棄 (残余)] を

選択します ❺。 

 

5. [クリップ] をクリックします ❻。 

 

 

 

 

 

 

 

重なっている領域が削除されます ❼。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 編集を保存します。 

 

編集を保存するには → 155 ページ 

  

❹ 

❺ 

❻ 

❼ 
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8-14. マップ上でデータの位置合わせをしたい 

[編集] タブ → 編集ツール ギャラリー → [座標補正] 

他のデータを参考にしてデータの位置合わせをするには、座標補正を使用します。座標補正は、データの位置

合わせをする機能です。 

 

1. マップにデータを追加します ❶。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

※ここでは、正しい位置にあるデータ (建物およ

び道路) と、位置合わせをしたいデータを追加し

ます。 

 

 

2. [編集] タブの編集ツール ギャラリーから [座標

補正] を選択します ❷。 

 

 

 

 

 

 

3. 位置合わせを行いたいデータのみ選択します 

❸。 

 

データを選択するには → 106 ページ 

 

  

❶ 

❸ 

❷ 
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4. [変換方法] で [アフィン] を選択します ❹。 

 

 

 

 

5. [新しいリンクの追加] をクリックします ❺。 

 

移動元の箇所をクリックし、次に移動先の箇所を

クリックして、移動リンクを作成します ❻。 

 

アフィン変換の場合、3 つ以上のリンクが必要な

ため、この操作を繰り返し、3 つ以上の移動リン

クを作成します。 

 

 

 スナップ 

スナップを有効にすることで、正確な移動リンクを作成することができます。 

 

スナップを有効にするには → 160 ページ 

6. [座標補正] をクリックします ❼。 

 

 

 

 

 

 

7. データが移動します ❽。 

 

8. データの編集を保存します。 

 

編集を保存するには → 155 ページ 

 

  

❻ 

❼ 

❽ 

❹ 

❺ 
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8-15. 複数データ間の形状のズレを自動で修正したい 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [データ管理ツール] → [フィーチャクラス] 

→ [インテグレート] 

複数のデータ間の形状のズレを一括で一致させたい場合は、[インテグレート] ツールを使用します。 

[インテグレート] ツールを実行すると、許容範囲内にある頂点が同一の位置に移動して、形状が一致します。 

 

 

 

1. マップに同一の形状にしたいデータを 2 つ以上

追加します ❶。 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [解析] タブの [ツール] から [ジオプロセシン

グ] ウィンドウを開き、[ツールボックス] タブ 

→ [データ管理ツール] → [フィーチャクラス] 

→ [インテグレート] をクリックします。 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

3. [入力フィーチャ] ドロップダウン リストから形

状を一致させたいデータを選択します ❷。 

 

[ランク] で、どのデータの形状を優先的に維持

させるかを数値で指定します ❸。数値が小さい

順に優先され、1 は、2 よりも上位ランクです。 

 

[環境] タブで、XY 許容値を指定します ❹。 

 

[インテグレート] ツールを実行すると、入力デ

ータが上書きされます。上書き前に戻したい場合

は、ツールを実行する前にデータをコピーしてバ

ックアップを取る、または[元に戻す] を有効に

します❺。有効化すると、ツールの実行時に編集

状態になり、実行後であっても編集を破棄すれ

ば、データを元に戻すことができます。 

 

[実行] をクリックします ❻。 

❶ 

❷ 

❸ 

❺ ❻ 

❹ 
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4. 処理が完了すると、XY 許容値の範囲内に存在す

る頂点が一致します ❼。 

 

[元に戻す] を有効化した場合において問題がな

ければ、[インテグレート] ツール上部の [編集の

保存] をクリックし、編集を保存します。 

 

編集を保存するには → 155 ページ 

 

 

 XY 許容値 

XY 許容値はフィーチャの頂点が一致すると見なされる距離範囲です。XY 許容値が大きすぎると、ラインまた

はポリゴンの形状が崩れる、高いランクに設定したデータの頂点が動いてしまうなど、予期せぬ結果になる場合

があります。エラーを最小限に抑えるには、XY 許容値に可能な限り小さい値を設定する必要があります。修正

したいズレのある箇所があらかじめわかっている場合は、そのズレの距離を計測して XY 許容値を決める方法も

あります。 

 [インテグレート] ツールの利用例 

[インテグレート] ツールは、複数データの形状を一致させる以外に以下のような処理にも利用できます。 

 

・ポリゴン データの微小な隙間や重なりを解消する 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ラインの付近にあるポイントをライン上に配置する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

❼ 

※[インテグレート] ツール

は入力データが 1 つの場合

でも実行できます。 

※ライン データにポイント 

データより高いランクを設定

する必要があります。 
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8-16. 複数データ間の形状のズレを個別に修正したい 

[編集] タブ → 編集ツール ギャラリー → [フィーチャに一致] 

修正対象となる形状を個別に確認しながら修正します。 

 

1. マップにデータを追加します ❶。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

※ここでは、緑地 (緑色) の境界線を敷地 (オレ

ンジ色) の境界線に一致させます。 

 

2. [編集] タブの編集ツール ギャラリーから [フィ

ーチャに一致] を選択します ❷。 

 

 

 

 

 

 

3. [許容値] に数値を入力します ❸。値を入力する

と、配置パスを描画した際に、パスから許容値分

のバッファーが作成されます。このバッファー内

に含まれる部分の形状が変更されます。 

 

[形状をパスに適合] を選択します ❹。 

 

 

4. マップ上で基準となる敷地の境界線をトレースし

ます ❺。 

トレースしたラインから許容値分のバッファーが

作成され、かつ一致させたい緑地の境界を含んで

いることを確認し、右クリック → [完了] を選

択します。 

 

キーボードの F2 キーを押しても、スケッチを終

了できます。 

 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 
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5. [配置] をクリックします ❻。 

 

トレースしたラインに形状が一致します ❼。 

 

6. データの編集を保存します。 

 

編集を保存するには → 155 ページ 

 

 

 エリア 

[エリア] では、トレースしたラインから作成される 

許容値分のバッファーの形状を設定することができます。 

デフォルトでは、[サイド] が [両方]、[エンド] が [丸] に 

設定されているので、必要に応じて変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 特定のフィーチャのみをフィーチャに一致 

デフォルトでは、[選択なしのフィーチャの一致を許可] 

チェックボックスがオンになっています。 

この場合、トレースしたラインから生成されるバッファー内に 

含まれるすべてのフィーチャが一致対象になります。 

特定のフィーチャのみを一致させたい場合は、この 

チェックボックスをオフにし、一致させたいフィーチャを 

選択してから配置パスを描画します。 

 

 

 

 

 

 

  

❼ 

❻ 
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8-17. 図形 (ポリゴン) 間の隙間を埋めたい 

[編集] タブ → 編集ツール ギャラリー → [エッジの一致] 

一方の境界線を他方の境界線に揃えてポリゴン間の隙間を埋めます。 

 

1. マップにデータを追加します ❶。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

※ここでは、左の境界 (ピンク色) を右の境界 (黄

緑色) に一致させます。 

 

2. [編集] タブの [トポロジー] ドロップダウン リ

ストから [マップ トポロジー] を選択します 

❷。 

 

 

 

3. [編集] タブの編集ツール ギャラリーから [エッ

ジの一致] を選択します ❸。 

 

 

 

 

 

4. 左側の境界線上にカーソルを合わせ、左側に実

線、右側に点線を表示させます ❹。 

その状態で、マップ上でクリックすると、左側の

境界線が右側の境界線に一致します ❺。 

 

 

 

 

 

5. データの編集を保存します。 

 

編集を保存するには → 155 ページ 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ ❺ 
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8-18. 図形 (ポリゴン) を分割したい 

[編集] タブ → 編集ツール ギャラリー → [スプリット] 

[編集] タブ → 編集ツール ギャラリー → [分割] 

 

1. マップにデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. 分割したいフィーチャを選択します ❶。 

 

手動で選択するには → 109 ページ 

 

 

任意の場所で分割する場合 

3. [編集] タブの編集ツール ギャラリーから [スプ

リット] を選択します ❷。 

 

 

 

 

 

 

4. [対話的] タブをクリックします ❸。 

対象ポリゴンを横断するように分割するラインを

作図して、ダブルクリックするか、キーボードの 

F2 キーを押して、スケッチを終了します ❹。 

 

 

 

 

5. ポリゴンの境界線と作図したラインが交差する場

所でポリゴンが分割されます ❺。 

 

 

6. データの編集を保存します。 

 

編集を保存するには → 155 ページ 

❶ 

❹ 

❺ 

❷ 

❸ 
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任意の間隔で分割する場合 

3. [編集] タブの編集ツール ギャラリーから [分割] 

を選択します ❷。 

 

 

 

 

 

 

 

4. 分割方法を選択します ❸。右図では、[等幅] を

選択しています。 

 

5. 分割する方向を選択します。[ポリゴン エッジを

選択して方向を設定] をクリックし、分割する方

向を定義するポリゴン エッジを選択します ❹。

マップ上の青い矢印が分割する方向を示していま

す。 

 

6. 分割する値を設定します ❺。[等幅] を選択した

場合は、分割する幅とパート数を設定します。 

 

7. [プレビューの表示] チェックボックスをオンに

すると、分割する前にマップ上で結果を確認でき

ます ❻。 

 

8. [分割] をクリックします ❼。 

 

ポリゴンが分割されます ❽。 

 

 

 

9. データの編集を保存します。 

 

編集を保存するには → 155 ページ 

  

❹ 

❸ 

❺ 

❼ 

❷ 

❽ 

❻ 
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8-19. ラインを分割したい 

[編集] タブ → 編集ツール ギャラリー → [スプリット] 

[編集] タブ → 編集ツール ギャラリー → [分割] 

 

1. マップにデータを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. 分割したいフィーチャを選択します ❶。 

 

手動で選択するには → 109 ページ 

 

任意の場所で分割する場合 

3. [編集] タブの編集ツール ギャラリーから [スプ

リット] を選択します ❷。 

 

 

 

 

 

 

4. [対話的] タブをクリックします ❸。 

ライン上でマウス ポインターを移動し、分割し

たい位置でクリックします ❹。 

 

または、分割したいラインと交差するようにライ

ンを作図します ❺。 

交差するラインを作図したら、ダブルクリックす

るか、F2 キーを押してスケッチを終了します。 

 

ラインが分割されます ❻。 

 

5. データの編集を保存します。 

 

編集を保存するには → 155 ページ 

  

❶ 

❹ 

❺ 

❻ 

❷ 

❸ 
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任意の間隔で分割する場合 

3. [編集] タブの編集ツール ギャラリーから [分割] 

を選択します ❷。 

 

 

 

 

 

 

 

4. 分割方法を選択します ❸。 

右図では、[割合] を選択しています。 

 

分割する方向を選択します ❹。 

 

分割する値を設定します ❺。 

[割合] を選択した場合は、選択した方向から何

パーセントに位置する場所で分割するのか、パー

センテージを設定します。 

 

[プレビューの表示] チェックボックスをオンに

すると、分割する前にマップ上で結果を確認でき

ます ❻。 

 

[分割] をクリックします ❼。 

 

 

 

 

ラインが分割されます ❽。 

 

5. データの編集を保存します。 

 

編集を保存するには → 155 ページ 

  

❷ 

❼ ❻ 

❺ 

❽ 

❸ 

❹ 
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8-20. 緯度経度データからポイントを作成したい 

[マップ] タブ → [データの追加] ドロップダウン リスト → [XY ポイント データ] 

緯度と経度が入力されているテキスト ファイルや Excel データから、ポイント データを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

1. [マップ] タブの [レイヤー] グループから [XY 

テーブル → ポイント] を選択します ❶。 

 

 

 

 

 

2. [入力テーブル] に緯度経度情報を持っているテ

キスト ファイルや Excel データを指定します 

❷。 

 

[出力フィーチャクラス] に任意の名前を入力し

ます ❸。 

 

経度座標値が入力されているフィールドを [X フ

ィールド] に、緯度座標値が入力されているフィ

ールドを [Y フィールド] に指定します ❹。 

 

[座標系の選択] をクリックしてデータの座標系

を選択します ❺。 

 

[実行] をクリックします ❻。 

 

マップにポイント データが追加されます ❼。 

ポイント データ テキスト ファイルや Excel データ 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 

❼ 
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 緯度経度座標値 

[XY テーブル → ポイント] ツールでポイントに変換する場合、座標値の形式は度 (10 進数) である必要があ

ります (度 (10 進数) の表記例: 139.6833,35.6906)。 

度分秒 (60 進数) の座標を 10 進数にするには、次の計算式を使用します: 度 + 分 / 60 + 秒 / 3600 

 度分秒 (60 進数) の座標値形式からポイントを作成 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [データ管理ツール] → [投影変換と座標変換] 

→ [座標表記の変換] ツールを使用すると、度分秒をスペースで区切った形式で座標値を入力したテキスト デー

タ (*.txt、*.csv 等) から、直接ポイント データを作成できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

[座標表記の変換] ツール 入力テーブル例 

(度分秒の値がスペースで区切られている) 

出力データ例 

入力テーブルに、度分秒の値を緯度と経

度の 2 フィールドに分けて入力してい

る場合は、「DMS 2」を選択します。 

「DD 2」を選択すると、出力データの属

性テーブルに、度 (10 進数) に変換され

た座標値フィールドが追加されます。 
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8-21. 住所テーブルからポイントを作成したい 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [ジオコーディング ツール] → [住所のジオ

コーディング] ツール 

[マップ] タブ → [データの追加] ドロップダウン リスト → [テーブルのジオコーディング]  

ArcGIS Online の住所ロケーターを使用して、住所からポイント データを作成します。この方法は、住所デ

ータベースは不要ですが、代わりに、ArcGIS Online のクレジットを消費します。また、インターネットへの

接続が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. ArcGIS Pro から、ArcGIS Online アカウントで

サイン インしておきます ❶。 

 

 

 

 単独使用 (SU) ライセンスや同時使用 (CU) ライセンスをご利用の場合も、ArcGIS Online アカウントでサイ

ン インすることができます。 

 

2. [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボッ

クス] タブ → [ジオコーディング ツール] → 

[住所のジオコーディング] をクリックします 

❷。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

 

  

オフィス名 住所

本社 東京都千代田区平河町2-7-1

札幌オフィス 北海道札幌市中央区北4条西6-1

仙台オフィス 宮城県仙台市青葉区2-15-1

名古屋オフィス 愛知県名古屋市中区丸の内3-17-6

大阪オフィス 大阪府大阪市淀川区宮原2-14-14

福岡オフィス 福岡県福岡市博多区上呉服町10-1

テキスト ファイルや Excel データ ポイント データ 

❶ 

❷ 
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3. [入力テーブル] に住所情報を持ったデータを指

定します ❸。 

[入力住所ロケーター] ドロップダウン リストか

ら [ArcGIS World Geocoding Service] を選択し

ます ❹。 

[入力住所フィールド] ドロップダウン リストか

ら [単一フィールド] を選択します ❺。 

[住所] に住所を持つフィールドを指定します 

❻。 

[出力フィーチャクラス] に任意の名前を入力し

ます ❼。 

必要であれば、以下の設定を行います。 

[国] で [日本] チェックボックスをオンにします 

❽。ここで指定した国に対応したロケーターに限

定して処理を実行できます。 

[優先位置タイプ] を選択します ❾。[ルート検索

の位置] は、道路脇に近い位置にポイントが作成

され、[住所の位置] は、屋根や区画の重心など

にポイントが作成されます。 

[カテゴリ] を設定してロケーターが検索する場

所のタイプを制限します ❿。指定しない場合

は、サポートされているすべてのカテゴリに対し

てジオコーディングが実行されます。 

[出力フィールド] で出力するフィールド数の 

タイプを選択します ⓫。 

 

[クレジットを推定します。] をクリックし、 

消費されるクレジットを確認後、 

[実行] をクリックします ⓬。 

マップにポイントが追加されます ⓭。 

 [マップ] タブ → [データの追加] ドロップダウン リスト → [テーブルのジオコーディング] からも同様の操

作を [テーブルのジオコーディング] ダイアログのガイドに沿って行うことができます。 

 住所のジオコーディングの実行時、1 件あたり 0.04 クレジットを消費します。 

クレジット消費量の詳細については、以下のページをご参照ください。 

https://doc.arcgis.com/ja/arcgis-online/administer/credits.htm 

なお、クレジットを消費せずに住所ジオコーディングを行いたい場合は、住所データベースの購入が必要です。

⓭ 

❸ 

❹ 

❻ 

❼ 

❽ 

❾ 

⓫ 

❺ 

❿ 

⓬ 

https://doc.arcgis.com/ja/arcgis-online/administer/credits.htm
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8-22. ポイントからラインを作成したい 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [データ管理ツール] → [フィーチャ] → [ポ

イント → ライン] 

個々のポイント データを繋いでライン データを作成します。 

 

 

 

 

 

 

1. マップにポイント データを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [解析] タブの [ツール] から [ジオプロセシン

グ] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → 

[データ管理ツール] → [フィーチャ] → [ポイン

ト → ライン] をクリックします ❶。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

3. [入力フィーチャ] にポイント データを指定しま

す ❷。 

 

[出力フィーチャクラス] に出力するラインの名

前を入力します ❸。 

 

ポイント データの属性値ごとにライン データを

作成したい場合は、そのフィールドを [ライン 

フィールド] に指定します ❹。 

 

属性値の昇順でポイントをつなぎたい場合は、そ

のフィールドを [並べ替えフィールド] に指定し

ます ❺。 

 

[実行] をクリックします ❻。 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 
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8-23. ラインから任意の間隔でポイントを作成したい 

[フィーチャ作成] ウィンドウ → [ラインに沿ってポイントを作成] 

選択したライン上に一定間隔で新しいポイント フィーチャを作成します。 

 

1. マップにポイント データおよび参照するライン 

データを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [編集] タブの [作成] をクリックします ❶。 

 

 

3. ポイント データの作図テンプレートを選択し、

[ラインに沿ってポイントを作成] 作図ツールを

選択します ❷。 

 

 

4. 参照するラインを選択します。 

 

[ポイント数]、[均等間隔]、[さまざまな距離] か

ら作図するテンプレートを選択します ❸。 

※ここでは、[均等間隔] を選択し、1,000m ごと

にポイントを作成するように設定しています 

❹。距離を指定してポイントを作成したい場合

は、データの座標系が投影座標系である必要があ

ります。 

 

データを別の座標系に変換するには → 58 ペー

ジ 

 

[作成] をクリックします ❺。 

 

1,000m 間隔でポイントが作成されます ❻。 

 

  

❶ 

❷ 

❻ 

❹ 

❺ 

❸ 
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8-24. インデックス (メッシュ) データを作成したい 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [カートグラフィ ツール] → [マップ シリ

ーズ] → [インデックス フィーチャ (格子状) の作成] 

インデックスとして利用できる格子状のポリゴン データを作成します。 

 

1. マップにインデックス データを作成したい範囲

を定義するデータを追加します ❶。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

※ここでは、埼玉県のインデックス データを作

成するために、埼玉県の行政界データを使用しま

す。 

 

2. [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボッ

クス] タブ → [カートグラフィ ツール] → [マ

ップ シリーズ] → [インデックス フィーチャ 

(格子状) の作成] をクリックします ❷。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

3. [出力フィーチャクラス] に出力するインデック

ス データの名称と保存場所を指定します ❸。 

[入力フィーチャ] のドロップダウン リストか

ら、手順 1 で用意したデータを選択します ❹。 

[入力フィーチャ レイヤーまたはデータセットの

データ範囲にポリゴン グリッドを生成 (オプシ

ョン)] チェックボックスをオフにします ❺。 

 

インデックス データの格子の大きさを入力しま

す。[ポリゴンの幅] と [ポリゴンの高さ] の単位

を指定し、値を入力します ❻。 

必要に応じて、[行数] と [列数] を指定します 

❼。 

 

[実行] をクリックします ❽。 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 

❼ 

❽ 
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インデックス データが作成されます ❾。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 インデックス フィーチャ 

インデックス フィーチャとは、地理データの検索や場所の特定に利用できる四角形のポリゴン群のことです。

インデックス フィーチャは、メッシュ、グリッド、タイル ポリゴンとも呼ばれています。 

 インデックス フィーチャの範囲 

[インデックス フィーチャ (格子状) の作成] ツールの [入力フィーチャ レイヤーまたはデータセットのデータ

範囲にポリゴン グリッドを生成 (オプション)] チェックボックスをオンにすると、[入力フィーチャ] で指定し

たデータと重なるインデックスだけが生成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

❾ 
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8-25. ラインが交差する箇所にポイントを作成したい 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [解析ツール] → [ペアワイズ オーバーレイ] 

→ [ペアワイズ インターセクト] 

ラインとライン、ラインとポリゴンの線分、ポリゴンの線分とポリゴンの線分同士が交差する箇所にポイント

を作成します。 

 

1. マップにデータを追加します ❶。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

 

2. [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボッ 

クス] タブ → [解析ツール] → [ペアワイズ オー

バーレイ] → [ペアワイズ インターセクト] をク

リックします ❷。 

 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

3. [入力フィーチャ] ドロップダウン リストから、

ラインまたはポリゴン データを指定します ❸。 

同じデータ内に格納されているライン (線分) 同

士の場合、[入力フィーチャ] にはそのデータ 1 

つだけ入力します。 

2 つのデータが交差する場合は、データを 2 つ

指定します。 

 

[出力フィーチャクラス] に出力データ名を指定

します ❹。 

 

[出力タイプ] ドロップダウン リストから [ポイ

ント] を選択します ❺。 

 

[実行] をクリックします ❻。 

 

交差する箇所にポイントが作成されます ❼。 

❺ 

❶ 

❸ 

❹ 

❻ 

❼ 

❷ 
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第 9 章 属性情報の操作 

属性テーブルの基礎知識 

属性テーブルは、データに関連する情報 (道路を例とすると、道路名、幅員、制限速度など) を格納していま

す。属性テーブルのレコードを選択すると、連動してマップ上のデータが選択されます。 

 

属性テーブル内における各部の名称 

テーブルは行と列で構成され、すべての行は同じ列を持ちます。ArcGIS では、行はレコードと呼び、列はフ

ィールドと呼びます。各フィールドには、数字、日付、またはテキストなど、特定の種類のデータを格納でき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーブルの整列 

複数のテーブルを上下、左右に整列するには、マウス カーソルを使用してナビゲーションに合わせて移動さ

せる方法があります。 

属性テーブルのタブをクリックした状態のまま、マウスを移動すると、ガイドが表示され、ガイドのマーク

にマウスを合わせるように移動させると、移動先が青色で強調表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーブル (表) 

レコード (行) 

フィールド (列・カラム) セル 

レコード数 
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マウスを離した時点で、テーブルが 1 つのウィンドウの中で上下に並べて表示されるようになります。左右

も同様の方法で整列できます。 

 

 

テーブル ウィンドウにおける選択・表示に関する機能 

テーブル ウィンドウには様々なテーブル操作に特化した機能があります。 

 

・ 対話的なレコードの選択 

レコードの端をクリックして対話的に選択できま

す (選択されたレコードは水色で表示されます)。 

Ctrl キーを押しながらクリックすると複数選択す

ることもできます。 

 

・ コマンドの使用 

 

 

 

❶ 属性条件で選択: 属性に基づいてフィーチャを  

選択します 

❷ 選択セットにズーム: 選択レコードの範囲に 

   ズームします 

❸ 選択セットの切り替え: 

   選択レコードの選択状態が解除され、 

   選択されなかったレコードが選択状態に 

   なります 

❹ 選択セットの解除: 選択状態を解除します 

❺ 選択セットの削除: レコードを削除します 

❻ 選択セットのコピー: 選択レコードをクリップボードにコピーします 

 

上下に整列 左右に整列 

❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❶ 
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・ 選択レコードの表示 

フィーチャが選択されている場合、選択レコ

ードだけをテーブル ウィンドウに表示する

ことができます。 

 

 

 

 

・ ハイライト表示 

選択フィーチャの中からさらに絞り込み選択

したい場合、ハイライト表示 (黄色で表示) 

することができます。 

[選択レコードの表示] に切り替えてから、

レコードの端をクリックすると、ハイライト

されます。 

 

・ 拡大/縮小表示 

属性テーブルは、右下の [+]、[-] ボタン、

拡大率のドロップダウン メニューを使って

表示を拡大/縮小できます。 

 

 

 

 

 

・ 先頭/末尾へ移動 

下の [|◀] [▶|] ボタンを使って、テーブルの

最初のレコードまたは最後のレコードに移動

できます。 
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9-1. 属性情報を一覧表示したい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [データ] タブ → [属性テーブル] 

データの属性情報を一覧表示したい場合に、属性テーブルを開くとすべての情報を見ることができます。 

 

1. データの属性情報を表示するには、[コンテンツ] 

ウィンドウでレイヤーを選択し、[データ] タブ 

の [属性テーブル] をクリックします ❶。 

 

 

 

 

 

2. ウィンドウを閉じるには、テーブルの × ボタ

ンをクリックします ❷。 

 

 

 

 

 

 

 

3. 複数テーブルを同時に表示することもできま

す。別のレイヤーの属性テーブルを手順 1 の方

法で開きます。別のタブに属性が表示されま

す。タブを選択すると、表示を切り替えられま

す ❸。 

 

 

 

 

 

4. 上下、左右に並べて表示するには、タブを右ク

リックし、[新規タブグループを左右に並べる] 

または [新規タブグループを上下に並べる] を選

択します ❹。 

  

❶ 

❹ 

❸ 

❷ 
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9-2. レコードを昇順・降順で並べ替えたい 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [データ管理ツール] → [一般] → [並べ替

え] 

属性テーブルのレコードを昇順、降順で並べ替えしたい場合に使用する機能です。並べ替えの結果は、新しい

データに書き込まれます。 

 

1. [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボッ

クス] タブ → [データ管理ツール] → [一般] → 

[並べ替え] をクリックします ❶。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

 

2. [入力データセット] には、並べ替えたいレコー

ドを持つデータを指定します ❷。 

[出力データセット] には、並べ替えの結果が格

納される新しいデータの出力先を指定します 

❸。 

 

[並べ替えフィールド] には、レコードを並べ替

えるために使用するフィールドを指定し ❹、[並

べ替え方法] には [昇順] または [降順] を選択

します ❺。 

 

[実行] をクリックします ❻。 

 

指定した順序で並べ替えられたレコードを持つ新

しいデータが出力されます。 

 一時的にレコードを昇順・降順で並べ替える 

属性テーブルを開き、並べ替えたいフィールド名を右クリックし、[昇順で並べ替え] または [降順で並べ替え] 

を選択すると、レコードを昇順・降順で並べ替えることができます。この並べ替えられた状態は、一時的なもの

であり、実際のテーブルのレコードは並べ替えられません。並べ替えた状態を保持して再利用する場合は、レイ

ヤー ファイルとして保存します。レイヤー ファイルについて → 19 ページ 

 

 

 

 

  

 

❷ 

❸ 

❻ 
❹ ❺ 

❶ 
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9-3. 新しいフィールドを作成したい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [データ] タブ → [フィールド] → [新しいフィールド] 

 

1. [コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択し、

[データ] タブの [フィールド] をクリックしま

す ❶。 

 

2. [フィールド] タブの [新規] をクリックします 

❷。 

 

 

3. [フィールド名] を入力し、[データ タイプ] を

選択します ❸。 

データ タイプは以下から選択します。 

 

タイプ 説明  タイプ 説明 

Short 短い整数値 (植生タイプなど)  Date 日付と時刻 

Long 長い整数値 (人口などの数量)  Date Only * 日付のみ (2024/1/26 など) 

Big Integer * 全桁数 19 桁の整数値  Time Only * 時刻のみ (12:34:56 など) 

Float 全桁数 6 桁の浮動小数点数  Timestamp Offset * 日付と時刻に UTC オフセットを含む 

Double 全桁数 15 桁の浮動小数点数  BLOB * 長いバイナリ数値列 (アノテーションなど) 

Text 文字列 (名前など)  GUID * 36 文字のレジストリー形式の文字列 

   Raster * ラスター データを GDB に格納 

* ジオデータベースにおいてサポート 

4. [フィールド] タブの [保存] をクリックします 

❹。 

 フィールド名の命名規則 

・スペースおよび特殊文字 (-、()、[]、＄、%、#) はフィールド名で使用できません。基本的に、英数字やア

ンダースコア (_) 以外の文字は使用できません。 

・フィールド名は、数字またはアンダースコア (_) で開始しないでください。 

・スペースや特殊文字を使用したい場合は、フィールド名に別名であるエイリアスを設定できます。エイリアス

はデータベースの制限に従う必要がないため、フィールドに実際の名前よりもわかりやすい名前を付けられます 

(シェープファイルにエイリアスは適用できません)。 

・一意な識別番号が格納されている [OBJECTID] や、[Shape] フィールドなどの一部のフィールドは、ArcGIS 

によって自動的に追加、設定、管理されているため変更できません。 

・シェープファイルの文字コードが UTF-8 の場合、フィールド名は最大で 10 文字 (日本語で 3 文字) で

す。  

❸ 

❶ 
❷ 

❹ 
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9-4. フィールド名を変更したい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [データ] タブ → [フィールド] 

ジオデータベースのテーブルのフィールド名を変更します。 

 

1. [コンテンツ] ウィンドウで変更したいフィール

ドが含まれるレイヤーを選択し、[データ] タブ

の [フィールド] をクリックします ❶。 

 

 

 

 

 

2. [フィールド] ビューにおいて、変更したいフィ

ールドの [フィールド名] をクリックして新しい

フィールド名を入力し、Enter キーを押します 

❷。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. [フィールド] タブの [保存] をクリックして、

フィールド名の変更を確定します ❸。 

 

 

 

 名称変更できるファイル形式 

フィールド名が変更できるのは、ジオデータベースに格納されているテーブル (フィーチャクラスの属性テーブ

ルを含む) のフィールド名です。シェープファイルのフィールド名は変更できません。 

 名称変更できないフィールド 

フィーチャクラス作成時に自動的に属性テーブルに作成されるフィールドの名称は変更できません。 

例: OBJECTID (OID)、Shape、Shape_Length、Shape_Area 

  

❶ 

❸ 

❷ 
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9-5. テーブルのフィールドのデータ タイプ (種類) を変更したい 

新しいフィールドを追加 → [フィールド演算] 

値が入力されているフィールドのデータ タイプは変更できないため、フィールドを新しく作成してフィール

ドの値をコピーします。 

 

1. 属性テーブルを開きます。 

 

属性テーブルを開くには → 203 ページ 

 

※ここでは、テキスト (Text) で格納された [面

積] フィールドを倍精度浮動小数点 (Double) タ

イプに変更します。 

 

2. テーブルに新しいフィールドを作成し、[データ 

タイプ] で変更したいデータ タイプを選択しま

す ❶。 

 

新しいフィールドを作成するには → 205 ペー

ジ 

 

※ここでは、Double タイプの [面積 2] フィー

ルドを作成します。 

 

3. 新しく作成したフィールドに対して、既存のフィ

ールドの値をコピーします。 

 

フィールドの値を別のフィールドにコピーするに

は → 219 ページ 

 

  

❶ 
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9-6. フィールドの順番を変更したい 

[属性テーブル] → フィールドの移動 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [変換ツール] → [ジオデータベースへ変換] 

→ [フィーチャのエクスポート] 

表示上のフィールドの順番を変更するか、新しくデータを作成してフィールドの順番を変更します。 

 

表示上のフィールドの順番を変更する場合 

1. 属性テーブルを開きます。 

 

属性テーブルを開くには → 203 ページ 

 

2. フィールド名部分をクリックし、移動したい場所

にドラッグ アンド ドロップします ❶。 

※ここでは、「面積(平方 km)」フィールドを「世

帯数_総数_H27」フィールドの右側に移動してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. この状態でプロジェクトを保存すると、次にプロ

ジェクトを開いた際も、同じ順番でフィールドが

表示されます。 

 

プロジェクトを保存するには → 16 ページ 

 

他のマップでもこの順番と同じ状態で利用したい

場合は、[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを

右クリック → [共有] → [レイヤー ファイルと

して保存] を選択し、レイヤー ファイルとして

保存します ❷。 

 

  

❷ 

❶ 

❶ 
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フィールドの順番を変更したデータを新しく作成する場合 

1. [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボッ

クス] タブ → [変換ツール] → [ジオデータベ

ースへ変換] → [フィーチャのエクスポート] を

クリックします ❶。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

2. [入力フィーチャ] にフィールドの順番を変更し

たいデータを選択します ❷。 

 

[出力フィーチャクラス] に保存するフィーチャ

クラスを設定します ❸。 

 

 

[フィールド マップ] の中から、順番を変更した

いフィールドをクリックし、ドラッグ アンド ド

ロップで移動します ❹。 

 

※ここでは、「SUM_AREA」フィールドを

「TOTHH_H27」フィールドの後ろに移動しま

す。 

 

※「Shape_Length」フィールドと

「Shape_Area」フィールドは自動的に一番後ろ

に移動されます。 

 

[実行] をクリックします ❺。 

  

❷ 

❸ 

❺ 

❹ 

❶ 
❶ 
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9-7. 属性テーブルを Excel データに出力したい 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [変換ツール] → [Excel] → [テーブル → 

Excel]  

属性テーブルを Microsoft® Excel® ファイル (.xls または .xlsx) 形式に変換します。 

 

1. [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボッ

クス] タブ → [変換ツール] → [Excel] → [テ

ーブル → Excel] をクリックします ❶。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

2. [入力テーブル] で変換するデータを選択し ❷、

[出力 Excel ファイル] に出力する Excel ファ

イル名を入力します ❸。 

 

フィールド名にエイリアスが設定されており、

Excel シートのヘッダーに反映したい場合は、

[フィールド エイリアスを列ヘッダーとして使用

する] チェックボックスをオンにします ❹。 

 

ジオデータベースのフィーチャクラスでドメイン

またはサブタイプが設定され、説明の値を Excel 

上で使用したい場合は、[ドメインとサブタイプ

の説明を使用する] チェックボックスをオンにし

ます ❺。 

 

[実行] をクリックします ❻。 

 属性ドメインとサブタイプ 

属性ドメインはジオデータベースに格納されたデータのフィールド値の制約に使用できます。属性ドメインには

範囲ドメインとコード値ドメインの 2 種類があります。範囲ドメインは、数値または日付フィールドに対して

範囲を制限できます。コード値ドメインは入力可能な値を制限し、コード値とそれに対する値 (説明) で構成さ

れます。設定方法については「入力値をリストから選べるようにしたい → 216 ページ」をご参照ください。 

サブタイプはジオデータベースにおいて、同じフィーチャクラス内のデータを属性値で分類したものです。例え

ば、道路フィーチャクラスのデータを一般道路、補助幹線道路、幹線道路の 3 つのサブタイプ (1: 一般道、2: 

補助幹線道路、3: 幹線道路) に分類し、サブタイプごとに異なるシンボルを設定したり、データ編集したりで

きます。  

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 
❺ 

❻ 
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9-8. 他のテーブルと関連付けたい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [データ] タブ → [結合]、[リレート] 

共通フィールドをキーにして属性テーブルに他のテーブル情報を関連付けます。関連付けの方法として 1 対 

1 または多対 1 で関連付けする方法 (結合) と、1 対多または多対多で関連付けする方法 (リレート) があ

ります。 

結合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. [コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択し、

[データ] タブの [結合] ドロップダウン リスト

から [結合] を選択します ❶。 

[テーブルの結合] ツールが起動します。 

 

 

 

 

2. [入力テーブル] に結合元となるレイヤーまたは

テーブルを選択し ❷、[入力フィールド] に結合

のキーとなるフィールドを選択します ❸。 

 

[結合テーブル] に結合したいレイヤーまたはテ

ーブルを選択し ❹、[結合フィールド] に 2 つ

のデータに共通するフィールド (キー フィール

ド) を選択します ❺。 

 

[結合の検証] ❻ をクリックし、問題が無いかを

確認します。 

 

[OK] をクリックします ❼。  

1 対 1 または多対 1 で関連付けする方法 (結合) 

入力テーブル 出力テーブル 

❷ 

❸ 

❹ 

❻ 

❼ 

❺ 

❶ 
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リレート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. [コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択し、

[データ] タブの [リレート] ドロップダウン リ

ストから [リレートの追加] を選択します ❶。 

[リレートの追加] ツールが起動します。 

 

 

 

2. [レイヤー名、またはテーブル ビュー] にリレー

ト元のレイヤーまたはテーブルを選択し ❷、[入

力リレート フィールド] に関連付けのキーとな

るフィールドを選択します ❸。 

 

[リレート先のテーブル] にリレートするテーブ

ルまたはレイヤーを選択するか、ディスクからテ

ーブルを読み込みます ❹。 

 

[出力リレート フィールド] で関連付けのキーと

なるフィールドを選択します ❺。 

 

[リレート名] にリレートの名前を入力します 

❻。 

※この名前を使用して、関連テーブルにアクセス

します。 

 

[基数] で [1 対 1]、[1 対多] または [多対多] 

を選択します ❼。 

 

[OK] をクリックします ❽。 

  

1 対多または多対多で関連付けする方法 (リレート) 

❶ 

❽ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 

❼ 
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 結合とリレートの解除 

結合やリレートを解除するには、[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択し、[データ] タブの [結合] また

は [リレート] をクリックします。ひとつの結合またはリレートを解除する場合は、[結合の解除] または [リレ

ートの解除] を選択します。すべての結合またはリレートを一括で解除する場合は、[すべての結合を解除] ま

たは [すべてのリレートを解除] を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 リレートした属性にアクセスする 

リレートが定義されているテーブルのレコードから、リレート先の関連レコードにアクセスできます。 

1. リレートを設定した属性テーブルを開きます。 

2. レコードを選択します。 

3. [テーブル] タブの [リレート データ] をクリックし、 

  アクセスするリレートの名前をクリックします。 

 

関連テーブルが表示され、関連レコードが選択されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 結合とリレートの保存 

結合やリレートを行ったマップを保存すると、関連付けしたテーブルをデータとして保存するのではなく、2 つ

の属性テーブルのリンク方法の定義を保存します。次にマップを開いたときに、ArcGIS Pro がデータベースか

らテーブルを読み取り、テーブル間のリレーションシップを再確立します。このため、マップを最後に表示した

後にソース テーブルに行われた変更はすべて、マップに自動的に追加され、反映されます。 

 

結合したレイヤーをエクスポートすると、永続的なデータとして保存することができます。レイヤーをエクスポ

ートするには、[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択し、[データ] タブの [フィーチャのエクスポート] 

をクリックします。これにより、結合フィールドを含めすべての属性を持つ新しいデータが作成されます。 
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9-9. 属性の値を手動で入力したい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [編集] タブ → [属性] 

属性の値を [属性] ウィンドウや属性テーブルから直接入力できます。 

 

[属性] ウィンドウで入力する場合 

1. [コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択し、

[編集] タブの [属性] をクリックします ❶。 

[属性] ウィンドウが開きます。 

 

2. [属性] ウィンドウの [1 つまたは複数のフィー

チャを選択] をクリックしてマップ上のフィーチ

ャをクリックします (選択されたフィーチャが水

色にハイライトされます) ❷。 

 

 

 

 

 

 

3. 属性値を入力したいフィールドのセルをクリック

します ❸。 

キーボードから値を入力します。Date 型など日

付や時間を含むデータ タイプの場合は、カレン

ダーから日付や時刻を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. [編集] タブの [保存] をクリックして、編集を

保存します。編集を保存しない場合は [破棄] を

クリックします ❹。 

 

  

❶ 

❹ 

❸ 

❷ 
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属性テーブルで入力する場合 

1. 属性を編集したいデータの属性テーブルを開きま

す。 

 

属性テーブルを開くには → 203 ページ 

 

2. 値を入力したいセルをクリックし、キーボードで

値を入力します ❶。 

※ここでは、「階数」フィールドに値を入力しま

す。 

 

値を入力したら、キーボードの Enter キーを押

します。 

 

3. 値が入力されたことを確認します ❷。 

 

 

 

 

 

4. 手順 2 ～ 3 を繰り返し、値の入力が完了した

ら、[編集] タブの [保存] をクリックして保存

します ❸。 

 

 属性の一括変更 

複数のフィーチャを選択している場合、[属性] ウィンドウから一括して属性を変更できます。 

 

1. 属性テーブルまたはマップ上で 

  変更したいフィーチャを複数選択します。 

 

フィーチャを選択するには → 106 ページ 

 

2. [編集] タブの [属性] をクリックし、 

  [属性] ウィンドウを開きます。 

3. 一括で属性値を変更したい 

  対象レイヤーの名前を複数選択し ❶、 

  属性値列に新しい値を入力します ❷。 

4. 選択したレイヤーのフィールドに値が 

  一括で入力されます ❸。 

 

  

❶ 

❶ 

❷ 

❸ 

❷ 

❸ 
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9-10. 入力値をリストから選べるようにしたい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [データ] タブ → [フィールド] → [新しいフィールド] → 

[新しいドメインの追加] 

テーブルの属性値を入力する際に、リストから選択できるようにします。コード値ドメインは、テキスト、数

値、日付などあらゆる種類の属性に適用できます。ドメインの設定はジオデータベースに適用できます (シェ

ープファイルには適用できません)。 

 

 

 

 

 

 

1. [コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択し、

[データ] タブの [フィールド] をクリックしま

す ❶。 

 

 

 

2. [フィールド] タブの [新規] をクリックします 

❷。 

 

 

3. フィールド名を入力し ❸、データ タイプを選

択し ❹、[ドメイン] 列で [<新しいコード値ド

メインの追加>] を選択します ❺。 

※ここでは、構造フィールドに対してドメインを

設定します。 

 

 

 

 

 

 

4. [ドメイン名] 列で新しいドメインの名前を入力

します ❻。新しいドメインの [説明] 列をクリ

ックして、ドメインの説明を入力します ❼。 

 

 

 

通常のデータ入力 コード値ドメインを設定したデータ入力 

❶ 

❸ 
❹ 

❺ 

❻ ❼ 

❷ 
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5. [フィールド タイプ] ドロップダウン リストか

ら、このドメインを適用する属性フィールドの種

類を選択します ❽。[ドメイン タイプ] ドロッ

プダウン リストから [コード値ドメイン] を選

択します ❾。 

 

6. [スプリット ポリシー] ドロップダウン リスト

から、新しいドメインに設定するスプリット ポ

リシーを選択します ❿。マージ ポリシーも同

様に設定します ⓫。 

 

スプリット ポリシー/マージ ポリシーとは → 

218 ページ 

 

7. 右側でコード値を設定します。[コード] をクリ

ックし、有効なコードを入力します ⓬。新しい

コード値の [説明] をクリックして、コード値の

わかりやすい説明を入力します ⓭。 

 

8. 手順 7 を繰り返し実行して、すべての有効値と

その説明を入力します。 

 

9. [ドメイン] タブの [保存] をクリックします 

⓮。 

 

10. [フィールド] ビューをクリックし ⓯、手順 3 

で作成したフィールドの [ドメイン] フィールド

において、新しく作成したドメインを選択します 

⓰。 

 

11. [フィールド] タブの [保存] をクリックします 

⓱。 

 

 

 

12. 属性テーブルで属性値を入力する際、 

値がリストとして表示されます ⓲。 

 

属性値を入力するには → 214 ページ 

  

❽ ❾ 

❿ ⓫ 

⓬ ⓭ 

⓮ ⓯ 

⓰ 

⓲ 

⓱ 
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 コード値ドメインの説明 

ドメインのコード値リストに新しい値を追加する場合は、わかりやすい説明を記載する必要があります。このド

メインが適用されるフィールドの属性値を編集する時、入力しておいた説明がリストとして表示されます。この

説明を参考にして、新しい値を選択できます。 

 スプリット ポリシーとマージ ポリシー 

データの編集時に、1 つのフィーチャを 2 つに分割 (スプリット) したり、複数のフィーチャを 1 つに統合 

(マージ) したりすることがよくあります。フィーチャの分割や統合に伴い、属性値をどのように割り当てるか

を制御する規則が、スプリット ポリシーとマージ ポリシーです。フィーチャを分割したときの属性値は、スプ

リット ポリシーによって制御されます。スプリット ポリシーの種類には、デフォルト値 (属性のデフォルト値

を適用)、複製 (元フィーチャの属性値を適用)、ジオメトリー比 (元フィーチャの属性値を分割されたフィーチ

ャのサイズの比率で配分) があります。 

複数のフィーチャを統合したときの属性値は、マージ ポリシーによって制御されます。マージ ポリシーの種類

には、デフォルト値 (属性のデフォルト値を適用)、合計値 (元フィーチャの属性値の合計値を適用)、加重平均 

(元フィーチャの属性値の加重平均を適用) があります。 
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9-11 フィールドの値を別のフィールドにコピーしたい 

属性テーブル → [テーブル] タブ → [フィールド演算] 

任意のフィールドの値を新しく作成したフィールドまたは任意の別のフィールドにコピーするには、フィー

ルド演算を実行します。 

 

1. データの属性テーブルを開きます。 

 

属性テーブルを開くには → 203 ページ 

 

※ここでは、「市区町村コード」フィールドの値

を「結合キー」フィールドにコピーします。 

 

一部のレコードの属性値のみコピーしたい場合

は、選択を行います。 

 

データを選択するには → 106 ページ 

 

2. [テーブル] タブの [フィールド演算] をクリッ

クします ❶。 

[フィールド演算] ツールが起動します。 

 

 

3. [フィールド名] で新しく値をコピーしたいフィ

ールドを選択します ❷。値をコピーしたい既存

フィールドが無い場合は、新規フィールド名を入

力することで新しいフィールドを作成することも

できます。 

 

コピーしたい値を持つフィールド名を [フィール

ド] からダブルクリックします ❸。下段の

「=」にフィールド名が表示されます ❹。 

 

[OK] をクリックします ❺。 

 

 

 

4. フィールドに値がコピーされます ❻。 

  
❻ 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 
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9-12. 選択したデータの値を一括で変更したい 

属性テーブル → レコードを選択 → [テーブル] タブ → [フィールド演算] 

レコードを選択し、一度に複数のデータの属性値を変更します。 

 

1. 属性を編集したいデータの属性テーブルを開き

ます。 

 

属性テーブルを開くには → 203 ページ 

 

2. 値を変更したいレコードを複数選択します (選択

されたレコードは水色にハイライトされます) 

❶。 

 

3. [テーブル] タブの [フィールド演算] をクリッ

クします ❷。 

[フィールド演算] ツールが起動します。 

 

 

4. [フィールド名] で値を変更したいフィールドを

選択します ❸。 

 

下段の「=」に、値を入力します ❹。 

※フィールドのタイプが数値型の場合は直接数

字を入力し、文字列型の場合は “” (ダブルクォ

ーテーション) で囲います。 

 

[OK] をクリックします ❺。 

 

選択したレコードのみ、値が変更されます ❻。 

❻ 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 
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 値の挿入 

式を入力する際、既存のフィールドの値を入力に 

利用できます。[フィールド] のボックスで対象のフィ 

ールドを選択し、[値の挿入] ドロップダウン リスト 

から選択します。 

 

 

 

 

 

 

 複数フィールドの属性値の変更 

[フィールド演算 (複数)] ジオプロセシング ツールを使用することで、 

複数のフィールドに対して、それぞれ式を指定して 

一度に演算処理を行うことができます。 
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9-13. 全レコードに連番の数値を割り当てたい 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [データ管理ツール] → [フィールド] → 

[フィールド演算] 

フィールド演算を使用して、フィーチャが作成された順に連続の ID を割り当てます。 

 

1. 連番を振りたいデータに新しいフィールドを作

成します ❶。 

 

新しいフィールドを作成するには → 205 ペー

ジ 

 

※ここでは、フィールド名を「New_ID」、デー

タ タイプを「Double」にしています。 

 

2. [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボッ

クス] タブ → [データ管理ツール] → [フィー

ルド] → [フィールド演算] をクリックします 

❷。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

3. [入力テーブル] から数値を割り当てたいデータ

を選択します ❸。 

 

[フィールド名] で対象のフィールド名を選択し

ます ❹。 

 

[式の種類] ドロップダウン リストから 

[Python] を選択します ❺。 

 

[式] の [ヘルパー] のリストから [連番] をダブ

ルクリックします ❻。 

 

[New_ID =] と [コード ブロック] にコードが

入力されます ❼。 

 

[実行] をクリックします ❽。 

 

❷ 

❶ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 

❽ 

❼ 
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9-14. 関数を使用して属性値を一括で入力したい 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [データ管理ツール] → [フィールド] → 

[フィールド演算] 

既存のフィールドの値を基に Python 関数を使用して新しいフィールドに値を入力します。 

 

1. 属性値を一括入力するデータに新しいフィール

ドを作成します ❶。 

 

新しいフィールドを作成するには → 205 ペー

ジ 

 

※データ タイプは格納するデータ形式によって

変更します。 

 

2. [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボッ

クス] タブ → [データ管理ツール] → [フィー

ルド] → [フィールド演算] をクリックします 

❷。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

3.  [入力テーブル] ドロップダウン リストから値

を入力したいデータを選択します ❸。 

[フィールド名] で対象のフィールド名を選択し

ます ❹。 

[式の種類] ドロップダウン リストから 

[Python] を選択します ❺。 

[式] の [フィールド] リストから属性値を一括

入力したいフィールドを選択します ❻。 

 

選択したフィールドに対して以下のような 

Python 関数を利用することができます。 

 

数値の処理 

・指定した位置で値を四捨五入: round() 

※四捨五入して小数点第二位まで表示する場合 

  

❶ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 

❷ 
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・指定した数値の整数部分を返す: int() 

 

 

 

 

 

 

文字列の処理 

・指定した文字列の文字数を返す: len() 

 

 

 

 

 

 

日付の処理 

・現在の日付と時間を返す:  

  datetime.datetime.now() 

 

 

 

 

 

4. [実行] をクリックします。 

 関数の利用 

フィールド演算では、あらかじめ用意されて 

いる関数を活用することができます。 

[ヘルパー] 内の関数名をダブルクリックして 

簡単に追加することができます。 
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9-15. ポイントの座標値を属性に追加したい 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [データ管理ツール] → [フィーチャ] → 

[ジオメトリー属性の計算] 

[ジオメトリー属性の計算] ツールを使用して、ポイント フィーチャの座標値 (X、Y) を算出します。 

 

1. [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボッ

クス] タブ → [データ管理ツール] → [フィー

チャ] → [ジオメトリー属性の計算] をクリック

します ❶。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

 

 

 

 

2. [入力フィーチャ] にポイント データを指定しま

す ❷。 

 

[ジオメトリー属性] の [フィールド] で既存の

フィールドを選択、または新規フィールド名を

入力し、[プロパティ] で [ポイントの Y 座標] 

と [ポイントの X 座標] を選択します ❸。 

 

[座標系] で任意の座標系を選択します ❹。 

 

[実行] をクリックします ❺。 

 

 

 

 

3. 属性テーブルにポイント データの座標値が出力

されます ❻。 

 

属性テーブルを開くには → 203 ページ 

 

  

❻ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❶ 
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9-16. 図形 (ポリゴン) の面積を属性に追加したい 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [データ管理ツール] → [フィーチャ] → 

[ジオメトリー属性の計算] 

[ジオメトリー属性の計算] ツールを利用して、ポリゴン フィーチャの面積を算出します。 

 

1. [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボッ

クス] タブ → [データ管理ツール] → [フィー

チャ] → [ジオメトリー属性の計算] をクリック

します ❶。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

 

 

 

 

2. [入力フィーチャ] にポリゴン データを指定しま

す ❷。 

 

[ジオメトリー属性] の [フィールド] で既存の

フィールドを選択、または新規フィールド名を

入力し、[プロパティ] で [面積] または [面積 

(測地線)] を選択します ❸。 

 

[面積単位] を設定します ❹。 

 

[座標系] で任意の座標系を選択します ❺。 

 

[実行] をクリックします ❻。 

 

 

 

3. 属性テーブルにポリゴン データの面積が出力さ

れます ❼。 

 

属性テーブルを開くには → 203 ページ 

 

❼ 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 
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9-17. 属性値の統計情報を算出したい 

属性テーブル → [テーブル] タブ → [サマリー] 

属性テーブルにはさまざまな情報が格納されており、その値に関する統計情報を別のテーブルに出力できま

す。以下の 2 つの例を説明します。 

・属性値ごとの個数を調べる (例: 病院ごとの報告数) 

・属性値ごとに別のフィールドの統計情報 (合計、最大等) を出力する (例: 日付ごとの罹患者数) 

 

1. 属性テーブルを開きます。 

 

属性テーブルを開くには → 203 ページ 

 

2. [テーブル] タブの [サマリー] をクリックしま

す ❶。 

[統計サマリー] ツールが起動します。 

 

属性値ごとの個数を調べる場合 

3. [出力テーブル] に任意の名前を入力します ❷。 

[フィールド] のリストから、個数を集計したい

属性値が格納されているフィールドを選択し、

[統計タイプ] から [個数] を選択します ❸。 

[ケース フィールド] で個数を調べたい属性のフ

ィールドを選択します ❹。 

 

[OK] をクリックします ❺。 

 

4. マップに追加されたテーブルを開きます。 

 

属性テーブルを開くには → 203 ページ 

 

属性ごとの個数が集計されていることが確認で

きます。 

※ここでは、同じ病院コードの個数を集計し、

報告数を調べています。 

  

❶ 

❸ 

❹ 

❺ 

❷ 
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属性値ごとに統計情報 (合計、最大等) を調べる場合 

3. [出力テーブル] に任意の名前を入力します ❷。 

[フィールド] のリストから統計情報を取得した

い属性値が格納されているフィールドを選択

し、[統計タイプ] から [合計] や [最大] などを

選択します ❸。 

属性値ごとに集計したい場合は、[ケース フィー

ルド] でフィールドを選択します ❹。 

ケース フィールドを選択しない場合はテーブル

全体の統計情報が出力されます。 

 

[OK] をクリックします ❺。 

 

 

4.  マップに追加されたテーブルを開きます。 

 

属性テーブルを開くには → 203 ページ 

 

属性ごとの統計値が集計されていることが確認で

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出力テーブルの種類 

出力テーブルの種類はファイル ジオデータベース、エンタープライズ ジオデータベース、dBASE、テキスト

から選択することができます。ジオデータベース テーブルの場合は、出力先にジオデータベースを指定しま

す。dBASE、テキストの場合は、フォルダーを指定します。 

  

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 
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9-18. ポイント データに、最も近い別のポイントの属性を付加したい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [データ] タブ → [空間結合の追加] 

あるポイント (A) に最も近い別のポイント (B) の属性を付与したデータを出力します。 

 

 

 

 

1. マップに 2 種類のポイント データを追加しま

す ❶。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

※ここでは、[駅] ポイントと [保育園] ポイン

トを追加し、駅から最も近い保育所の属性を駅

の属性テーブルに結合します。 

 

 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウで、属性を付与したい

ポイント レイヤー (例: 駅) を選択し、[データ]

タブの [空間結合の追加] をクリックします 

❷。 

[空間結合の追加] ツールが起動します。 

 

  

❶ 

❷ 
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3. [フィーチャの結合] ドロップダウン リストか

ら、結合対象となるポイント レイヤー (例: 保

育所) を選択します ❸。 

 

[マッチ オプション] ドロップダウン リストか

ら、「最も近い」を選択します ❹。 

 

[距離フィールド名] に、任意のフィールド名を

入力します ❺。 

 

[OK] をクリックします ❻。 

  

 

 

4. ターゲット フィーチャの属性テーブルにポイン

トから最も近い別のポイントの属性と、2 点間

の距離の属性が格納されます ❼。 

 

 

 

 [空間結合の追加] ツールの結果 

[空間結合の追加] ツールの結合結果は一時的なものであり、レイヤーをマップから削除するなどすると結合は

解除されます。レイヤーをそのままに結合のみを解除する場合は、[データ] タブの [結合] から [結合を解除] 

または [すべての結合を解除] をクリックします。 

結合を解除するには → 213 ページ 

永続的なデータとして残したい場合は、[永続的にフィールドを結合] チェックボックスをオンにするか、[空間

結合の追加] ツールの代わりに [空間結合] ツールを使用して新しいデータとして出力します。 

[空間結合] ツールを使用する場合は [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [解析ツー

ル] → [オーバーレイ] → [空間結合] をクリックして起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    [永続的にフィールドを結合] パラメーター           [空間結合] ツール 

  

❼ 

❻ 

❸ 

❹ 

❺ 
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9-19. ポイント データに、そのポイントを含む図形 (ポリゴン) の属性を付加したい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [データ] タブ → [空間結合の追加] 

あるポイントを内包するポリゴンの属性を付与したデータを出力します。 

 

 

1. マップにポイント データとポリゴン データを

追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

※ここでは、[保育所] ポイントと [町丁字界]  

ポリゴンを追加しています。 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウで、属性を付与したい

ポイント レイヤー (例: 保育所) を選択し、[デ

ータ] タブの [空間結合の追加] をクリックしま

す ❶。 

[空間結合の追加] ツールが起動します。 

 

3. [フィーチャの結合] ドロップダウン リストか

ら、結合対象となるポリゴン レイヤー (例: 町

丁字界) を選択します ❷。 

 

[マッチ オプション] ドロップダウン リストか

ら、「含まれる」を選択します ❸。 

 

[OK] をクリックします ❹。 

 

4. ポイント データの属性フィールドにポリゴンの

属性が追加されます ❺。 

 

  

 

❶ 

❷ 

❹ 

❺ 

❸ 
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9-20. フィーチャにファイルを添付したい 

[編集] タブ → [属性] → マップでフィーチャを選択 → [アタッチメント] タブ → [追加] 

[アタッチメントの有効化] ツールを使用して、フィーチャへのファイルの添付を有効化し、ローカルのフォ

ルダー内にあるファイルを添付します。ファイルの添付はジオデータベース フィーチャクラスまたはテーブ

ルに対応しています。 

 

アタッチメントの有効化 

1. [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボッ

クス] タブ → [データ管理ツール] → [アタッ

チメント] → [アタッチメントの有効化] をクリ

ックします ❶。 

 

※アタッチメントの追加をする前にアタッチメ

ントを有効にする必要があります。 

 

 

2. [入力データセット] でファイルを添付するデー

タを選択します ❷。 

 

[実行] をクリックします ❸。 

 

 

 

アタッチメントの追加 

3. [編集] タブの [属性] をクリックします ❹。 

 

[属性] ウィンドウが開きます。 

 

 

 

4. [選択] タブの [1 つまたは複数のフィーチャを

選択] をクリックし ❺、マップ上でファイルを

添付するフィーチャを 1 つ選択します ❻。 

 

 

 

 

 

 

❹ 

❸ 

❷ 

❶ 

❻ 

❺ 
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5. [アタッチメント] タブをクリックし ❼、[追加] 

をクリックします ❽。 

 

 

 

 

 

 

6. Windows エクスプローラーからフィーチャに添

付するファイルを選択し ❾、[開く] をクリック

します ❿。 

 

複数のファイルを選択し、追加することも可能

です。 

 

 

7. [編集] タブの [保存] をクリックします ⓫。 

 

 

 

アタッチメントの閲覧 

8. [属性] ウィンドウ → [アタッチメント] タブを

クリックし ⓬、閲覧したいファイルをダブルク

リックします ⓭。 

 

画像系のファイルは、カーソルをファイルの上

に合わせるとプレビューが表示されます。 

 

 

ファイルが開かれることを確認します。 

 

 

 

 

 

 アタッチメントのライセンス 

アタッチメントの追加、削除および関連ジオプロセシング ツールは ArcGIS Pro 3.3 以降より Basic のライセ

ンスでも利用可能です。アタッチメントの閲覧は ArcGIS Pro 3.2 以前でも可能です。 

 

❽ 

❼ 

⓭ 

⓬ 

⓫ 

❿ 

❾ 
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第 10 章 画像データの操作 

画像データを利用するための基礎知識 

ArcGIS では、さまざまな画像 (ラスター) のフォーマット (形式) に対応しており、直接読み込むことができ

ます。ArcGIS Pro で使用できるラスター データのモデルは、ラスター データセット、モザイク データセッ

ト、ラスター プロダクトの 3 つです。 

 

ラスター データセット 

ArcGIS で対応している TIFF (*.tif)、GRID、IMG 

(*.img) などのラスター フォーマットそのものです。

また、ジオデータベース内にもラスター データセット

を格納できます。 

 

モザイク データセット 

複数のラスター データセットをまとめ、仮想的に 1 

レイヤーとして表示するための、ジオデータベースの

データ モデルです。モザイク データセットは、ラス

ター関数やジオプロセシング ツールの処理対象とす

ることができます。このデータ モデルは、Standard 

および Advanced ライセンスで作成可能です。 

 

ラスター プロダクト 

ArcGIS が対応している衛星画像のメタデータ情報か

ら作成されたラスター データセットです。スペクトル 

バンドごとの複数のラスター データセットから、マル

チスペクトル、パンシャープンといった処理済みラス

ター データセットが自動的に生成され、すぐに利用で

きます。 

 

ラスター データの情報 

[カタログ] ウィンドウでデータを右クリック → [プロパティ] を選択すると、ラスター データに関する情

報を一覧表示できます。 

 

 

 

 

 

 

 

ラスター 
データセット 

ラスター 
プロダクト 

モザイク 
データセット 
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カラムとロウ、セル サイズ 

プロパティから参照できる「カラム数」とは、ラスター データ全体の列数、「ロウ数」とは行数のことを示し

ています。「セル サイズ」とは、1 セルの現実世界の大きさ (縦横の長さ) のことで、「解像度」または「空

間分解能」などと呼ばれ、この数字が小さいほど細かくものが見えることになります。 

同じ湖をラスター データで表現した場合、下の図のようにあらわすことができます。セル サイズが大きくな

るほどカラム×ロウ数は小さくなり、データは小さくてすみますが、地物の形状や面積は不正確になります。

しかし、セル サイズが小さい場合、全体を表すためのデータが大きくなるため、処理を実行するとより多く

の時間がかかります。このように、セル サイズとカラム数とロウ数はそれぞれ関係しており、表現したい対

象物の特徴を表すことができるセル サイズを設定する必要があります。 

 

セル サイズ 100 ｍ 200 ｍ 400 ｍ 

カラム × ロウ数 12 × 12 6 × 6 3 × 3 

湖のセル数 74 19 5 

面積 740,000 ｍ2 760,000ｍ2 800,000 m2 

 

ピクセル タイプ 

「ピクセル タイプ」は基本的には整数型と浮動小数点型の 2 つがあります (読み取りおよび表示のみでは

複素数型がサポートされています)。整数型では各ピクセルに整数値が、浮動小数点型では各ピクセルに小数

点以下の桁を持つ値が格納されています。整数型には符号付き、符号なしの形式があります。符号付の形式の

場合、負の (マイナス) 値を持つことができますが、値の範囲が符号なしに比べ小さくなります。 

 

ピクセル深度 

ピクセルの「ピクセル深度」によって、特定のラスター ファイルが格納できる値の範囲が決まります。この

範囲は、公式 2 の ｎ 乗に基づき決定され、乗数 n を「ピクセル深度」といい、ピクセル深度の単位はビッ

トといいます。 

ピクセル タイプ ピクセル深度 各セルに格納できる値の範囲 

符号なし整数 1 ビット 0 ~ 1 

 符号なし整数 2 ビット 0 ~ 3 

符号なし整数 4 ビット 

 

0 ~ 15 

符号なし整数 8 ビット 0 ~ 255 

符号付き整数 8 ビット -128 ~ 127 

符号なし整数 16 ビット 0 ~ 65535 

符号付き整数 16 ビット -32768 ~ 32767 

符号なし整数 32 ビット 0 ~ 4294967295 

 符号付き整数 32 ビット -2147483648 ~ 2147483647 

浮動小数点 32 ビット -3.402823466e+38 ~ 3.402823466e+38 

実際の湖面積 

745,322 ｍ2 
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ソース タイプ 

ソース タイプには「連続」と「不連続」があります。 

「連続」データは、連続階調 (Continuous) データとも呼ばれ、DEM (標高) データや地形データ、航空写真、

衛星画像のような連続した数値情報を持つ画像データのことをいいます。 

 

「不連続」データは、主題 (Thematic) データまたはカテゴリー データとも呼ばれ、土地利用図、土壌図、

地図画像のようなカテゴリーに割り振られた番号 (コード) で表現した画像データのことをいいます。 

 

バンド数 

ラスター データはレイヤー構造を持つことができ、複数のレイヤーをまとめて 1 つの画像ファイルに格納

できます。一般的なカラー写真などは、赤・緑・青 (R・G・B) の ３ つのレイヤーから構成されています。

衛星画像などでは、マルチスペクトル センサーの赤・緑・青・近赤外 (R・G・B・IR) 等の各観測波長帯、つ

まりスペクトル バンドごとにレイヤーが作成されます。このレイヤーのことを「バンド」と呼びます。 

 

地形データ DEM (標高) データ 航空写真 

土地利用図 地図画像 

バンド 
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NoData 値 

セルの値は、正または負の整数、あるいは浮動小数点のいずれかになりますが、それに加えて有効なデータが

存在しないことを表す「NoData 値」を設定することもできます。基本的にラスター データはカラムとロウ

で定義されているため矩形となります。しかし、表現したいエリアの形が矩形ではない場合、エリア外の部分

の値を NoData 値として定義し、表示や処理から除外できます。 

 

ファイル ベースのラスター (*.tif など) は NoData 値を

数値として、ジオデータベースのラスターの場合はビット 

マスクとして値が格納されています。「NoData 値 = 0」と

は限りません。たとえば、標高データの場合、標高 0 m と

いうのは有効な値となるため、NoData 値と定義してしま

うと、適切な表示や正確な解析ができなくなってしまいま

す。 

 

ピラミッド 

ピラミッドを構築することで、ラスター データの表示速度を高めることができます。特にファイル サイズの

大きなラスター データの場合に効果的です。ピラミッドは、画像の解像度を半分、それをまた半分、と順に

間引いた画像により構成されます。下の図は、1 つのラスター データに対して作成された 2 つのレベルの

ピラミッドの例です。 

 

ピラミッドを使用すると、データセット全体を表示する場合、より低い解像度のレイヤーで描画し、データを

拡大するにつれ、より高い解像度のレイヤーで描画されます。ファイル ベースのラスターの場合、ラスター

名に対応するピラミッド ファイルが *.ovr という拡張子で作成されます (*.img ファイルの場合は *.rrd 

という拡張子で作成されます)。 

 

[カタログ] ウィンドウでデータを右クリック → [ピラミッドの構築] からピラミッドを作成できます。 

大量にデータがある場合は、[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [データ管理ツ

ール] → [ラスター] → [ラスター プロパティ] → [ピラミッド構築のバッチ処理] ツールであらかじめ一

括して作成することをおすすめします。 

  

NoData 値 
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10-1. マップ上で画像データの位置合わせをしたい 

[画像] タブ → [ジオリファレンス] 

位置情報が定義されていないラスター データを位置情報が定義されているデータと重ね合わせて表示しよ

うとしても正しい位置には表示されません。そこで「ジオリファレンス」という作業を行い、参照データの座

標系に一致するようにラスター データの幾何学的な補正と座標系の付与を同時に行います。 

 

1. マップに座標系が定義されているデータを追加し

ます。 

 

 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. 座標系が定義されていないラスター データを追

加し、[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを右ク

リック → [レイヤーにズーム] を選択します ❶。 

 

座標系が定義されているデータと比べ、座標系が

定義されていないラスター データは離れた場所

に表示されていることを確認します。 

 

3. [コンテンツ] ウィンドウにおいてラスター レイ

ヤーを選択し ❷、[画像] タブの [ジオリファレ

ンス] をクリックします ❸。 

 

 

 

 

 

 

4. 目視で位置合わせをする場合、2 つのデータが同

じ表示範囲に存在した方が作業効率はアップしま

す。ラスター データが本来あるべき場所周辺を拡

大します。 

[ジオリファレンス] タブの [表示範囲にフィッ

ト] をクリックし ❹、現在の表示範囲にラスター 

データを表示します。 

❹ 

❶ 

❷ 

❸ 
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5. 海岸の人工物などの特徴的な場所を拡大し、[ジオ

リファレンス] タブの [コントロール ポイント

の追加] をクリックします ❺。 

ラスター データ上の 1 点目をクリックし ❻、

位置情報が定義されているデータの対応する場所

をクリックします ❼。 

位置情報が定義されているデータがベクター デ

ータの場合、スナップ機能を有効にしておくと、

対応する点をクリックする際に、ポインターが吸

い寄せられます。 

 

スナップとは → 160 ページ 

 

6. 3 個以上のコントロール ポイントを追加します。

最低限必要なポイントの個数は変換方法によって

異なり、これはもっとも単純な変換方法である 1 

次多項式 (アフィン) の場合です。 

右上に表示されるフローティング ウィンドウに

おいて、全体の RMS エラーを確認します ❽。 

コントロール ポイントごとの残差を確認したい

場合は、[ジオリファレンス] タブの [コントロー

ル ポイント テーブル] をクリックします ❾。 

 

7. [ジオリファレンス] タブの [新規保存] をクリ

ックします ❿。 

[ラスターのエクスポート] ウィンドウでパラメ

ーターを設定し ⓫、[エクスポート] をクリック

します ⓬。 

 

 

 

 

 

 [保存] では、ジオリファレンスの変換情報が外部ファイルに格納されます。 

[新規保存] とは異なり、新しいラスター データは作成されません。外部 XML ファイルやワールド ファイル

にジオリファレンスの変換情報が書き込まれます。ラスター データがジオデータベースのラスター データセッ

トの場合、[保存] を実行すると、変換情報はラスター データセットの内部補助ファイルに格納されます。  

❽ 

❾ ❿ 

❻ 

❼ 

❺ 

⓫ 

⓬ 
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10-2. 画像データを別の座標系に変換したい 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [データ管理ツール] → [投影変換と座標変

換] → [ラスター] → [ラスターの投影変換] 

画像ファイルのようなラスター データを別の座標系に変換したい場合、ベクター データとは異なるツール

を使用します。ラスター データは、座標系を変更するとセルが再配置されます。 

 

1. [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボッ

クス] タブ → [データ管理ツール] → [投影変

換と座標変換] → [ラスター] → [ラスターの投

影変換] をクリックします ❶。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

2. 座標系を変更したいデータを選択し ❷、出力デ

ータの保存先を設定します ❸。 

変換したい座標系を設定します ❹。 

 

座標系について → 52 ページ 

 

元データの座標系と出力データの地理座標系 (投

影座標系内の地理座標系も含む) が異なる場合は、

[地理座標系変換 (オプション)] において、変換

パラメーターを選択します ❺。 

※ここでは、UTM 座標系 第 54 帯 (WGS84) 

を平面直角座標系第 12 系 (日本測地系 2011) 

に変換します。測地系が異なるため、地理座標系

変 換 の パ ラ メ ー タ ー と し て 「 JGD_2011_To_ 

WGS_1984_１」を選択します。 

 

必要に応じて [リサンプリング手法] ❻、[出力セ

ル サイズ] ❼、[登録ポイント] を設定し ❽、[実

行] をクリックします ❾。 

 

出力セル サイズについて → 235 ページ 

  

※リサンプリング手法は、不連続データの場合、

[最近隣内挿法] か [最頻値リサンプリング] を選

択します。連続データの場合、[共一次内挿法] か 

[三次たたみ込み内挿法] を選択することを推奨

します。 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❻ 

❼ 

❾ 

❽ 

❺ 
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10-3. 画像データを任意の領域で切り出したい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [画像] タブ → [ラスター関数] → [データ管理] → [クリ

ップ] 

データの必要な部分だけ切り出したい場合、[クリップ] 関数を使用します。 

 

1. マップに切り出したいラスター データと型とな

るクリップ ポリゴンを追加します。 

※ここでは、航空写真を大学の敷地に沿ったポリ

ゴンで切り出します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [画像] タブの [ラスター関数] をクリックしま

す ❶。 

 

3. [ラスター関数] ウィンドウにおいて、[データ管

理] → [クリップ] をクリックします ❷。 

 

 

 

 

 

 

4. [ラスター] で画像データを入力します ❸。 

[クリップ ジオメトリー/ラスター] にクリップ

用のポリゴン データを選択し ❹、[クリップ ジ

オメトリに入力フィーチャを使用] チェックボッ

クスをオンにします ❺。 

 

[新しいレイヤーの作成] をクリックして、処理を

実行します ❻。 

 

  

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❻ 

❺ 
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5. 結果のレイヤーをエクスポートします。 

 

結果をエクスポートするには → 242 ページ 

 

 

 

 ラスター関数 

ラスター関数とは、メモリー上で処理を行うオンザフライ処理が可能なラスター解析です。ジオプロセシング 

ツールでの処理と違い、ディスク上にデータを作成しないので、処理が速いという利点があります。 

ラスター関数を利用するには、[画像] タブの [ラスター関数] をクリックし、[ラスター関数] ウィンドウを開

きます。各関数をクリックすると関数を利用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※一部のラスター関数は ArcGIS Spatial Analyst または ArcGIS Image Analyst エクステンションが必要で

す。 

 ラスター関数の結果のエクスポート 

ラスター関数の結果は仮想レイヤーです。結果をデータとして保存 

したい場合は、データとしてエクスポートする必要があります。 

 

[コンテンツ] ウィンドウでラスター関数の結果のレイヤーを選択 

し、[データ] タブの [ラスターのエクスポート] をクリックしま 

す。 

 

 

 

 

 

[ラスターのエクスポート] ウィンドウで、[出力ラスター データ 

セット] を設定し、その他の各パラメーターも必要に応じて設定 

します。 

[エクスポート] をクリックします。 
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10-4. 複数の画像データを 1 つにしたい 

[画像] タブ → [ラスター関数] → [データ管理] → [ラスターのモザイク] 

複数のラスター データをモザイクして、1 枚のラスター データを作成します。 

 

1. マップに 1 枚のラスター データにしたい複数

のラスター データを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

※ここでは、4 枚のラスター データを追加して

います。 

 

2. [画像] タブの [ラスター関数] をクリックしま

す ❶。 

 

 

3. [ラスター関数] ウィンドウにおいて、[データ管

理] → [ラスターのモザイク] をクリックします 

❷。 

 

 

 

4. [ラスター] ドロップダウン リストからレイヤー

を入力 ❸、または [参照] ボタンからデータのソ

ースを一括で入力します ❹。 

 

[新しいレイヤーの作成] をクリックして、処理を

実行します ❺。 

 

 

 

5. 結果のレイヤーをエクスポートします。 

 

結果をエクスポートするには → 242 ページ 

 

  

❷ 

❸ 
❹ 

❺ 

❶ 
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10-5. 高さデータから陰影起伏図を作成したい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [ラスター レイヤー] タブ → [シンボル] 

ラスター形式の高さデータ (DEM) を色つきの陰影起伏図として表示します。連続的なデータであれば、地形

データ以外にも適用できます。 

 

1. マップに高さデータ (DEM) を追加します。 

 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウで、追加した画像レイヤ

ーを選択し ❶、[ラスター レイヤー] タブをクリ

ックします ❷。 

 

 

 

 

 

3. [シンボル] → [カラー陰影起伏] をクリックし

ます ❸。 

 

 

 

 

マップのデータにシンボルが適用されます ❹。 

 

 

 

 

  

❷ 

❶ 

❹ 

❸ 

https://data.ooe.gv.at 
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 陰影起伏タイプ 

[シンボル] ウィンドウの [陰影起伏タイプ] で陰影起伏の光源を制御できます。 

[複数の方向] を使用すると、方向の異なる 6 つの光源を組み合わせることで、起伏の少ない地域の表示を改善

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

カラー陰影起伏 (トラディショナル) カラー陰影起伏 (複数の方向) 

陰影起伏 (トラディショナル) 陰影起伏 (複数の方向) 
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10-6. 高さデータから傾斜角図を作成したい 

[画像] タブ → [ラスター関数] → [サーフェス] → [傾斜角] 

ラスター形式の高さデータ (DEM) から傾斜角図を作成します。連続的なデータであれば、地形データ以外に

も適用できます。 

 

1. マップに高さデータ (DEM) を追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2.  [画像] タブの [ラスター関数] をクリックしま

す ❶。 

 

 

 

3. [ラスター関数] ウィンドウにおいて、[サーフェ

ス] → [傾斜角] をクリックします ❷。 

 

 

 

 

 

 

4. [DEM] で標高データを入力し ❸、[スケーリン

グ] で傾斜角の単位を設定します ❹。 

必要に応じて、[Z 係数] を設定します。 

 

[新しいレイヤーの作成] をクリックして、処理を

実行します ❺。 

 

 

 

5. 結果のレイヤーをエクスポートします。 

 

結果をエクスポートするには → 242 ページ 

 

  

❶ 

❸ 

❹ 

❺ 

❷ 
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10-7. 高さデータから等高線 (コンター) を作成したい 

[画像] タブ → [ラスター関数] → [サーフェス] → [コンター] 

ラスター形式の高さデータ (DEM) から等高線 (コンター) を作成します。連続的なデータであれば、地形デ

ータ以外にも適用して、等値線を作成できます。 

 

1. マップに高さデータ (DEM) を追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [画像] タブの [ラスター関数] をクリックしま

す ❶。 

 

 

 

3. [ラスター関数] ウィンドウにおいて、[サーフェ

ス] → [コンター] をクリックします ❷。 

 

 

 

 

 

 

4. [ラスター] で標高データを入力し ❸、[コンター

間隔] でコンター ライン間の高低差を設定しま

す ❹。 

[太い N 番目の等高線] を設定すると、設定した

本数ごとにコンター ラインが太くなります ❺。 

 

[新しいレイヤーの作成] をクリックして、処理を

実行します ❻。 

 

 

 

 

 

 

 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 
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5. 結果のレイヤーをエクスポートします。 

 

結果をエクスポートするには → 242 ページ 

 

 

 

 

 

 

 塗りつぶしコンター 

[コンター タイプ] を [コンター間の領域の塗りつぶし] に設定すると、 

各コンター ライン間の領域を、量子化された標高値で塗りつぶすことが 

できます。 

 

 

 

 

 コンター関数の出力結果 

コンター関数は、コンターを仮想のラスター レイヤーとして出力します。コンターをベクター データとして出

力したい場合は、別途 ArcGIS Spatial Analyst エクステンションまたは ArcGIS 3D Analyst エクステンション

で使用できる [コンター] ツールを使用して処理を行う必要があります。 
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10-8. 画像の色合いを調整したい 

[コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを選択 → [ラスター レイヤー] タブ 

画像の色合いの調整は [ラスター レイヤー] タブに集約されています。このタブでは、単純な明るさ・コン

トラストの調整からガンマ補正、さまざまな手法によるストレッチなどを利用して、目的に応じて画像を見や

すく調整できます。 

 

1. マップにラスター データを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウで、追加した画像レイヤ

ーを選択し ❶、[ラスター レイヤー] タブをクリ

ックします。 

[強調] グループには、スライダー バーが 3 つあ

ります。上から明るさ、コントラスト、ガンマ補

正の調整を行うことができます ❷。 

スライダーを右へずらすほどそれぞれの効果が強

まります。また、右の数値ボックスに値を直接入

力できます。 

各スライダーの左のアイコンをクリックすると値

をリセットできます。 

 

3. より高度な調整方法として、[ストレッチ タイプ] 

が選択できます ❸。用途に応じて選択しますが、

通常の光学衛星画像や航空写真の判読には、[割合

クリップ] が適しています。 

 

4. [DRA] (ダイナミック レンジ調整) をクリックす

ると、現在の表示範囲のみから統計情報を計算し、

それに基づいたストレッチが自動的に適用されま

す ❹。つまり、現在表示している範囲に最適なパ

ラメーターでストレッチを適用します。 

画面移動を行うと、統計情報が都度再計算され、

リアルタイムで色合いが調整されます。 

 

 

 

❸ ❹ 

DRA 不使用時 DRA 使用時 

❷ 

❶ 
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10-9. 衛星画像などから植生の分布を調べたい 

[画像] タブ → [ラスター関数] → [解析] → [NDVI カラー化] または [NDVI] 

衛星画像などのリモートセンシング画像から植生の分布を調べるには、画像データがもつ近赤外バンドと可

視赤バンドから計算される正規化植生指数 (NDVI: Normalized Difference Vegetation Index の略) 画像を作

成するのが一般的です。 

 

1. マップに画像データを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

※ここでは、4 バンドに赤、5 バンドに近赤外を

持つ Sentinel-2 の衛星画像を追加しています。 

 

2. [画像] タブの [ラスター関数] をクリックしま

す ❶。 

 

3. [ラスター関数] ウィンドウにおいて、[解析] → 

[NDVI カラー化] をクリックします ❷。 

 

 

4. 画像データを選択します ❸。[可視バンド ID]、

[赤外バンド ID] でそれぞれ画像データの可視バ

ンド ❹、赤外バンド ❺ の番号を入力します。 

 

[新しいレイヤーの作成] をクリックして、処理を

実行します ❻。 

 

※この結果では、緑が濃いほど、植生の活性度が

高い部分を表します。 

 

 

5. 結果のレイヤーをエクスポートします。 

 

結果をエクスポートするには → 242 ページ 

 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 
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 NDVI カラー化と NDVI 

ラスター関数で使用できる NDVI の計算ツールには 

[NDVI カラー化] と [NDVI] があります。 

 

 

 

NDVI 

NDVI は植生の活性度を表す指標とされ、マルチスペクトル センサーで取得された画像の可視の赤 (R) と近赤

外 (IR) の 2 つのバンドから、以下の式により計算できます。 

 

      NDVI = (IR-R)/(IR+R) 

 

[NDVI] ラスター関数のデフォルトでは、見やすくするために以下の式で 8 bit 整数値に変換されて計算されま

す。 

 

      NDVI = ((IR - R)/(IR + R)) * 100 + 100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本来の NDVI 値で出力したい場合は、[NDVI 値を出力] チェックボックスをオンにします。この場合、出力デ

ータは -1 ～ 1 の範囲の実数データとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NDVI カラー化 

[NDVI カラー化] 関数は、NDVI 計算を出力する際に、8 bit 整数値に変換されて計算され、カラーマップまた

はカラーランプが適用されたデータとなります。 
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10-10. 画像データの属性テーブルを開きたい 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [データ管理ツール] → [ラスター] → [ラ

スター プロパティ] → [ラスター属性テーブルの構築] 

ピクセル タイプが整数のシングル バンドであるラスター データセットに対してラスター データの属性テ

ーブルを表示したり、構築したりできます。 

 

1. マップにラスター データを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウでデータを右クリック

すると、属性テーブルが構築されていないデータ

の場合、[属性テーブル] がグレーアウトしていま

す ❶。 

 

3. 属性テーブルを構築します。[ジオプロセシング] 

ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [デー

タ管理ツール] → [ラスター] → [ラスター プ

ロパティ] → [ラスター属性テーブルの構築] を

クリックします ❷。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

4. [入力ラスター] ドロップダウン リストから、属

性テーブルを構築したいラスター データを選択

します ❸。 

[実行] をクリックします ❹。 

 

5. [コンテンツ] ウィンドウでデータを右クリック

すると [属性テーブル] がアクティブになり、属

性テーブルを開くことができます。 

 32 ビット浮動小数点数のラスター データセット 

この方法ではピクセル タイプが 32 ビット浮動小数点数のラスター データセットでラスターの属性テーブルを

表示できません。32 ビット浮動小数点数のラスター データセットの属性テーブルを表示したい場合は、別途 

ArcGIS Spatial Analyst や ArcGIS Image Analyst エクステンションなどで変換などの操作が必要になります。 

ピクセル タイプについて → 235 ページ 

❸ 

❹ 

❶ 

➋ 
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11-1. CAD データを利用したい 

[マップ] タブ → [データの追加]  

ArcGIS Pro では、AutoCAD® の DWG/DXF ファイ

ル、MicroStation® の DGN ファイルをそのまま利用

することができます。各 CAD ファイルは、CAD デー

タセットとして認識され、ファイルに格納されている 

データは、ポイントやラインなどの形状タイプごとに 

CAD データセット下の CAD フィーチャクラスとし

て認識されます。 

 

1. マップに CAD データセット、または CAD フィ

ーチャクラスを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

シンボルは CAD ファイルの属性情報 (色、線種、

線の太さなど) を基に自動的に分類して表示され

ます。 

CAD フィーチャクラスに対して、表示スタイルの

設定、データ選択、属性情報の表示などを行うこ

とができます。 

 CAD データの座標系 

CAD データセットを他の GIS データと正しく重ね合わせて表示するには、2 つの対処方法があります。 

 

CAD データセットの座標系が地球上の位置を示す座標系であれば、CAD データセットにその座標系の情報を

定義します。 

データに座標系を定義するには → 57 ページ 

 

CAD データセットの座標系が独自のものである場合は、座標変換を行います。 

マップ上で CAD データの位置合わせをするには → 255 ページ 

 

  

CAD データセット 

CAD フィーチャクラス 

データ出典: 弘前市墓地公園の数値地形図 弘前市 
クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス (CC-BY) 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
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 CAD データのインポート 

ArcGIS において CAD データは参照専用であるため、データの編集やより正確な座標変換を行いたい場合は、

ジオデータベース フィーチャクラスなどに変換する必要があります。 

 

CAD データを個別に変換する 

CAD データを個別に指定して変換したい場合は、 

[CAD → ジオデータベース] ツールを使用します。 

1. [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ 

 → [変換ツール] → [ジオデータベースへ変換] 

 → [CAD → ジオデータベース] をクリックします。 

2. パラメーターを入力して [実行] をクリックします。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 121 ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ArcGIS Pro 3.2 以降では、CAD のテキスト エンティティは アノテーション フィーチャクラスの CAD のア

ノテーションとして認識されます。3.1 以前のバージョンにおいて、アノテーション フィーチャクラスとして

作成されていた ポイント フィーチャは TextPoint フィーチャとして別に生成されます。 

 

ラベルを設定するには → 74 ページ 

 

 BIM データの利用 

ArcGIS Pro では、Autodesk 社の BIM 対応ソフトウェアである Revit® の RVT ファイルや一般社団法人 

BuildingSMARTJapan によって策定・管理されている IFC ファイルを利用することが可能です。CAD データ

と同様に、そのままマップやシーンに追加して利用することができます。 
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11-2. マップ上で CAD データの位置合わせをしたい 

[ジオリファレンス] タブ 

CAD ファイルが地球上の位置を示す座標系で作成されていない場合、GIS データと重ね合わせて表示しよう

としても同じ範囲には表示されません。GIS データを参照しながら CAD データの位置合わせをするには、

ジオリファレンス機能を使用します。 

 

1. マップに座標系が定義されているデータを追加し、

次に CAD データを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [マップ] タブの [全体表示] をクリックします 

❶。 

 

各データの座標系が異なるため、CAD データと 

GIS データは離れた場所に表示されます。 

 

 

3. [コンテンツ] ウィンドウで CAD のフィーチャ

レイヤーをどれか 1 つ選択します ❷。 

 

 

 

 

 

 

 

4. [CAD データ] タブ → [アライメント] グルー

プの [ジオリファレンス] をクリックします ❸。 

  

GIS データ 

CAD データ 

❶ 

❷ 

❸ 
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5. 目視で位置合わせを行う場合、双方のデータを同

じ範囲内に表示させることで作業効率がアップし

ます。 

CAD データを配置したい GIS データの範囲付

近にマップを拡大します。 

 

 

 

 

6. [ジオリファレンス] タブの [表示範囲に移動] 

をクリックすると ❹、CAD データが現在の表示

範囲内に移動します ❺。 

 

 

 

 

 

 

7. 形状が特徴的な箇所を特定し、CAD データの箇

所と GIS データの箇所をマップ上で指定して対

応付けを行います。 

対応付けを行うには、[ジオリファレンス] タブの 

[コントロール ポイントの追加] をクリックし 

❻、CAD データ上の 1 点をクリックします ❼。 

 

 

 

次に、GIS データ上の対応する 1 点をクリック

します ❽。 

  

CAD デ ー タ を 配 置

したいエリア 

❺ 

❹ 

❻ 

❼ 

❽ 



第 11 章 その他データの操作 

257 

8. 手順 7 と同様の手順で 2 点目の対応付けを行

います (CAD データの対応付けができる点は最

大 2 点です)。 

 

赤枠: コントロール ポイントの始点 

緑枠: コントロール ポイントの終点 

 

 

 

 

9. [ジオリファレンス] タブの [適用] をクリック

して、結果を確認します ❾。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. [ジオリファレンス] タブの [保存] をクリック

して、ワールド ファイル (対応付けを行った点の

座標情報を格納するファイル) を保存します ❿。 

 

 ワールド ファイル (*.wld/*.wld3) を削除すると、次回 CAD データをマップに追加したときには、元の座標

の位置で表示されます。 

 

11. [ジオリファレンス] タブの [ジオリファレンス

を終了] をクリックします ⓫。 

 

 

 

 

  

❾ 

❿ 

⓫ 
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11-3. CAD ファイルに出力したい 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [変換ツール] → [CAD へ変換] → [CAD 

へエクスポート] 

CAD ファイルは、工業製品や建造物の設計、あるいは地形などの測量記録をデジタルに表現したものです。

ジオデータベースのフィーチャクラスやシェープファイルを CAD のファイル形式 (DWG、DXF、DGN) に

変換することができます。 

 

1. CAD ファイルに変換する前に、必要に応じて予

約済み CAD フィールドを定義しておくための

フィールドをフィーチャクラスのテーブルに追加

することができます。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボッ

クス] タブ → [変換ツール] → [CAD へ変換] 

→ [CAD フィールドの追加] をクリックします 

❶。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

2. [入力テーブル] にフィーチャクラスまたはシェ

ープファイルを指定します ❷。 

追加するフィールドのプロパティのチェックボッ

クスをオンにします。 

 

[実行] をクリックします ❸。 

 

 

 

 

3. 属性テーブルに CAD フィールドが追加されま

す ❹。 

必要な情報を属性テーブルに入力します。 

 

属性に値を入力するには → 214 ページ 

 

  

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 
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4. CAD ファイルに変換します。 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボッ

クス] タブ → [変換ツール] → [CAD へ変換] 

→ [CAD へエクスポート] をクリックします ❺。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

 

5. [入力フィーチャ] にジオデータベースのフィー

チャクラスやシェープファイルを指定します (複

数指定可) ❻。 

 

[出力タイプ] ドロップダウン リストで出力する 

CAD のファイル形式を選択します ❼。 

 

[出力ファイル] に CAD ファイル名を入力しま

す ❽。 

 

[実行] をクリックします ❾。 

 

 

 予約済み CAD フィールド 

DWG/DXF 形式および DGN 形式に変換した際に、特定の CAD フィーチャの作成方法を指定できる特殊なフ

ィールドです。このフィールドを使用すると、CAD フィーチャの名前、色、線種を指定するエンティティ プロ

パティや、テキストやテキストのスタイルを指定するテキスト プロパティなど CAD 関連プロパティを指定で

きます。 

  

❺ 

❻ 

❼ 

❽ 

❾ 
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11-4. KML (KMZ) ファイルを利用したい 

[マップ] タブ → [データの追加] 

KML (KMZ) ファイル、または KML (KMZ) ファイルを示す URL を指定してマップに追加することができ

ます。 

 

KML (KMZ) ファイルを追加する場合 

1. マップに KML (KMZ) ファイルを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

KML (KMZ) ファイルを示す URL を指定して追加

する場合 

1. [マップ] タブの [レイヤー] グループから [パ

スからのデータの追加] を選択します ❶。 

 

 

 

2. [パス] に KML (KMZ) ファイルを示す URL を

入力し ❷、[追加] をクリックします ❸。 

 

※ここでは、米国地質調査所 (USGS) が公開して

いる地震の震源データを追加します。 

 

 

KML ファイルをマップに追加すると、KML ファ

イルと同等のシンボルでデータが表示されます。

追加した KML ファイルは「KML レイヤー」と

して認識され、表示やラベリングの設定を変更し

たり、処理の入力レイヤーとして使用したりする

ことができます。 

 

 

 KML とは 

KML は、空間データの表示や管理を目的とした XML ベースの言語で、OGC (Open Geospatial Consortium) 

標準規格です。KML では、GIS フィーチャと画像のグラフィックス表示に加えて、フィーチャ属性とその他の

説明的な情報の表示がカプセル化されます。KMZ は、圧縮 KML ファイルの拡張子です。  

❶ 

❷ 

❸ 
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11-5. KML (KMZ) ファイルに出力したい 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [変換ツール] → [KML] → [マップ → 

KML] 

KML (KMZ) ファイルは、Google Earth や Google マップなどで地理情報を表示するための規格です。

ArcGIS Pro では、マップを入力として、表示設定の情報を含めた状態で KML に変換できます。 

 

1. マップに変換したいデータを追加し、表示設定し

ます。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

データの表現を行うには → 59 ~ 87 ページ 

 

2. [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボッ

クス] タブ → [変換ツール] → [KML] → [マ

ップ → KML] をクリックします ❶。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

3. [入力マップ] に KML に変換するマップを指定

します ❷。 

[出力ファイル] に任意の場所とファイル名を指

定します ❸。 

[マップの出力スケール] には、変換する表示され

ているマップの縮尺を入力します ❹。 

すべての設定が終了したら [実行] をクリックし

ます ❺。 

 

4. マップが KML ファイルとして出力されます。 

 マップの出力スケール 

変換するレイヤーの [フィーチャ レイヤー] タブ → [表示縮尺範囲] グループで縮尺範囲を指定している場

合、[マップの出力スケール] にその縮尺範囲外となる数値を入力すると .kmz にはそのレイヤーのフィーチャ

が含まれません。 

 レイヤー毎に KML へ変換 

マップではなく、個別のレイヤー毎に KML ファイルを出力したい場合は、[レイヤー → KML] ツールを使用

します。  

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 
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11-6. GPS データを利用したい 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [変換ツール] → [GPS] → [GPX → フィ

ーチャ] 

GPS データの GPX ファイルをポイント データに変換します。 

 

1. [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボッ

クス] タブ → [変換ツール] → [GPS] → [GPX 

→ フィーチャ] をクリックします ❶。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

 

2. [入力 GPX ファイル] に変換する GPX ファイ

ルを指定します ❷。 

[出力フィーチャクラス] に任意の場所と名前を

入力します ❸。 

 

[実行] をクリックします ❹。 

 

 

3. 指定した出力先にポイント フィーチャが作成さ

れ、変換後のデータがマップに追加されます。 

出力フィーチャには属性情報として、名前、説明、

タイプ、高度、時間などが含まれます。 

 

 

 

 GPS データの投影変換 

出力フィーチャは GPS に合わせて、WGS84 座標系で生成されます。座標系を変換するには [投影変換] ツー

ルを使用します。 

データを別の座標系に変換するには → 58 ページ 

 GPX 

GPX は、TopoGrafix によって定義されている、GPS 受信機から受け取った結果を保存するための交換ファイ

ル形式です。  

❷ 

❸ 

❹ 

❶ 
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11-7. 位置情報を持つ写真を利用したい 

[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [データ管理ツール] → [写真] → [ジオタ

グ付き写真 → ポイント] 

位置情報を持つ写真 (ジオタグ付き写真) を、ポイント データに変換します。 

 

1. [ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボッ

クス] タブ → [データ管理ツール] → [写真] → 

[ジオタグ付き写真 → ポイント] をクリックし

ます ❶。 

 

[ジオプロセシング] ウィンドウを開くには → 

121 ページ 

 

2. [入力フォルダー] に変換するジオタグ付き写真

が格納されているフォルダーを指定します ❷。 

[出力フィーチャクラス] に任意の場所と名前を

入力します ❸。 

 

[実行] をクリックします ❹。 

 

 

 

 

 

3. 指定した出力先にポイント フィーチャが作成さ

れ、変換後のデータがマップに追加されます。 

マップ上で写真を参照する場合は、ポップアップ

を構成し、マップ上の任意のフィーチャをクリッ

クします。 

 

ポップアップを構成するには → 34 ページ 

データをクリックして属性情報を表示するには 

→ 33 ページ 

 

  

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 
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11-8. Excel データを利用したい 

[マップ] タブ → [データの追加] 

Microsoft® Excel® ファイル (*.xls、*.xlsx) を ArcGIS Pro に直接読み込み、テーブルとして使用します (参

照専用)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. マップに Excel ファイルを追加します。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

ArcGIS Pro には、シートまたはワークシート単位

で追加できるため、Excel ファイルを展開し、追

加したいシート等を選択します (シート名の最後

には「$」が表示されます) ❶。 

 

2. 追加された Excel シートは、スタンドアロン テ

ーブルとして認識されます。テーブルを開いて、

表形式で表示できます。 

 

属性テーブルを開くには → 203 ページ 

 ArcGIS Pro での Microsoft Excel ファイルの使用 

ArcGIS Pro 3.5 では、Microsoft Excel ファイルを操作することができます。バージョン 3.4 以下は、ドライ

バーのインストールが必要となる場合があります。ご使用のバージョンや PC 環境によって異なりますので、

詳細については以下のページをご参照下さい。 

https://pro.arcgis.com/ja/pro-app/latest/help/data/excel/prepare-to-work-with-excel-in-arcgis-pro.htm  

 

 ArcGIS Pro での Microsoft Excel ファイルの操作 

Microsoft Office Excel テーブルは ArcGIS Pro で直接開くことができ、他の表形式のデータ ソースと同じ方

法で操作することができます。たとえば、マップに追加したり、フィールド ビューで表示したり、ジオプロセ

シング ツールへの入力として使用したりできます。 

❶ 

データ出典: 「国土数値情報（鉄道データ）」（国土交通省）（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-N02-2023.html）を加工して作成 

https://pro.arcgis.com/ja/pro-app/latest/help/data/excel/prepare-to-work-with-excel-in-arcgis-pro.htm
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-N02-2023.html


 

265 

第 12 章 印刷用地図の作成 

地図を作成するための基礎知識 

作成した地図を作成者以外が見た場合でも情報を正しく伝えられるよう、必要な地図要素を配置し、地図を作

成する方法を説明します。地図を作成する前に、「何を伝えたいのか」「どう利用されるのか」「利用者は誰か」

の 3 つのポイントを考慮します。 

 

地図作成モード 

地図作成時には、ArcGIS Pro のプロジェクトに「レイアウト ビュー」を追加します。通常のマップ ビュー

やシーン ビューではデータの表示、検索、編集、解析を行います。一方で、レイアウト ビューでは、地図の

作成や印刷の設定を行います。 

 

通常モード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地図作成モード  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

[レイアウト] タブが表示されます。 

レイアウト ビュー 

指定したサイズの用紙上に地図を作成

します。 

 

ルーラー (定規) が表示されます。 

マップ ビュー 

データの表示、検索、編集、解析を

行います。 
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地図作成に関する用語 

地図作成モードでは、地図要素を配置するレイアウト作業を中心に行います。地図要素には下図のようなもの

があります。また、これらの地図要素を ArcGIS Pro では「エレメント」と呼びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 マップを確認しながら地図を作成するには 

レイアウト ビューは、マップ ビューと同様に 

マルチウィンドウで表示することができます。 

複数のビューを並べることで、マップなどを 

確認しながら地図を作成することができます。 

 

複数マップを並べて表示するには → 44 ページ 

 

 

 

 

 

 

  

タイトル 

地図の題名です。 

凡例 

マップに表示されてい

るデータの説明内容と

シンボル情報です。 

チャート 

テキスト・ 

ダイナミック テキスト 

概観図 

地図で表示されているエリ

アがどの場所にあるかを示

す広域地図です。ロケータ

ー マップとも呼ばれま

す。 

経緯線 (格子線) 
方位記号 

縮尺記号 
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12-1. 地図作成モードを追加したい 

[挿入] タブ → [新しいレイアウト] 

印刷用の地図を作成するには、レイアウト ビューを追加します。 

 

1. [挿入] タブの [新しいレイアウト] から任意の

サイズのレイアウトを選択します ❶。 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しいレイアウト ビューが開き、地図作成モード

になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 レイアウトの用紙サイズの変更 

[新しいレイアウト] のレイアウト一覧下部にある [カスタム ページ サイズ] をクリックし、[レイアウト プロ

パティ] の [ページ設定] で任意のサイズのレイアウトを作成することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

❶ 
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12-2. マップを追加したい 

[挿入] タブ → [マップ フレーム] 

レイアウト ビューにマップを追加します。 

 

1. マップ ビューに地図作成用のデータを追加し、表

示設定をしておきます。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

データの表現を行うには → 59～87 ページ 

 

2. レイアウト ビューを表示します。 

 

レイアウト ビューにするには → 267 ページ 

 

 

3. [挿入] タブの [マップ フレーム] ドロップダウ

ン リストから追加したいマップを選択します 

❶。 

 

 

レイアウト上にマウス カーソルを移動させると、

マウス ポインターの形が十字になります ❷。 

任意の場所でドラッグすると、マップ ビューで作

成したマップが追加されます。 

 

 

 ガイドの追加 

レイアウト上部のルーラーの任意の場所を 

右クリック → [ガイドの追加] を選択すると、 

ガイド線が追加されます。スナップがオンに 

なっていれば、ガイドにスナップさせて、マップ  

フレームを配置することができます。 

 マップ範囲の変更 

追加されたマップの範囲を手動で変更したい場合は、[レイアウト] タブの [アクティブ化] をクリックすると、

マップ フレーム内のマップがアクティブになり、マップを任意の位置に移動できるようになります。[レイアウ

ト] タブの [閉じる] をクリックすると、元の状態に戻ります。  

❷ 

❶ 
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12-3. 方位記号、縮尺記号、タイトルを追加したい 

[挿入] タブ → [方位記号]、[縮尺記号]、[タイトル] 

地図の補助情報を追加します。 

 

1. レイアウト ビューになっていることを確認しま

す ❶。 

 

レイアウト ビューにするには → 267 ページ 

 

 

 

方位記号 

2. [挿入] タブの [方位記号] ドロップダウン リス

トから、任意の方位記号を選択します ❷。 

 

 

 

 

レイアウト上にマウス カーソルを移動させると、

マウス ポインターの形が十字になります。 

方位記号を追加したい場所でドラッグすると ❸、

方位記号が追加されます。 

 

方位記号の四隅にある白色のハンドルをクリック

してドラッグすると、方位記号のサイズを変更で

きます。 

 

縮尺記号 

2. [挿入] タブの [縮尺記号] ドロップダウン リス

トから、任意の縮尺記号を選択し ❷、レイアウト

上に追加します。 

 

マウスを縮尺記号の上に移動すると、方位記号と

同様に場所の移動やサイズの変更をすることがで

きます。 

 

 

❶ 

❸ 

❷ 

❷ 
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タイトル 

2. [挿入] タブの [グラフィックスとテキスト] グ

ループで、[直線状のテキスト] を選択します ❷。 

 

レイアウト上の任意の場所にカーソルを合わせ、

クリックします。 

「テキスト」と書かれたテキスト ボックスが挿入

されます ❸。 

テキスト ボックスに任意のタイトルを入力しま

す。 

 

[レイアウト] タブの [選択] をクリックし、テキ

スト ボックスをクリックします ❹。 

フォントやサイズを変更するには [テキスト] タ

ブから、任意の設定を行います ❺。 

 

 

 

 

マウスをテキストの上に移動すると、方位記号や

縮尺記号と同様に場所の移動やサイズの変更をす

ることができます。 

 

 

 

 

 

 マップの情報をテキストとして追加 

[挿入] タブの [ダイナミック テキスト] から、現在の時間や空間参照など、マップの情報をテキストとして追

加することができます。たとえば、[保存日時] を選択すると、プロジェクトが保存された日時が表示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

❹ 

 

❷ 

❸ 

❺ 
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12-4. 縮尺記号の目盛幅や距離単位を変更したい 

縮尺記号を選択 → [設計] タブ、[縮尺記号] タブ 

縮尺記号を選択した状態で [設計] タブと [縮尺記号] タブから、縮尺の設定が変更できます。 

 

1. レイアウト ビューに縮尺記号を追加しておきま

す ❶。 

 

縮尺記号を追加するには → 269 ページ 

 

 

2. [レイアウト] タブの [選択] をクリックし ❷、

縮尺記号をクリックします ❸。 

縮尺記号が選択された状態になります。 

 

3. [設計] タブをクリックします。 

 

[調整ルール] グループの [調整ルール] で任意

の項目を選択します ❹。[目盛] グループの [目

盛幅] や [目盛] の数などを設定します ❺。 

[単位] グループで距離単位や単位のラベルを設

定します ❻。 

 

4. [縮尺記号] タブの [テキスト シンボル] グルー

プで設定したいフォントやフォント スタイルを

設定します ❼。 

縮尺記号の目盛幅と距離単位が変更されます ❽。 

 [調整ルール] で設定する項目 

[設計] タブの [調整ルール] グループにある [調整ルール] を使用すると、縮尺記号の幅やマップ縮尺が変更さ

れた場合の縮尺記号の動作を制御できます。 

・[目盛幅を調整]: 目盛と補助目盛の数を設定します。縮尺記号の幅に応じて目盛の幅が調整されます。 

・[目盛数を調整]: 目盛幅と補助目盛の数を設定します。縮尺記号の幅に応じて目盛数が調整されます。 

・[目盛と目盛幅を調整]: 縮尺記号の幅に応じて目盛の数と幅が調整されます。補助目盛の数のみ設定します。 

・[固定して調整]: 目盛の幅と数を設定します。マップ縮尺に応じて縮尺記号の幅が調整されます。 

・[固定のバー幅]: バーの幅を入力して設定します。縮尺に応じて数値が調整されます。 

 

 

 

 

  

❶ 

❸ ❷ 

 

❼ 

 

❽ 

❹ ❻ 

 

❺ 
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12-5. 凡例を追加したい 

[挿入] タブ → [凡例] 

地図に表示されている記号やデータの説明である凡例 (はんれい) を地図レイアウトに追加します。 

 

1. レイアウト ビューに地図作成用のデータを追加

し、表示設定をしておきます。 

 

レイアウト ビューにするには → 267 ページ 

マップを追加するには → 268 ページ 

 

 

2. [挿入] タブの [凡例] ドロップダウン リストを

クリックし、任意のテンプレートを選択します 

❶。 

 

 

 

レイアウト上にマウス カーソルを移動させると、

マウス ポインターの形が十字になります ❷。 

任意の場所でドラッグすると、凡例が追加されま

す。 

 

 

3. [凡例] タブの [テキスト シンボル] グループで、

フォント スタイルやフォント サイズを変更しま

す ❸。 

 

 

 

マウス カーソルを凡例の上に移動させると、マウ

ス ポインターの形が変わるので ❹、ドラッグし

て任意の場所に移動します ❺。 

  

❷ 

❺ 

❹ 

❶ 

❸ 
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12-6. 地図レイアウト上に図形グラフィックスを追加したい 

[挿入] タブ → [グラフィックス] 

地図レイアウト上に円形、四角形など任意の形状の図形を描画します。 

 

1. レイアウト ビューに地図作成用のデータを追加

し、表示設定をしておきます。 

 

レイアウト ビューにするには → 267 ページ 

マップを追加するには → 268 ページ 

 

2. [挿入] タブの [グラフィックスとテキスト] グ

ループで、描画したい図形を選択します ❶。 

※ 今回は [ポリゴン] の「円」を選択します。 

 

 

 

3. レイアウト上に図形グラフィックスを描画します 

❷。 

 

 

 

4. マウス カーソルをグラフィックスの上に移動す

ると、マウス ポインターの形が変わるので、ドラ

ッグして任意の場所に移動します ❸。 

 

5. 必要に応じて [グラフィックス] タブの [シンボ

ル] グループで、描画したグラフィックスの色や

アウトラインのストロークの太さを変更します 

❹。 

 

❷ ❸ 

❹ 

❶ 
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 各エレメントの書式設定 

グラフィックスや縮尺記号などの各エレメントを選択 

した状態で右クリック → [プロパティ] を選択すると、 

各エレメントの [エレメント] ウィンドウが表示され、 

書式の詳細な設定を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 マップにグラフィックスを追加 

レイアウトではなく、マップにグラフィックス要素を追加することも可能です。 

[マップ] タブ → [グラフィックス レイヤーの追加] をクリックし、グラフィックス レイヤーを追加して、マ

ップ上にテキストや四角形、円形などの図形を描画することができます。 
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12-7. 概観図を追加したい 

[挿入] タブ → [マップ フレーム] → [表示範囲枠] 

概観図となるデータを追加し、概観図上に、メインのマップ範囲を示す枠線を追加します。 

 

1. レイアウト ビューに地図作成用のデータを追加

し、表示設定をしておきます。 

 

レイアウト ビューにするには → 267 ページ 

マップを追加するには → 268 ページ 

 

2. [挿入] タブの [マップ フレーム] ドロップダウ

ン リストから、概観図に使用する広域の範囲のデ

ータを含むマップ フレームを選択します ❶。 

 

たとえば、ある県内の一部の地区を表示する地図

の場合は、その県全体のデータが概観図のデータ

として使用できます。 

 

レイアウト上にマウス カーソルを移動させると、

マウス ポインターの形が十字になります。 

概観図を作成したい範囲でドラッグすると ❷、

マップが追加されます。 

 

 

 

 

3. 必要に応じて、概観図内のデータの表示を調整し

ます。 

[レイアウト] タブの [アクティブ化] をクリッ

クすると、マップ フレーム内のマップがアクティ

ブになり、マップを任意の位置に移動できるよう

になります。 

[レイアウト] タブの [閉じる] をクリックする

と、元の状態に戻ります。 

 

  

❷ 

❶ 

❷ 
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4. [挿入] タブの [表示範囲枠] から、メインのマッ

プが表示されているデータ フレーム名を選択し

ます ❸。 

 

 

概観図のマップ フレーム上にメインのマップ エ

リアを示す枠線が追加されます ❹。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表示範囲枠の書式設定 

[コンテンツ] ウィンドウで、追加した表示範囲枠のレイヤーを選択した状態で [マップフレーム] タブを開く

と、枠線の色や太さを変更することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 別のマップを概観図として追加 

メインのマップとは異なるマップを概観図として追加することができます。手順 2 で、あらかじめ作成してお

いたマップを概観図として追加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

❸ 

❹ 
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12-8. 経緯線 (格子線) を追加したい 

[挿入] タブ → [格子線] 

地図に経緯線や任意の格子線を表示します。 

 

1. レイアウト ビューに地図作成用のデータを追加

し、表示設定をしておきます。 

 

レイアウト ビューにするには → 267 ページ 

マップを追加するには → 268 ページ 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウで経緯線 (格子線) を

追加したいマップ フレームを選択します ❶。 

 

 

 

 

 

3. [挿入] タブの [格子線] ドロップダウン リスト

をクリックし、任意の経緯線 (格子線) を選択し

ます ❷。 

マップ フレーム上に経緯線 (格子線) が追加さ

れます。 

 

 

 

 

4. [マップ フレーム] タブをクリックし、[エレメン

トのパート選択] ドロップダウン リストから書

式を変更したいエレメントを選択し ❸、任意の

書式を設定します ❹。 

 

 

経緯線 (格子線) に書式設定が適用されます ❺。 

 

❶ 

❷ 

❸ ❹ 

❺ 
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 経緯線 (格子線) の原点や座標系の変更 

[コンテンツ] ウィンドウで追加した経緯線 (格子線) を右クリック → [プロパティ] を選択すると、[エレメン

ト] ウィンドウが開きます。オフセットや座標系 (格子線のみ) を変更することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 経緯線 (格子線) をフィーチャに出力する 

経緯線 (格子線) をマップに描写するフィーチャクラスに変換することができます。レイアウト ビューの[コン

テンツ] ウィンドウの経緯線 (格子線) を右クリック → [フィーチャに変換] を選択すると、[グリッドをフィ

ーチャに変換] ダイアログ ボックスが開きます。任意の出力ジオデータベースとグリッド名を入力して、 [OK] 

をクリックすると、経緯線 (格子線) のコンポーネントがフィーチャクラスとして生成されてマップに追加され

ます。 
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12-9. 地図を回転したい 

[マップ フレームの書式設定] → [回転] 

通常は北が上になっている地図を回転します。 

 

1. レイアウト ビューに地図作成用のデータを追加

し、表示設定をしておきます。 

 

レイアウト ビューにするには → 267 ページ 

マップを追加するには → 268 ページ 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウで回転したいマップ フ

レームを右クリック → [プロパティ] を選択し

ます ❶。 

 

 

 

 

3. [エレメント] ウィンドウの [表示オプション] 

を選択します ❷。 

 

 

 

 

 

 

 

[位置情報の設定] にある [回転] で任意の角度

を指定します ❸。 

 

 

地図が回転します。 

 

方位記号 ❹ や概観図内の表示範囲枠 ❺ を追

加している場合は、それらも地図と連動して回転

します。 

  

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❶ 
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12-10. 必要な範囲のみをくり抜いて表示したい 

[マップ フレーム] タブ → [形状変更] 

描画した任意の形状でマップをくり抜きます。表示画面上でのみくり抜かれますので、実際のデータは変化し

ません。 

 

1. レイアウト ビューに地図作成用のデータを追加

し、表示設定をしておきます。 

 

レイアウト ビューにするには → 267 ページ 

マップを追加するには → 268 ページ 

 

2. レイアウト上でマップ フレームをクリックして

選択します。 

 

 

 

 

3. [マップ フレーム] タブの [編集] グループにあ

る [形状変更] ドロップダウン リストから、任意

の形状を選択します ❶。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. レイアウト上に図形を描画します ❷。 

 

マップ フレームの形状が変更されます ❸。 

 

 

  

❷ ❸ 

❶ 
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12-11. 図郭単位で地図を連続出力したい 

インデックス レイヤーから作成 

[挿入] タブ → [マップ シリーズ] → [定義] 

図郭ごとの範囲で地図を出力します。 

 

1. マップにインデックス レイヤー (図郭データ) 

を追加し、レイアウト ビューになっていることを

確認します ❶。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

インデックス レイヤーの例 → 282 ページ 

レイアウト ビューにするには → 267 ページ 

 

2. [挿入] タブの [マップ シリーズ] ドロップダウ

ン リストから [定義] を選択します ❷。 

 

3. [レイアウト プロパティ] の [マップ シリーズ] 

タブで [有効化] をオンにします ❸。 

 

[インデックス レイヤー] を設定します ❹。 

・[マップ フレーム]: 図郭データが追加されてい

るマップ フレーム 

・[レイヤー]: 図郭データのレイヤー 

・[名前フィールド]: 図郭の名称などが格納され

たフィールド 

 

[OK] をクリックします ❺。 

 

4. 図郭ごとのマップが作成されます ❻。 

 

各マップを確認する場合は、[コンテンツ] ウィン

ドウで図郭の名前をダブルクリックします ❼。 

または、[コンテンツ] ウィンドウ下部にある矢印

をクリックします ❽。 

※[レイアウト プロパティ] の [並べ替えフィー

ルド] で指定したフィールドの順番で表示されま

す。 

❻ 

❼ 

❽ 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 
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5. マップを出力します。 

PDF や画像へ出力するには → 289 ページ 

印刷するには → 292 ページ 

 インデックス レイヤーの例 

インデックス レイヤーは既存のレイヤー (例: 行政界) を使用することもできますが、データの形状に合わせて

新しく作ることもできます。格子状のインデックス レイヤーを作成するには、「インデックス (メッシュ) デ

ータを作成したい (197 ページ)」をご参照ください。ライン データに沿って帯状のインデックス レイヤーを

作成するには、[ジオプロセシング] ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [カートグラフィ ツール] → 

[マップ シリーズ] → [インデックス フィーチャ (帯状) の作成] ツールを実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          行政界                            格子状                            帯状 

 概観図に図郭データを追加して、現在表示されている図郭を把握 

概観図にインデックス レイヤーを追加すると、現在どの図郭がマップに表示されているのかを確認できます。 

 

概観図を作成するには → 275 ページ 
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 マップの表示範囲を制御 

[レイアウト プロパティ] → [マップ シリーズ] タブ → [マップ範囲] グループでマップの表示範囲を制御す

ることができます。 

デフォルトでは、データ フレームの枠と図郭の間のマージン (余白) は 10% に設定されていますが、[マージ

ン サイズ] の値を変更することで、余白を調整することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  マージン サイズ 0%                            マージン サイズ 25% 

 

すべてのマップの表示範囲を現在の表示縮尺に固定して、中央に表示する場合は [中央に配置して縮尺を維持] 

を選択します。また、図郭の属性に入力されている縮尺値を適用する場合は [フィールドの縮尺を使用] を選択

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

マップ内のレイヤーをインデックス フィーチャの境界でクリップする場合は [インデックス フィーチャにクリ

ップ] を選択します。 
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ブックマークから作成 

[挿入] タブ → [マップ シリーズ] → [ブックマーク] 

ブックマークごとの範囲で地図を出力します。 

 

1. マップにデータを追加します。 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. 事前に作成したブックマークを作成します。 

ブックマークを作成するには → 42 ページ 

 

3. レイアウト ビューに地図作成用のデータを追加 

し、表示設定をしておきます。 

レイアウト ビューにするには → 267 ページ 

マップを追加するには → 268 ページ 

 

4. [挿入] タブの [マップ シリーズ] ドロップダウ

ン リストから [ブックマーク] を選択します ❶。 

 

5. [レイアウト プロパティ] の [マップ シリーズ] 

タブで [有効化] をオンにします ❷。 

[ブックマーク] を設定します ❸。 

[OK] をクリックします ❹。 

 

6. ブックマークごとのレイアウトが作成されます 

❺。 

 

7. 各マップを確認する場合は、[コンテンツ] ウィン

ドウでブックマークの名前をダブルクリックしま

す ❻。 

または、[コンテンツ] ウィンドウ下部にある矢印

をクリックします ❼。 

※ [レイアウト プロパティ] の [ブックマーク] 

で並び替えた順番で表示されます。 

 

8. マップを出力します。 

PDF や画像へ出力するには → 289 ページ 

印刷するには → 292 ページ  

❹ 

❶ 

❷ 

❸ 

❻ 

❼ 

❺ 
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 グループ レイヤーから地図を連続出力 

 

グループレイヤー内のレイヤーごとに地図を出力します。 

 

1. マップにデータを追加します。 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. 追加したデータでラジオ グループ レイヤーを作成します。 

ラジオ グループ レイヤーを作成するには → 45 ページ 

 

3. レイアウト ビューに地図作成用のデータを 

  追加し、表示設定をしておきます。 

レイアウト ビューにするには → 267 ページ 

マップを追加するには → 268 ページ 

 

4. [挿入] タブ の 

  [マップ シリーズ] ドロップダウン リストから 

  [主題] を選択します ❶。 

 

5. [レイアウト プロパティ] の 

  [マップ シリーズ] タブで 

  [有効化] をオンにします ❷。 

 

  [オプション] を設定します ❸。 

 

  [OK] をクリックします ❹。 

 

6. グループ内のレイヤーごとの 

  レイアウトが作成されます ❺。 

 

7. 各マップを確認する場合は、[コンテンツ] ウィンドウで 

  レイヤーの名前をダブルクリックします ❻。 

  または、[コンテンツ] ウィンドウ下部にある 

  矢印をクリックします ❼。 

 

8. マップを出力します。 

PDF や画像へ出力するには → 289 ページ 

印刷するには → 292 ページ 

 

 

 

 

 

 

  

❶ 

❷ 

❻ 

❼ 

❹ 

❸ 

❺ 
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 すべての図郭を PDF に一括出力 

すべての図郭のマップを単一の PDF ファイルに出力するには、[レイアウトのエクスポート] ウィンドウの 

[マップ シリーズ] タブで [すべて] を選択します。 

 

PDF や画像に出力するには → 289 ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図郭名称やページ番号の追加 

[挿入] タブの [ダイナミック テキスト] ドロップダウン リストの [マップ シリーズ] から図郭単位で変化す

る情報 (図郭名、ページ番号など) をレイアウトに追加することができます。たとえば、[ページ名] を選択する

と、[レイアウト プロパティ] の [名前フィールド] に指定した図郭名が追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ページ名 総ページ数付き 

ページ番号 
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12-12. 地図レイアウトを複製したい 

[レイアウト] タブ → [ページ設定] グループ → [レイアウトを複製] 

作成したレイアウトを複製します。 

 

1. 出力したいレイアウト ビューを表示します ❶。 

 

レイアウト ビューにするには → 267 ページ 

 

 

2. [レイアウト] タブの [ページ設定] グループに

ある [レイアウトを複製] をクリックします ❷。 

 

 

3. ドロップダウン リストからレイアウトのサイズ

を指定します ❸。 

[エレメントのサイズ変更] にチェックを入れる

と、各エレメントのサイズが自動で変更されます 

❹ 。 

 

 

 

 

 

4. [レイアウトを複製] ウィンドウで [名前] を入

力し、[OK] をクリックします ❺。 

 

 

5. レイアウトが複製されます ❻。 

※ 今回は、A4 サイズのレイアウトから A3 サ

イズのレイアウトを複製しました。元のレイ

アウトに影響はありません。 

 

 

 

 

 

 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 
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 レイアウトのサイズや方向を変更する 

レイアウト作成後に、レイアウトのサイズを変更したい場合には、[レイアウト] タブ → [ページ設定] グルー

プの [サイズ] から変更ができます。[サイズ] ドロップダウン リストから任意のレイアウトサイズを選択しま

す。[エレメントのサイズ変更] にチェックを入れると、エレメントの高さと幅が新しいページに合うよう調整

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、レイアウトの方向を変更したい場合には、[レイアウト] タブ → [ページ設定] グループの [方向] ドロ

ップダウン リストから変更ができます。[方向] ドロップダウン リストから任意のレイアウト方向を選択しま

す。[エレメントのサイズ変更] にチェックを入れると、エレメントのサイズと位置がページの向きに合うよう

調整されます。 
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12-13. 地図を PDF や画像に出力したい 

[共有] タブ → [出力] グループ → [マップのエクスポート] または [レイアウトのエクスポート] 

作成した地図を PDF や画像ファイルに出力します。 

 

1. 出力したいマップ ビューまたはレイアウト ビュ

ーを表示します ❶。 

 

マップを追加するには → 24 ページ 

レイアウト ビューにするには → 267 ページ 

 

 

 

 

2. [共有] タブの [出力] グループにある [マップの

エクスポート] (レイアウト ビューをエクスポー

トする場合は [レイアウトのエクスポート]) を

クリックします ❷。 

 

 

[マップのエクスポート]/[レイアウトのエクスポ

ート] ウィンドウが開きます。 

 

[ファイル タイプ]、[名前] を選択し、[エクスポ

ート] をクリックします ❸。 

 

 

 

 フォントの埋め込み 

AIX (*.aix)、EPS (*.eps)、PDF (*.pdf)、SVG (*.svg)、圧縮 SVG (*.svgz) ファイルに出力する場合、テキスト

が地図上と同じように表示されるよう、[レイアウトのエクスポート] ウィンドウの [埋め込みフォント] チェッ

クボックスをオンにします。 

 

 

 

 

 

 

  

❶ 

マップ ビュー 

の場合 

❷ 

レイアウト 

ビューの場合 

❷ 

❸ ❸ 
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 出力画像の解像度 

[マップのエクスポート]/[レイアウトのエクスポート] ウィンドウでは、出力画像の解像度 (DPI) を指定できま

す。通常はこの値が大きいほど高解像度になりますが、ファイル サイズも大きくなります。まず、デフォルト

で入力されている解像度の値で出力してみて、粗さが気になる場合は値を大きくして調整します。 

 座標情報付き画像の出力 

BMP (*.bmp)、JPEG (*.jpg)、PNG (*.png)、TIFF (*.tif)、TGA (*.tga)、GIF (*.gif) の画像の種類で出力する場

合は、座標情報の付いた画像として出力できます。座標情報が付いていると、出力画像を再度 ArcGIS Pro に追

加した際に、正しい位置に画像が表示されます。 

 

[マップのエクスポート]/[レイアウトのエクスポート] ウィンドウの [ワールド ファイルの作成] チェックボッ

クスをオンにすると、画像ファイルの保存場所に、「画像ファイル名.wld」という座標情報を持つファイルが作

成されます。この「画像ファイル名.wld」ファイルを、画像ファイルと同じ場所に保存しておくと、座標情報が

付与されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 PDF に座標情報と属性情報を追加 

[レイアウトのエクスポート] ウィンドウの [PDF 設定] にある [ジオリファレンス情報をエクスポート] チェ

ックボックスをオンにしてから出力します。 

また、[レイヤーと属性] ドロップダウン リストから [PDF レイヤーとフィーチャの属性] を選択すると、デー

タの属性情報を持つ PDF を出力できます。 

※ [アクセシビリティ] タブでタグを含めている場合、このオプションは使用できません 
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 PDF のセキュリティー設定 

[マップのエクスポート] ウィンドウの [セキュリティー] タブで [ドキュメントを開くときにパスワードが必

要] または [セキュリティーおよび権限の設定の変更を制限するためのパスワードが必要] チェックボックスを

オンにし、パスワードを指定してエクスポートすると、セキュリティー設定をした PDF を出力することができ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事前設定の保存 

[事前設定の保存] を選択すると変更した設定を保存することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保存した事前設定は [共有] タブ → [レイアウトのエクスポート] → [事前設定を開く] から適用することがで

きます。[エクスポートの事前設定を参照] ウィンドウでエクスポートの事前設定ファイルを選択し [OK] をク

リックします。 
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12-14. プリンターのページ サイズに合わせて地図を印刷したい 

[共有] タブ → [出力] グループ → [レイアウトの印刷] 

 

1. 出力したいレイアウト ビューを表示します ❶。 

 

レイアウト ビューにするには → 267 ページ 

 

 

 

2. [共有] タブの [出力] グループにある [レイアウ

トの印刷] をクリックします ❷。 

[レイアウトの印刷] ウィンドウが開きます。 

 

 

3. [レイアウトの印刷] ウィンドウで印刷したい地

図の仕様に合わせて設定を行います。 

 

 

 

4. [レイアウトの印刷] の [プロパティ] をクリッ

クしてプリンターのプロパティを開き、必要に応

じて設定を変更します ❸。 

 

[印刷] をクリックして、印刷します ❹。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 
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第 13 章 帳票 (レポート)・チャートの作成 

13-1. 帳票 (レポート) を作成したい 

[挿入] タブ → [新しいレポート] 

属性情報からレポートを作成し、PDF ファイルに出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. [挿入] タブの [新しいレポート] をクリックし

ます ❶。 

[新しいレポートの作成] ウィンドウが開きます。 

 

 

2. [デフォルトの Esri テンプレートを使用] を選

択した状態で、[次へ] をクリックします ❷。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. [レポート名] に作成するレポート名を入力しま

す ❸。 

[データ ソース] にレポートを作成するデータを

指定します ❹。 

[次へ] をクリックします ➎。 

 

 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 
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4. [行] で、レポートに含める行を選択します ❻。 

[フィールド] で、レポートに含めるフィールドの

チェックボックスをオンにします ❼。 

[次へ] をクリックします ❽。 

 

 

 

 

5. 必要に応じて、[並べ替え] ❾、および [要約統計

量] を指定します ❿。 

並べ替えでは、レポート内で並べ替えるフィール

ドを指定します。 

要約統計量では、指定したフィールド値の合計値、

平均値、数などをレポートに含めることができま

す。 

[次へ] をクリックします ⓫。 

 

 

 

6. レポートのテンプレートやスタイル、ページ サイ

ズなどを変更し、[完了] をクリックします ⓬。 

 

レポート ビューが表示されます ⓭。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⓬ 

❻ 

❼ 

❽ 

❾ 

❿ 

⓫ 

⓭ 
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7. 必要に応じて、レポートのデザインを変更します。 

変更したいエレメントをレポート上で選択します 

⓮。選択したエレメントに対して、画面上部のコ

ンテキスト タブ ⓯ から配置を調整したり、テキ

ストのフォントやラインのシンボルなどを変更し

たりできます ⓰。 

[コンテンツ] ウィンドウで、各エレメントのチェ

ックボックスのオン/オフを切り替えて、表示/非

表示を切り替えることができます ⓱。 

 

また、[挿入] タブの [グループ化] からレポート

のエレメントにグループを挿入することができる

ほか、[マップ フレーム] からマップを挿入する

ことも可能です。 

 

8. [共有] タブの [レポートのエクスポート] をク

リックして PDF ファイルに出力し、結果を確認

します ⓲。 

 

また、[レポート] タブの [プレビュー] ⓳ をク

リックして [レポート プレビュー] を表示する

ことで出力前に結果を確認できます ⓴。 

  

⓲ 

⓴ 

⓯ 

⓮ 

⓰ 

⓱ 

⓳
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13-2. チャートを作成したい 

[データ] タブ → [チャートの作成] 

属性情報からチャートを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. チャートを作成したいデータをマップに追加しま

す。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウでチャートを作成した

いレイヤーを選択します ❶。 

 

3. [データ] タブの [チャートの作成] ドロップダ

ウン リストから作成したいチャートの種類を選

択します ❷。 

チャート ビューと [チャート プロパティ] ウィ

ンドウが開きます。 

 

4. [チャート プロパティ] ウィンドウでパラメータ

ーを設定します ❸。 

 

※ここでは、千葉市の区ごとの人口総数をバー チ

ャートで表現しています。 

  

❶ 
❷ 

❸ 
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5. [チャート プロパティ] ウィンドウの [一般] タ

ブをクリックします ❹。 

必要に応じて [チャートのタイトル] ❺、[X 軸の

タイトル] ❻、[Y 軸のタイトル] ❼、[説明] ❽ 

などを変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 チャートの詳細設定 

[チャート プロパティ] ウィンドウの [書式設定] タブでより詳細にチャートの外観を変更できます。 

 

テーマの変更           テキスト シンボルの変更     背景やライン シンボルの変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. [チャート テーマ] タブを 

 クリックします ❶。 

2. テーマを選択します ❷。 

1. [テキスト エレメント] タブを 

 クリックします ❶。 

2. 設定対象を選択します ❷。 

3. フォント等を変更します ❸。 

1. [シンボル エレメント] タブを 

 クリックします ❶。 

2. 設定対象を選択します ❷。 

3. シンボルを変更します ❸。 

❶ 

❷ 

❶ 

❷ 

❸ 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 

❼ 

❽ 

❺ 

❻ 

❼ 

❽ 
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第 14 章 アニメーションの作成 

アニメーションを作成するための基礎知識 

アニメーションとは 

アニメーションを作成すると、視点の変化、事象の変化を視覚化できます。アニメーションは、データの時系

列変化のパターンや、視覚的な動きの効果を自動化するために使用します。ArcGIS Pro では、様々な種類の

アニメーションを作成できます。実行可能な操作として、次のものが挙げられます。 

・表示範囲の移動 → 301 ページ 

・データの時系列変化 → 303 ページ 

・レイヤーの表示設定の切り替え → 304 ページ 

 

時系列変化のアニメーションを作成するためのデータを用意する 

時系列データには、少なくとも 1 つの時間を表すフィールドが含まれている必要があります。時系列変化の

アニメーションに利用できるデータには、主に次の 2 つがあります。 

 

・時系列で物体が移動するデータ (例: 台風の進路) 

各ポイントは、各時間における台風が存在する場所を表しています。場所を表すポイントと時間属性の対応が 

1 対 1 になっているので、このまま時系列変化のアニメーションに使用できます。 

 

 時間を表すフィールドのデータ タイプ 

時間の属性は「Date」、「Text」、「Long」、「Short」型などのフィールドに格納することができますが、

「Date」や「Date Only」型など日時に関するフィールド タイプを使用することで、時間のデータを効率良く

扱うことができます。 
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・時系列で属性のみが変化するデータ (例: 人口推移) 

都道府県ポリゴンと人口統計テーブルを使用した例で説明します。 

都道府県ポリゴンには、47 都道府県の ID や名前の属性が入力されています。 

人口統計テーブルには、各都道府県の人口統計が年別に複数レコードに分かれて入力されています。 

 

[クエリー テーブルの作成] ツールを実行して人口統計テーブルの内容を都道府県ポリゴンに結合します。 

1. [解析] タブの [ツール] をクリックします。 

2. [ジオプロセシング] ウィンドウで [ツールボックス] タブをクリックします。 

3. [データ管理ツール] → [レイヤーとテーブル ビュー] → [クエリー テーブルの作成] ツールを実行し

ます。結果のレイヤーに対して時系列変化のアニメーションを作成できます。 

※[クエリー テーブルの作成] ツールの使用方法は、[ジオプロセシング] ウィンドウの [ヘルプ]  を

クリックして表示されるヘルプをご参照ください。 

 

  

都道府県ポリゴン 人口統計テーブル 
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 時間の格納方向 

時間の属性は横方向ではなく、縦方向に格納しなければ ArcGIS Pro で時系列アニメーションを作成することは

できません。 

× 時間の属性が横方向に格納されている例 

 

 

 

 

 

 

○ 時間の属性が縦方向に格納されている例 

 

 

 

 

 

 

 

時間の属性が横方向に格納されているデータから縦方向に 

格納されているデータを作成するには、[ジオプロセシング] 

ウィンドウ → [ツールボックス] タブ → [データ管理ツール] 

→ [フィールド] → [フィールドの転置] ツールを使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

転置したい時間フィールド 

転置後の時間の値 

出力データに含めたい属性 
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14-1. マップの表示範囲が変化するアニメーションを作成したい 

[表示] タブ → [アニメーション] グループ → [追加] → [アニメーション] タブ → [キーフレームの追

加] 

マップの表示範囲が変化するアニメーションを作成します。 

 

1. マップにアニメーション作成用のデータを追加し、

表示設定をしておきます。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

データの表現を行うには → 59～87 ページ 

 

 

 

 

 

2. [表示] タブの [アニメーション] グループの [追

加] をクリックします ❶。 

[アニメーション タイムライン] ウィンドウが開

きます。 

 

 

3. アニメーションを開始したいマップ範囲にズーム

し、[アニメーション] タブの [キーフレームの追

加] をクリックします ❷。 

[アニメーション タイムライン] にキーフレーム

が追加されます ❸。 

 

4. 次の表示範囲に移動し、[キーフレームの追加] を

クリックします ❷。 

 

この操作をアニメーションの終了時に表示したい

範囲まで繰り返します。 

 

5. [アニメーション] タブの [再生] をクリックし

て、アニメーションを再生します ❹。 

  

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 
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 画面移動の種類 

[キーフレームの追加] ドロップダウン リストを選択すると、画面移動の種類を「固定」、「手動調整」、「直

線」、「ジャンプ」、「切り替え」から選ぶことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [アニメーション タイムライン] ウィンドウ 

アニメーション表示のタイミングや、各キーフレームの設定を編集することができます。 

タイムライン コントロールでは、タイムラインに沿ってキーフレーム間の正確なタイミングが表示されます。

キーフレームの位置を移動すると、そのキーフレーム間の再生速度を変更することができます。 

キーフレーム ギャラリーには、キーフレームのスナップショットが表示されます。各キーフレームを移動して

順番を入れ替えたり、選択したキーフレームの画面移動の種類を変更したりできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[アニメーション] タブの [タイムライン] をクリックすると、[アニメーション タイムライン] ウィンドウの表

示/非表示を切り替えることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

タイムライン コントロール 

キーフレーム ギャラリー 

画面移動の種類を変更可 

移動して再生速度を変更可 
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14-2. 時系列データをアニメーション表示したい 

[レイヤー プロパティ] ダイアログ → [時間] タブ 

時系列データをアニメーション表示します。 

 

1. マップにアニメーション作成用の時系列データを

追加し、表示設定をしておきます。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

データの表現を行うには → 59～87 ページ 

 

 

※時系列データには、少なくとも 1 つの時間を

表すフィールドが含まれている必要があります。 

 

 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウで時系列レイヤーを右

クリック → [プロパティ] を選択します ❶。 

 

 

 

 

 

 

3. [レイヤー プロパティ] ダイアログの [時間] タ

ブを選択して時間のプロパティを設定し、[OK] 

をクリックします ❷。 

※「日本人口」レイヤーの例を右図に示します。 

 

 

 

 

 

4. [時間] タブの [すべてのステップを再生] をク

リックしてアニメーションを再生します ❸。 

  

❶ 

❷ 

❸ 
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14-3. 表示するデータが切り替わるアニメーションを作成したい 

[レイヤー プロパティ] ダイアログ → [レンジ] タブ 

表示するデータを属性値によって切り替えてアニメーション表示します。 

 

1. マップにアニメーション作成用のデータを追加し、

表示設定をしておきます。 

 

マップにデータを追加するには → 24 ページ 

データの表現を行うには → 59～87 ページ 

 

 

※データには、表示を切り替えるための値が格納

されたフィールドが含まれている必要があります。 

 

 

 

2. [コンテンツ] ウィンドウでレイヤーを右クリッ

ク → [プロパティ] を選択します ❶。 

 

 

 

 

 

 

3. [レイヤー プロパティ] ダイアログの[レンジ] 

タブをクリックし ❷、[レンジの追加] をクリッ

クします ❸。レンジのプロパティを設定し ❹、

[OK] をクリックします ❺。 

※「昼夜人口差」レイヤーの例を右図に示します。 

 

 

 

 

4. [レンジ] タブの [すべてのステップを再生] を

クリックして、アニメーションを再生します ❻。 

  

❹ 

❷ 

❸ 

 ❺ 

❻ 

❶ 
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14-4. アニメーションをビデオ ファイルに出力したい 

[アニメーション] タブ → [ムービー] 

作成したアニメーションをビデオ ファイルに出力して ArcGIS 製品をお持ちでない方と共有することがで

きます。アニメーションは、Audio Video Interleave (*.avi) や MPEG4 (*.mp4) ファイルなどに出力するこ

とができます。 

 

1. 前項までのいずれかの方法でアニメーション表示

を設定しておきます。 

 

※「14-1. マップの表示範囲が変化するアニメー

ションを作成したい」でアニメーションを作成し

た場合は、手順 4 に進みます。 

 

2. [表示] タブの [アニメーション] グループの [追

加] をクリックします ❶。 

 

 

3. [アニメーション] タブの [インポート] ドロッ

プダウン リストからインポートする設定を選択

します ❷。 

 

※「14-2. 時系列データをアニメーション表示し

たい」の設定は「タイム スライダーのステップ」、

「14-3. 表示するデータが切り替わるアニメーシ

ョンを作成したい」の設定は「レンジ スライダー

のステップ」を選択します。 

 

4. [アニメーション] タブの [エクスポート] グル

ープの [ムービー] をクリックします ❸。 

 

[ムービーのエクスポート] ウィンドウで出力サ

イズやファイル名などを指定して [エクスポー

ト] をクリックします ❹。 

 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 
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第 15 章 ワークフローの共有 

タスクの基礎知識 

ArcGIS Pro での操作を、マップやツール等と連動して記録する機能をタスクといいます。タスクを活用する

ことで、GIS 業務の手順書を作成して、部署内で共有したり、対話形式のチュートリアルを作成したりでき

ます。タスクは ArcGIS Pro のプロジェクト内にタスク アイテムとして保存され、プロジェクトで作成した

タスクは、タスク ファイル (*.esriTasks) やパッケージとして出力することで、別のユーザーに配布して共

有できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タスクの構成 

[カタログ] ウィンドウでタスク アイテムを開くと [タスク] ウィンドウが起動し、プロジェクトに保存され

ているタスク アイテムから必要なタスクを選択して実行できます。各タスクには、実際の操作項目であるス

テップが含まれます。タスクの利用者は、ステップに記載された説明に従ってツールの実行やマップの操作を

行います。また、タスクの設定や編集はタスク デザイナーで行います。 

 

 

  

ArcGIS Pro 

 
タスク 

マップと連動 

タスク アイテム 

タスク デザイナー 
タスク アイテム 

タスク グループ 

(複数のタスクをまとめたもの) 

タスク 

(一連のステップをまとめたもの) 

タスクを開く 

ステップ (操作) 

進捗 
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15-1. タスクを作成したい 

[挿入] タブ → [タスク] → [新しいタスク アイテム] 

新しくタスクを作成する場合は、タスク アイテム、タスク、ステップの順番で作成します。 

 

タスク アイテムの作成 

1. [挿入] タブの [タスク] → [新しいタスク アイ

テム] を選択します ❶。 

 

 

 

 

[タスク] ウィンドウと ❷、[タスク デザイナー] 

ウィンドウが開きます ❸。 

 

 

 

2.  [タスク デザイナー] ウィンドウで作業の内容

に合わせて、タスク アイテムの名前や作成者、説

明等を入力します ❹。 

 

 

 

 

 

 

タスクの作成 

3. [タスク] ウィンドウで [新しいタスク] をクリ

ックします ❺。 

[タスク デザイナー] ウィンドウでタスクの名前

や説明を入力します ❻。 

 

 

ステップの作成 

4. [タスク] ウィンドウで [新しいステップ] をク

リックします ❼。 

 

  

❻ 

❷ 
❸ 

❶ 

❹ 

❺ 

❼ 



第 15 章 ワークフローの共有 

308 

5. ステップの各項目 ([一般]、[アクション]、[ビュ

ー]、[コンテンツ] タブ) を設定します ❽。 

 

ステップの項目の設定 → 308 ページ 

 

6. 手順 4～5 を繰り返して、複数のステップを作成

します。 

 

7. 設定が完了したら、[タスク] ウィンドウの [オプ

ション] → [デザイナーの終了] を選択します 

❾。 

 

8. プロジェクトを保存します。 

 

プロジェクトを保存するには → 14 ページ 

 ステップの項目の設定 

[一般] タブ: ステップ名や操作の指示、ステップの振舞いの設定 

[アクション] タブ: 実行する UI 操作コマンド、ジオプロセシング ツール、属性取得の設定 

[ビュー] タブ: 各ビューのアクティブ化など 

[コンテンツ] タブ: マップ上のレイヤーの選択や表示/非表示設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❽ 

❾ 
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 ステップの振舞い 

ステップの設定の [一般] タブの [ステップの振舞い] では、 

ステップが自動的に実行/処理されるように構成したり、 

ユーザーが手動で実行するように構成したりすることができます。 

ステップの振舞いを設定することで、ユーザーの作業内容を 

コンパクトにし、効率性を向上させることができます。 

 

手動: ユーザーが [実行] をクリックしてステップを実行し、 

設定されたアクションを完了してから [次のステップ] をクリックして次のステップに進みます。 

自動実行: 前ステップで [次のステップ] をクリックすると、自動実行に設定されたステップが実行されます。ユ

ーザーは [実行] をクリックできません。ステップのアクションを完了させ、[次のステップ] をクリックして次

のステップに進みます。 

自動続行: ユーザーが [実行] をクリックすると、ステップに設定されたアクションが自動的に完了し、次のステ

ップが実行されます。ステップが自動的に続行されるため、[次のステップ] は使用できません。 

自動: ステップおよびアクションが自動的に実行され、次のステップに進みます。この場合、[実行] および [次

のステップ] は使用できません。ユーザーが情報を入力する必要がないため、このステップは必要に応じて非表示

に設定することもできます。 

オプション: ユーザーの意思でステップをスキップできます。[スキップ] をクリックして、次のステップに進む

ことができます。 

 

 アクション (コマンド・ジオプロセシング ツール) の設定 

ステップのアクションは、コマンド アクション バーの 

[記録] か [編集] をクリックして設定します。 

 

[記録] を利用する場合 

[記録] をクリックしてからコマンドまたはジオプロセシング  

ツールをクリックすると、その動作がステップのアクションと 

して設定されます。 

[編集] を利用する場合 

コマンドやジオプロセシング ツールを検索して設定します。[編集] をクリックし、[コマンドのタイプ] ドロッ

プダウン リストから任意のタイプを選択、ツールやコマンドを検索・選択して [OK] をクリックします。処理の

パラメーター等も設定できます。[編集] から設定済みのアクションを編集することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 タスクの保存 

[タスク デザイナー] ウィンドウで記入した内容は 

すぐに反映されます。また、作成したタスク アイテムは 

プロジェクトのタスク フォルダーに保存されます。 

 

 

 

 

 

コマンド アクション バー 記録 編集 
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15-2. タスクを編集したい 

[カタログ] ウィンドウ → タスク アイテムを右クリック → [デザイナーで編集] 

操作の手順ファイル (タスク) の内容は、タスク デザイナー上で編集することができます。 

 

プロジェクトにタスクが保存されている場合 

1. [カタログ] ウィンドウの「タスク」フォルダー内

の編集したいタスク アイテムを右クリック → 

[デザイナーで編集] を選択します ❶。 

 

 

 

 

 

2. [タスク デザイナー] ウィンドウで、タスクの内

容を編集します ❷。 

 

 

 

 

 

 

3. 編集が完了したら、[タスク] ウィンドウの [オプ

ション] → [デザイナーの終了] を選択します 

❸。 

 

4. プロジェクトを保存します。 

 

プロジェクトを保存するには → 14 ページ 

 

タスク ファイル (*.esriTasks) をプロジェクトにイ

ンポートして編集する場合 

1. [挿入] タブの [タスク] → [タスク ファイルを

インポートして開く] → [参照] を選択します 

❶。 

 

  

❶ 

❷ 

❸ 

❶ 
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2. インポー トする タスク ファイル を指定 して 

[OK] をクリックします ❷。 

 

 

 

 

 

3. [タスク デザイナー] ウィンドウで、タスクの内

容を編集します ❸。 

 

 

 

 

 

 

 

4. 編集が完了したら、[タスク] ウィンドウの [オプ

ション] → [デザイナーの終了] を選択します 

❹。 

 

5. プロジェクト上に保存する場合はプロジェクトを

上書き保存します。 

 

プロジェクトを保存するには → 14 ページ 

 

 

  

❷ 

❸ 

❹ 
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15-3. タスクを共有したい 

[共有] タブ → [タスク アイテム]  

[共有] タブ → [プロジェクト] 

手順ファイルとして作成したタスク アイテムは、タスク ファイル (*.esriTasks) として他のユーザーと共有

することができます。タスク ファイル (*.esriTasks) は、別のプロジェクトにインポートして開くことがで

きます。また、プロジェクト パッケージとしてデータと一緒に共有することもできます。 

 

タスク ファイルのみを共有する場合 

1. 共有するタスク アイテムを [タスク] ウィンド

ウで開き、[タスク デザイナー] ウィンドウが閉

じていることを確認します。 

 

タスクを開くには → 310 ページ 

 

2. [共有] タブの [タスク アイテム] をクリックし

ます ❶。 

[タスク アイテムの共有] ウィンドウが開きます。 

 

3. [タスク アイテムの共有] ウィンドウで、以下の

設定をします。 

 

[パッケージ化の開始]: タスク アイテムを共有

する場所を選択します ❷。 

[パッケージをオンライン アカウントにアップロ

ー ド ] – タ ス ク  フ ァ イ ル  (*.esriTasks) を

ArcGIS Online に保存します。 

[パッケージをファイルに保存] – タスク ファイ

ルをローカルに保存します。 

 

[アイテムの詳細]:  

[名前]、[概要]、[タグ]、[カテゴリー] を入力しま

す ❸。 

 

ArcGIS Online に保存する場合は、タスク アイテ

ムの [共有レベル] を設定します ❹。 

 

4. [分析] をクリックします ❺。 

❶ 

❷ 

❸ 

❺ 

❹ 
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5. 共有するタスク アイテムにエラーがないか確認

します ❻。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. [公開] をクリックして、タスク アイテムを共有

します ❼。 

 

 電子メールに添付 

[カタログ] ウィンドウ → タスク アイテムを右クリック → [ファイルにエクスポート] → [電子メール] を選択

すると、*.esriTasks ファイルを直接メールに添付できます。 

 異なるバージョン間での共有 

ArcGIS Pro 3.0 以降で作成もしくは保存されたタスク ファイル (*.esriTasks) は ArcGIS Pro 2.x で開くことは

できません。 

ArcGIS Pro 2.x のタスク ファイルは Pro 3.0 以降でも開くことができ、プロジェクトを保存するとアップグレー

ドされます。 

 

タスクで利用するデータも一緒に共有する場合 

1. プロジェクト パッケージ (*.ppkx) を作成して、

タスク アイテムを含むプロジェクト全体を共有

します。 

 

パッケージを共有するには → 46 ページ 

 

  

❻ 

❼ 
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15-4. タスクを利用したい 

[タスク] ウィンドウ → タスクの実行 

プロジェクト内に保存されているタスク、またはタスク ファイルとして保存されているタスクをプロジェク

トに読み込んで実行します。 

 

プロジェクト内のタスクを利用する場合 

1. [表示] タブの [タスク] をクリックします ❶。

[タスク] ウィンドウが開きます。 

 

 

 

タスク ファイルをプロジェクトに読み込んで利用す

る場合 

1. [挿入] タブの [タスク] → [タスク ファイルを

インポートして開く] → [参照] を選択します 

❶。 

 

 

 

 

2. [インポート] ダイアログで、タスク ファイルを

指定し、[OK] をクリックします ❷。 

[タスク] ウィンドウが開きます。 

 

 

 

 

 

 

タスクの実行 

1. [タスク] ウィンドウで、実行したいタスクを選択

し ❶、[タスクを開く] をクリックしてステップ

を表示します ❷。 

 

  

 

❶ 

❷ 

❷ ❶ 

❶ 



第 15 章 ワークフローの共有 

315 

2. ステップの指示を確認し ❸、[実行] をクリック

して最初のステップを開始します ❹。 

指示に従ってステップを進めます。 

ステップの操作を行わない場合は [スキップ] を

クリックして操作をスキップします ❺。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. タスクに設定されたすべてのステップを実行した

ら、[完了] をクリックしてタスクを終了します 

❻。 

 

 ステップの振舞い 

各ステップに設定された振舞いの構成によって、[スキップ]、[実行]、[次のステップ] が使用可能/不可能の場合

や、自動でステップが実行される場合などがあります。 

タスクの進行状況は [タスク] ウィンドウ下部の進行状況バーで確認することができます。 

 

❻ 

❸ 

❹ ❺ 
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